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平成２８年第２回青木村議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                     平成２８年６月１４日（火曜日）午前９時開会 

日程第 １ 議事録署名議員指名 
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日程第 ３ 報告第 １号 専決処分の承認を求めることについて 

日程第 ４ 報告第 ２号 平成２７年度青木村土地開発公社事業報告について 

日程第 ５ 報告第 ３号 平成２７年度繰越明許費繰越計算書の報告について（青木村一般 

             会計） 

日程第 ６ 報告第 ４号 平成２７年度繰越明許費繰越計算書の報告について（青木村簡易 

             水道特別会計） 

日程第 ７ 議案第 １号 青木村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

日程第 ８ 議案第 ２号 平成２８年度生活基盤耐震化施設等交付金事業に伴う市之沢浄水 

             場設備工事の請負契約について 

日程第 ９ 議案第 ３号 青木村浄化センター機械設備・電気設備更新業務委託契約につい 

             て 

日程第１０ 議案第 ４号 寄附採納について 

日程第１１ 議案第 ５号 平成２８年度青木村一般会計補正予算について 
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日程第１３ 議案第 ７号 平成２８年度青木村介護保険特別会計補正予算について 

日程第１４ 一般質問 

──────────────────────────────────────────── 
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－2－ 

    １０番  山 本   悟 君 
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開会 午前 ９時００分 

 

◎開会の宣告 

○議長（小林和雄君） 定刻になりましたので、ただいまから平成28年第２回青木村議会定例

会を開会します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事録署名議員の指名 

○議長（小林和雄君） 日程第１、議事録署名議員の指名を行います。 

  会議規則第115条の規定により、２番、宮下壽章議員、６番、内藤賢二議員を指名いたし

ます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会期決定 

○議長（小林和雄君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会は、先ごろの議会運営委員会の決定のとおり、本日６月14日から６月22日まで

の９日間といたしたいが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 異議なしと認め、会期は本日から６月22日までの９日間と決定いたし

ました。 

  会期の日程の資料を今お配りします。 

  続いて、日程について申し上げます。 

  本日は、日程第３以降議案説明のみとし、15日は議案審査のため休会、16日は一般質問、

17日は議案審査のため休会、18日、19日は休日、20日は議案審査のため休会、21日は議案

審議・採決、22日は議案審議・採決の日程で行います。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎村長挨拶 

○議長（小林和雄君） ここで、村長より挨拶があります。 

  北村村長。 

○村長（北村政夫君） おはようございます。 

  本日、平成28年第２回青木村議会６月定例会を招集いたしましたところ、全議員の皆様方

に御出席をいただきまして、まことにありがとうございます。 

  日ごろより議員の皆さんには村政の運営に御理解と御支援をいただいておりますこと、厚

く感謝を申し上げます。 

  青木村では、春先から気候が約１週間程度進んでおり、６月５日に梅雨入りとなりました

が、今後の雨量が気になるところでございます。 

  さて、熊本・大分地域で４月14日、16日、震度７の地震が発生いたしました。被害に遭

われた皆さんに心からのお見舞いとお悔やみを申し上げますとともに、一日も早い復興を御

祈念申し上げたいと存じます。 

  皆さんからお寄せいただきました義援金は、５月10日現在、52万732円となっております。

早速、日本赤十字社を通じまして被害地へ届ける手続をいたしました。引き続き募金箱を設

置して、御支援をお願いしております。 

  熊本の震災を教訓に、お隣の新潟県弥彦村と災害援助相互協定を締結する運びとなりまし

た。人口8,300人のこの村は、新潟で発生した最近の地震にも強かったとのことで、その地

盤は強固であり、また、弥彦神社は私どもにもなじみの神社でございます。 

  次に、平成28年５月23日付の内閣府月例経済報告によりますと、景気はこのところ弱さ

も見られるが、緩やかな回復基調が続いている。先行きについては、雇用・所得環境の改善

が続く中で、各種政策の効果もあって緩やかな回復に向かっていることが期待される。海外

経済の不確実性の高まりや金融資本市場の変動の影響に留意する必要がある。また、平成28

年熊本地震の経済に与える影響に十分留意する必要があるとしております。 

  次に、さきの３月定例会閉会後本日までの主な行事等の報告をさせていただきます。 

  ４月２日に保育園の入園式、４月６日に小学校、中学校の入学式がありました。おのおの

の新しい人生のスタートに、激励の言葉をかけさせていただきました。 

  ４月９日、安倍首相主催の桜を見る会が新宿御苑であり、政界トップの皆さんのお話を直

接伺うことができました。 
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  ４月20日、小川原辰雄先生の御配慮により新しく村営となりました信州昆虫資料館の今年

度の開館式を行いました。今後、関係の皆さんの御協力をいただき、より多くの方々に御来

館いただける村文化施設として大きく育ててまいります。 

  ４月20日、東京農業大学へ出向き、農大と村の連携協定について協議をしてまいりました。

これにより、農業を基幹産業とする当村にとりまして、さまざまな面での大きな課題解決の

一助になりますことを期待しております。 

  ゴールデンウイークには、ことしも村外からたくさんのお客さんに来ていただきました。

５月の月間統計、農産物直売所につきましては、来客数１万700人で対前年度同月比

106.3％、売上高1,160万円でそれは110.1％。こまゆみ食堂では来客数4,603人で対前年度

比で125.9％、売上高で353万円で対前年度比は126.1％と、それぞれ増となりました。 

  ５月14日、議会の視察や復興支援を通じて交流のある岩手県野田村からヤマブドウの苗木

をいただき、小学生の皆さんと植樹を行いました。 

  ５月20日、青木峠新トンネルの参考とするため、議会の皆さんとともに伊那と木曽を結ぶ

権兵衛峠を視察し、新しいトンネルの持つ大きな効果を実感してまいりました。一日も早い

トンネルの開通と、それを享受する村づくりを進めてまいります。 

  ５月29日、環境美化運動として、例年どおり村内各団体約70名の皆さんの応援をいただ

き、青木峠、豆石峠など幹線道路を中心にごみ拾いを実施いたしました。年々ごみの量は減

少の傾向にございます。 

  ６月１日、信州大学繊維学部森川教授に信州昆虫資料館を御視察いただきまして、今後こ

の館の運営等に対して御指導いただくことをお願いしてまいりました。 

  ６月５日、第67回全国植樹祭が天皇皇后両陛下御臨席のもと長野市で開催され、村の関係

の皆さんと出席してまいりました。宇宙飛行士油井亀美也さんの挨拶の中の、美しい地球を

次世代に残したいという言葉が印象に残りました。 

  次に、本議会の議案についてでありますが、報告事項４件、議案７件でございます。 

  まず、報告事項のうち第１号は、さきの議会終了後緊急を要する案件につきまして、例年

どおり専決処分をさせていただきましたもので、その内容は、条例関係４件、指定管理者の

指定３件、補正予算６件でございます。 

  27年度一般会計補正予算専決について、その概要を申し上げます。 

  専決処分を行ったものの主な内容につきまして、一般会計第８号につきましては、歳入歳

出それぞれ5,462万1,000円を追加いたしまして、総額を29億90万1,000円とするもので、こ
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れは地方創生プロジェクト事業として地方創生加速化交付金の採択によるものでございます。

主なものは、村内企業の元気な企業づくり推進事業といたしまして、自然エネルギー発電シ

ステム開発プロジェクト等の予算4,829万6,000円でございます。 

  第９号につきましては、歳入歳出それぞれ１億8,209万5,000円を追加いたしまして、総

額で30億8,299万6,000円とするもので、歳入の主なものは地方交付税の１億7,858万3,000

円の増、歳出は道の駅あおき高機能拠点化プロジェクトに対する基金といたしまして、公共

施設整備基金に２億円積み立てを行ったものでございます。 

  前年27年度は、議員皆様の御協力をいただきまして、大きな事業を実施しながらも健全な

財政運営をすることができました。 

  次に、議案のうち第２号は、平成28年度生活基盤耐震化施設交付金事業に伴います市之沢

浄水場の設備工事の請負契約で、予定金額は２億4,840万円でございます。その内容は、市

之沢浄水場へ浄水処理設備機器を設置する工事で、処理水量は１日500トンの予定でござい

ます。29年度に一部残っている配水管工事を実施いたしまして、施工いたしまして、平成

30年供用開始の予定でございます。 

  次に、議案第３号は、青木村浄化センター機械設備・電気設備更新業務委託契約で、予定

金額は5,350万円でございます。これは、浄化センターの長寿命化計画に沿いまして、耐用

年数が経過し老朽化した設備を平成28年度と平成29年度の２カ年計画で更新するものでご

ざいます。内容は、揚水設備、受変電設備、水処理運転設備、汚泥処理運転設備監視制御設

備の更新でございます。今後のスケジュールは、平成28年度に各機器の工場製作及びストレ

ーナー等の一部機器の設置、平成29年度にリレー盤を主とした機器の入れかえ及び動作確認

をしてまいります。 

  平成28年度一般会計補正予算（第１号）について、その概要を申し上げます。 

  一般会計補正予算（第１号）は、歳入歳出それぞれ１億1,955万3,000円を追加し、総額

を26億9,395万3,000円とするものでございます。 

  今回の補正の主な内容につきましては、歳入の主なものは、国庫補助金といたしまして地

方創生推進交付金1,900万円、県補助金として2,351万3,000円で、そのうち主なものは農山

漁村振興交付金1,350万円、移住定住交流事業に係る補助500万円です。また、土地開発基

金からの繰入金3,100万円、前年度繰越金7,694万2,000円です。 

  以上の歳入が見込めましたことから、村債を3,150万円減額といたしました。 

  次に、歳出の主なものにつきまして、総務費でございますが、役場庁舎授乳室設置に係る
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修繕料16万2,000円、社会保障・税番号制度システム整備費の委託料294万9,000円、道の駅

高機能拠点プロジェクト及び警察官駐在所用地購入費用3,113万7,000円、元気づくり支援

金事業145万8,000円、自治総合センターコミュニティ補助事業110万円、地方創生推進交付

金に係るプロジェクト事業4,177万2,000円、民生費では障害者地域生活支援事業費34万円、

農林水産事業では道の駅あおきでの臨時職員の配置、農業用機械購入に係る補助金等に580

万8,000円、農山漁村振興交付金事業による加工所西側駐車場付近の外構工事費に1,080万

円、観光費では二地域居住者向けコンパクト住宅整備事業、地域活性化センター移住定住交

流事業といたしまして1,412万円でございます。 

  以上、提案しました議案のうち主な内容を説明させていただきました。 

  おのおの御審議の上、御議決いただきますようお願い申し上げまして、私の挨拶とさせて

いただきます。 

○議長（小林和雄君） 村長の挨拶が終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎報告第１号の上程、説明 

○議長（小林和雄君） 日程第３、報告第１号 専決処分の承認を求めることについてを議題

とし、提案者の説明を求めます。 

  なお、専決処分につきましては13項目あります。それぞれ担当別に説明することになりま

すので御了承願います。 

  初めに、職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例について、井古田

総務企画課長、説明を求めます。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） それでは、報告第１号の専決処分の

承認を求めることについての１番目、職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正

する条例について御説明申し上げます。 

  職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

  平成28年３月31日、地方自治法第179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  裏面をごらんいただきたいと思います。 

  職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

  職員の勤務時間及び休暇等に関する条例（平成７年青木村条例第１号）の一部を次のよう
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に改正する。 

  第１条中「第24条第６項」を「第24条第５項」に改める。 

  附則 

  この条例は、平成28年４月１日から施行する。 

  今回の一部改正につきましては、村の条文の中で引用しています地方公務員法が一部改正

となったことで、村の条項を整備するものでございます。 

  以上、職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例について御説明申し

上げました。御審議いただき、御承認をよろしくお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） ２項め、青木村税条例の一部を改正する条例について、小宮山税務会

計課長、説明を求めます。 

○会計管理者兼税務会計課長（小宮山俊樹君） 青木村税条例の一部を改正する条例について

御説明申し上げます。 

  青木村税条例の一部を改正する条例 

  平成28年３月31日、地方自治法第179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  青木村税条例の一部を改正する条例は、大変難解な長文となっておりますので、別に御用

意いたしました資料、青木村税条例の一部を改正する条例の概要をもって説明申し上げ、提

案説明にかえさせていただきたいと思います。 

  なお、今回の改正分は、第１条が税条例本文及び本文附則に対するもので、第２条が平成

26年条例第17号、第３条が平成27年条例第20号の税条例の一部を改正する条例に対するも

のとなっております。 

  資料の最初のページをお願いいたします。 

  ページ中ほどの地方法人課税の偏在是正についてですが、地域間の税源の偏在を是正する

ため、地方税分の法人税割の税率を引き下げ、同額を国税分の地方法人税とすることにより、

交付税の原資とするものでございます。改正後の税率は、資料の表に掲載しているとおりで

ございます。 

  同じページの下段、セルフメディケーション推進のための、よろしいですか、最初のペー

ジの下段になりますが、セルフメディケーション推進のためのスイッチＯＴＣ薬控除につい

てでございます。医療費の増大を防ぐため医療用から転用された医薬品、スイッチＯＴＣ薬

と申しますが、これの普及を目的に創設されたものでございます。 

  ２ページをお願いいたします。 
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  自動車取得税の廃止と環境性能割の創設、その下のグリーン化特例の見直しについてでご

ざいます。消費税率10％へ引き上げ時に自動車取得税は廃止されることとなりましたが、こ

れにかわり、自動車取得税が有していたグリーン化機能を維持するため、環境性能割が創設

されました。軽自動車税は従来分を種別割と称し、グリーン化特例も１年延長、環境性能割

の２本立てで課税されることとなります。これにより、軽自動車税の税率はいろいろな複雑

なものとなりましたので、３ページに年度別、車種別の税額表を掲載いたしましたので、こ

れで御確認くださいますようお願い申し上げます。 

  なお、消費税率10％の引き上げが延期となるようでございますが、これに伴いこの規定も

実施が延期になる可能性があるということを御承知いただけたらと思います。 

  ４ページをお願いいたします。 

  固定資産税の特例措置の見直しについてでございます。全て従来からの特例措置で、いず

れも内容の一部、特例割合等を見直しし延長するものでございます。個々の内容については

記載のとおりでございますので、説明は省略させていただきます。 

  同じページ下段からは、条例改正が特に必要とならない税制の改正点でございます。 

  主なものといたしまして、５ページ、２の地方創生応援税制は、企業版ふるさと納税につ

いてでございます。一定の事業に対する企業からの寄附を、法人事業税、法人住民税及び法

人税から全額控除する制度の創設でございます。 

  ４の中小企業の償却資産課税の軽減は、一定の設備投資に対し課税標準から減額する規定。 

  ６ページ、５の農地保有に対する固定資産税の強化・軽減は、遊休農地に対しては課税を

強化し、逆に農地中間管理事業により有効活用が図られる場合は軽減とする制度でございま

す。 

  以上、青木村税条例の一部を改正する条例について御説明申し上げました。よろしく御審

議いただき、御決定くださいますようお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） ３項め、青木村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、

小宮山税務会計課長、説明を求めます。 

○会計管理者兼税務会計課長（小宮山俊樹君） 青木村国民健康保険税条例の一部を改正する

条例について御説明申し上げます。 

  青木村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

  平成28年３月31日、地方自治法第179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  青木村国民健康保険税条例の一部を改正する条例についても、資料をもって提案説明とさ
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せていただきたいと思います。 

  同じ資料の７ページをお願いいたします。 

  ①は国民健康保険税の賦課限度額について、基礎課税額、後期高齢者支援金等課税額を増

額し、介護納付金課税額を含む合計額で現行の85万円から89万円に引き上げるものでござ

います。 

  ②は低所得者の負担軽減措置の規定を改めるもので、低所得者層をより厚く保護するため

の改正となっております。 

  以上、青木村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について御説明申し上げました。

よろしく御審議いただき、御決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小林和雄君） ４項め、青木村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例に

ついて、小宮山税務会計課長、説明を求めます。 

○会計管理者兼税務会計課長（小宮山俊樹君） 青木村固定資産評価審査委員会条例の一部を

改正する条例について御説明申し上げます。 

  青木村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 

  平成28年３月31日、地方自治法第179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  この改正について、特に資料は用意してございません。 

  行政不服審査法及び同法施行令が４月１日より施行されたことに伴い、固定資産評価審査

も同様の扱いとなるよう所要の規定を整備するものでございます。 

  またこの改正から、審査申出人からの弁明書は電子データによる提出も認められることと

なりました。 

  以上、青木村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について御説明申し上げ

ました。よろしく御審議いただき、御決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小林和雄君） ５項め、あおきふるさと体験館・農産物直売所の指定管理者の指定に

ついて、片田建設産業課長、説明を求めます。 

  片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） それでは、あおきふるさと体験館・農産物直売所の指定管理

者の指定について御説明申し上げます。 

  あおきふるさと体験館・農産物直売所の指定管理者の指定について 

  平成28年４月１日、地方自治法179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  １、施設の名称、あおきふるさと体験館・農産物直売所。 
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  ２、指定管理者となる団体、青木村大字村松30番地２、株式会社道の駅あおき、代表取締

役、林寛夫。 

  ３、指定の期間、平成28年４月１日から平成33年３月31日まで。 

  あおきふるさと体験館・農産物直売所の指定管理につきましては、平成26年度から道の駅

あおき運営組合に指定管理をお願いしていたところでございますが、このほど４月１日付で

株式会社道の駅あおきとなりまして、管理団体の体制が変わりましたことから、改めて指定

管理をお願いするものでございます。 

  経過につきましては、青木村公の施設の指定管理者の指定の手続に関する条例第５条第１

項により、公募によらず１団体を指名し選定する方式で行いました。 

  株式会社道の駅あおきを指名した理由につきましては、ただいま申し上げましたとおり、

前身の道の駅あおき運営組合が既に指定管理を行っており、一定の成果を上げていること、

また、法人化により組織の体制が強化されたことなどから、引き続き組織変更後の株式会社

道の駅あおきを指定管理者とすることが望ましいと考えられるため、指名をいたしました。 

  なお、選考に当たりましては、条例により、あおきふるさと体験館・農産物直売所におけ

る事業計画に関する書類等選考委員会で審議を行い、選定を行いました。 

  指定の期間につきましては、公募によらず特定の団体の管理に委ねるという施設特有の状

況から、５年間といたしました。 

  以上でございますが、よろしく御審議の上、御決定いただきますようお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） 続いて６項め、青木村観光センターの指定管理者の指定について、片

田建設産業課長、説明を求めます。 

○建設産業課長（片田幸男君） 続きまして、青木村観光センターの指定管理者の指定につい

て御説明申し上げます。 

  青木村観光センターの指定管理者の指定について 

  平成28年４月１日、地方自治法179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  １、施設の名称、青木村観光センター。 

  ２、指定管理者となる団体、青木村大字村松30番地２、株式会社道の駅あおき、代表取締

役、林寛夫。 

  ３、指定の期間、平成28年４月１日から平成33年３月31日まで。 

  青木村観光センターの指定管理につきましては、平成26年度から道の駅あおき運営組合に

指定管理をお願いしていたところでございます。このほど４月１日付で株式会社道の駅あお
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きとなりまして、管理団体の体制が変わりましたことから、改めて指定管理をお願いするも

のでございます。 

  経過につきましては、青木村公の施設の指定管理者の指定の手続に関する条例第５条第１

項により、公募によらず１団体を指名して選定する方式で行いました。 

  株式会社道の駅あおきを指名した理由につきましては、ただいま申し上げましたとおり、

前身の道の駅あおき運営組合が既に指定管理を行っており、一定の成果を上げていること、

また、法人化により組織の体制が強化されたことなどから、引き続き組織変更後の株式会社

道の駅あおきを指定管理者とすることが望ましいと考えられるため、指名をいたしました。 

  なお、選考に当たりましては、条例により、青木村観光センターにおける事業計画に関す

る書類等選考委員会で審議を行い、選定を行いました。 

  指定の期間につきましては、公募によらず特定の団体の管理に委ねるという施設特有の状

況から、５年間といたしました。 

  よろしく御審議の上、御決定いただきますようお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） 続いて、７項め、ふるさと公園あおきの指定管理者の指定について、

片田建設産業課長、説明を求めます。 

○建設産業課長（片田幸男君） ふるさと公園あおきの指定管理者の指定について御説明申し

上げます。 

  ふるさと公園あおきの指定管理者の指定について 

  平成28年４月１日、地方自治法179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  １、施設の名称、ふるさと公園あおき。 

  ２、指定管理者となる団体、青木村大字村松30番地２、株式会社道の駅あおき、代表取締

役、林寛夫。 

  ３、指定の期間、平成28年４月１日から平成33年３月31日まで。 

  ふるさと公園あおきの指定管理者の選定の経過につきましては、青木村公の施設の指定管

理者の指定の手続に関する条例第５条１項により、公募によらず１団体を指名して選定する

方式で行いました。 

  株式会社道の駅あおきを指名した理由につきましては、ふるさと公園あおきは道の駅あお

きの隣接地に建設され、来訪者の憩いの場であることはもとより、観光、防災の拠点施設で

もあり、イベントの開催等による集客やドクターヘリを初めとする有事の際の対応など、道

の駅あおき関連施設として一体的かつ発展的な運営が必要という認識の中で、株式会社道の
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駅あおきを指定管理者とすることが望ましいと考え、指名をいたしました。 

  なお、選考に当たりましては、条例により、ふるさと公園あおきにおける事業計画に関す

る書類等選考委員会で審議を行い、決定を行いました。 

  指定の期間につきましては、公募によらず特定の団体の管理に委ねるという施設特有の状

況から、５年間といたしました。 

  以上でございますが、よろしく御審議の上、御決定いただきますようお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） ８項め、平成27年度青木村一般会計補正予算（第８号）について、井

古田総務企画課長、説明を求めます。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） それでは、８項目めになりますが、

平成27年度青木村一般会計補正予算（第８号）について御説明申し上げます。 

  平成27年度青木村一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5,462万1,000円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ29億90万1,000円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費） 

  第２条 地方自治法第213条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用できる経費は、

「第２表 繰越明許費」による。 

  平成28年３月25日、地方自治法第179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  ３ページをごらんいただきたいと思います。 

  第２表 繰越明許費について御説明申し上げます。 

  款２総務費、項１総務管理費、事業名が地方創生プロジェクト事業、金額が5,462万

1,000円です。 

  この事業は、地方創生加速化交付金に係る事業として、広域連携の３事業、それと単独の

１事業、合計４事業が３月18日付の内示により採択されたことで、事業費全額を繰り越して

平成28年度で実施するものです。 

  内容につきましては、この後予算書の中で御説明申し上げます。 

  続きまして、６ページをお願いいたします。 

  ２ 歳入 
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  款９項１目１地方交付税189万6,000円を追加し、12億2,824万3,000円とするもので、節

１地方交付税の普通交付税が見込みより増となります。 

  款11分担金及び負担金、項２負担金、目１総務費負担金150万円を追加して、159万円と

するもので、節６の地方創生事業実施負担金につきまして、加速化交付金の中の連携事業の

うちに、都会と田舎をつなぐ真田丸の里信州小県ご当地蕎麦イベント、これの長和町からの

負担分でございます。 

  款13国庫支出金、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金に5,122万5,000円を追加して、

8,179万3,000円とするもので、節１の総務管理費補助金の地方創生加速化交付金5,122万

5,000円となります。 

  内訳について申し上げます。 

  まず１つとして恋するＮＡＧＡＮＯ ＷＩＮＥ振興事業が287万5,000円、２つ目でひと

り親家庭移住定住支援事業が50万円、３番目といたしまして都会と田舎をつなぐ真田丸の里

信州小県ご当地蕎麦イベントが285万円、続いて自然エネルギー発電システム開発プロジェ

クト事業が4,500万円、以上の４事業となっております。 

  ７ページをお願いいたします。 

  ３ 歳出 

  款２総務費、項１総務管理費、目10地方創生プロジェクト事業費5,462万1,000円を追加

し、7,076万7,000円とするものです。 

  節７賃金から節12の役務費までは、都会と田舎をつなぐ真田丸の里信州小県ご当地蕎麦イ

ベントに係る経費となっております。まず、節７の10万円はイベントに係る臨時雇人料、続

いて節８の40万円はコーディネーター等の謝礼金です。節９の45万につきましては、イベ

ントに係る旅費、宿泊代等となっております。節11の21万6,000円は事務所費でございます。

節12の242万6,000円は、郵送料が５万円、あわせて広告費といたしまして237万6,000円が

内訳となります。節13委託料4,829万6,000円につきましては、まず、ワインバレーイベン

ト委託料といたしまして200万円、ひとり親定住移住委託料といたしまして54万円、そばイ

ベント委託料といたしまして75万6,000円、自然エネルギー関係で4,500万円の経費を見込

んでおります。節14使用料及び賃借料124万2,000円につきましては、そばイベントに係り

ます会場、バス、レンタカー等の賃借料を計上いたしました。節16の原材料費21万6,000円

につきましては、そばイベントに使います材料費代でございます。節19負担金補助及び交付

金127万5,000円につきましては、負担金がワインバレー協議会への負担金といたしまして
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87万5,000円、補助金のほうがそばイベントの実施補助金として40万円を計上いたしました。 

  以上、平成27年度青木村一般会計補正予算（第８号）について御説明申し上げました。御

審議いただき、御承認いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小林和雄君） 続いて、９項め、平成27年度青木村一般会計補正予算（第９号）につ

いて、歳入については井古田総務企画課長より一括説明を求め、歳出については各担当課長

及び教育長より説明を求めます。 

  井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） それでは、９項目めになります。 

  平成27年度青木村一般会計補正予算（第９号）について御説明申し上げます。 

  平成27年度青木村一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億8,209万5,000円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ30億8,299万6,000円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

  平成28年３月31日、地方自治法第179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  ５ページをごらんいただきたいと思います。 

  第２表 地方債補正について御説明申し上げます。 

  記載の目的は、地域活性化事業債、補正前の限度額が400万円を、補正後におきまして記

載の対象額の変更等により限度額を340万円に減額するものでございます。 

  なお、記載の方法、利率、それから償還の方法につきましては、補正前と変更ありません

ので、また対象事業につきましては、当郷・入奈地区の農業用水路２路線に係るものでござ

います。 

  続いて、８ページをお願いいたします。 

  ２ 歳入につきましては一括して御説明申し上げます。 

  款１村税、項４目１たばこ税400万円を追加して、2,367万9,000円とするもので、節１の

現年課税分が見込みより増となっております。 

  款２地方譲与税、項１目１地方揮発油譲与税１万円を減額し、899万円とするもので、見
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込みより減となりました。 

  款２項２目１自動車重量譲与税39万2,000円を減額して、2,060万8,000円とするもので、

見込みより減となっております。 

  款３項１目１利子割交付金12万円を減額して、68万円とするもので、見込みより減とな

っております。 

  ９ページをお願いいたします。 

  款７項１目１自動車取得税交付金151万3,000円を減額し、548万7,000円とするもので、

見込みより減でございます。 

  款９項１目１地方交付税１億7,858万3,000円を追加して、14億682万6,000円とするもの

で、見込みより増でございます。 

  款12使用料及び手数料、項１使用料、目１総務使用料に180万7,000円を追加して、3,980

万3,000円とするものです。節１の総務手数料は13万9,000円の減、村営バスの運行収入が

見込みより減となったものです。節２現年度分高速情報通信サービス使用料200万円の増は、

通信サービス利用料が180万円、放送サービス利用料が20万円、いずれも見込みより増とな

りました。 

  10ページをお願いいたします。 

  款13国庫支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫負担金に21万5,000円を追加して、

9,694万5,000円とするもので、節１社会福祉費負担金１万5,000円の減は、介護保険低所得

者保険料軽減負担金が見込みより減でございます。節２の児童福祉費負担金250万7,000円

の減は、児童手当負担金が見込みより減となっております。節３保険基盤安定負担金273万

7,000円は、見込みより増となりました。 

  目２衛生費国庫負担金は23万円を減額し、27万円とするもので、節１の保健衛生費負担

金の未熟児療育医療事業負担金が見込みより減となっております。 

  款13項２国庫補助金、目１の総務費国庫補助金は、26万8,000円を追加して、8,206万

1,000円とするもので、節１の総務管理費補助金は、総務省分の社会保障・税番号制度シス

テム整備費補助金が額の確定によりまして増となっております。 

  目２民生費国庫補助金は、376万5,000円を減額し、1,430万7,000円とするもので、節１

の社会福祉費補助金のうち介護保険事業補助金が１万4,000円の減、臨時福祉給付金支給事

業補助金が75万円の減、臨時福祉給付金支給事業事務費補助金が89万3,000円の減、厚生省

分の社会保障・税番号制度システム整備費補助金が210万8,000円の減で、いずれも補助額
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の確定に伴うものでございます。 

  目３衛生費国庫補助金は、20万6,000円を減額し、９万4,000円とするもので、節１の保

健衛生費補助金の疾病予防対策事業費補助金が見込みより減でございます。 

  目５教育費国庫補助金は、７万7,000円を減額して、11万2,000円とするもので、節１の

教育費補助金の特別支援教育就学奨励費補助金が9,000円の増、私立幼稚園就園奨励費補助

金が８万6,000円の減となっております。 

  11ページをお願いいたします。 

  款13国庫支出金、項３委託金、目３教育費委託金は、40万5,000円を減額し、359万5,000

円とするもので、節１の教育費委託金のインクルーシブ教育システム構築モデル事業が見込

みより減となりました。 

  款14県支出金、項１県負担金、目１民生費県負担金、330万1,000円を追加して、6,484万

円とするもので、節２の授産所費負担金の施設事務費負担金が128万7,000円の増、節３の

児童福祉費負担金の児童手当負担金が17万3,000円の減と、続いて、節４の保険基盤安定負

担金218万7,000円の増は、保険基盤安定負担金国保分が213万7,000円の増、保険基盤安定

負担金の後期高齢分が５万円の増となっております。 

  目２衛生費県負担金は25万円を減額し、37万3,000円とするもので、節１の保健衛生費負

担金25万円の減は、保健事業費負担金が２万1,000円の減、未熟児療育医療事業負担金が22

万9,000円の減となりました。 

  款14項２県補助金、目１総務費県補助金は２万7,000円を減額し、27万3,000円とするも

ので、節１の総務管理費補助金の有料道路通行料軽減事業補助金が見込みより減でございま

す。 

  目２民生費県補助金は、４万5,000円を減額して、1,338万6,000円とするもので、節１の

社会福祉費補助金の社会福祉法人による生活困窮者利用者減免事業補助金が４万7,000円の

減でございます。 

  12ページをお願いいたします。 

  節２の児童福祉費補助金の2,000円の増は、母子父子家庭医療費給付事業が３万8,000円

の増、第３子以降の保育料減免事業補助金が３万6,000円の減となりました。 

  目３衛生費県補助金は、４万8,000円を減額して、17万円とするもので、節１の保健衛生

費補助金の合併処理浄化槽設置補助金が２万8,000円の減、自殺対策緊急強化事業補助金が

２万円の減となっております。 
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  目４農林水産業費県補助金は、275万9,000円を減額し、6,403万円とするもので、節１の

農業費補助金の野生鳥獣被害総合対策事業補助金が244万円の減、多面的機能支払事業交付

金が31万9,000円の減となっております。 

  款14項３委託金、目１総務費委託金は、15万1,000円を減額して、1,010万6,000円とする

もので、節４の統計調査費委託金が見込みより減となりました。 

  目２の民生費委託金は、１万8,000円を追加して、１万9,000円とするもので、節２の児

童福祉費委託金の多子世帯応援クーポン券・プレミアムパスポート事業に係る申請書類発送

費が１万2,000円、子育て支援パスポート全国共通展開事業業務委託金が6,000円の増とな

りました。 

  款17繰入金、項１目１基金繰入金は、250万1,000円を減額して、1,102万4,000円とする

もので、節１基金繰入金の乳用育成牛の導入事業基金が120万円の減、繁殖和牛育成事業基

金が130万円の減、こまゆみ団地公民館基金が1,000円の減となっております。 

  続いて、13ページをお願いいたします。 

  款19諸収入、項４受託事業収入、目１民生費受託事業収入は、181万9,000円を追加し、

781万9,000円とするもので、節１の授産所受託事業収入の加工収入が146万7,000円の増、

維持費分が35万2,000円の増となりました。 

  款19項５目１雑入は、518万3,000円を追加し、3,773万4,000円とするもので、節３雑入

の介護予防サービス計画給付費が34万1,000円の増、雑入が215万1,000円の増、危険家屋解

体費立替受入金が269万1,000円の増となっております。 

  款20項１村債、節１の地域活性化事業債は、60万円を減額して340万円とするもので、節

１の循環型社会形成事業債が起債対象事業費の変更により減額となりました。 

  続いて、14ページをお願いいたします。 

  歳出になりますので、担当ごとに御説明申し上げます。 

  初めに、総務企画課関係を申し上げます。 

  款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費38万2,000円を追加し、１億5,648万3,000

円とするもので、節14の使用料及び賃借料で見込みより増でございます。 

  目２文書広報費123万8,000円を減額し、1,529万5,000円とするもので、節11需用費が消

耗品等により25万5,000円の増、節12の役務費が郵送料等によりまして45万1,000円の増、

節13委託料のうち、主には行政手続整備支援業務を平成28年度に移行したことに伴いまし

て、194万4,000円を減額するものでございます。 
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  目５財産管理費２億９万1,000円を追加し、２億9,571万5,000円とするもので、節11の需

用費の光熱水費が45万円見込みより増、修繕料が役場庁舎の空調機等の修理に伴いまして

86万1,000円の増となりました。節13委託料122万円の減、社会保障・税番号制度システム

整備費補助金の額の確定による減額となっております。節25積立金２億円を平成27年度末

で公共施設整備基金に積み立てるものでございます。現在の積立金の３億4,900万円に追加

するもので、今後において道の駅全体の整備事業等施設整備に充当をしていく予定でござい

ます。 

  目６企画費150万円を減額し、5,798万8,000円とするもので、節８の報償費100万円の減

は、地域おこし協力隊の報酬、イベント等の実績により減額としました。節12役務費10万

円の減は、事業の実績による減額でございます。節14の使用料及び賃借料30万円の減は、

地域おこし協力隊に係る経費等で、見込みより減となります。 

  15ページをお願いいたします。 

  節22補償補填及び賠償金は、見込みより10万円の減額となっております。 

  目７諸費２万7,000円を減額し、2,783万5,000円とするもので、節19の負担金補助及び交

付金の有料道路通行料負担軽減事業が実績により減額とするものです。 

  目８情報通信サービス事業費700万円を追加して3,649万5,000円とするもので、節11の需

用費の30万円の減は、情報通信センター施設等の修繕料が実績により減。節18備品購入費

の20万円の減も実績により減といたしました。節25積立金750万円の増は、情報通信センタ

ー事業の決算見込みに伴いまして、情報通信施設等整備基金に積み立てるものでございます。 

  目10地方創生プロジェクト事業費10万円を追加し、7,086万7,000円とするもので、節19

負担金及び交付金の補助金は、地方創生事業の中で受注拡大事業補助金が実績により増額と

なりました。 

  16ページをお願いいたします。 

  款２総務費、項２目２村営バス運行管理費19万3,000円を減額し、2,398万8,000円とする

もので、節11需用費の燃料費が実績により減額でございます。 

  次に、下段になりますが、款２総務費、項６統計調査費、目１の統計調査総務費は、財源

の振替に伴う補正の内容となっております。 

  最後に、27ページのほうをお願いいたします。 

  給与費明細書になりますが、27ページから30ページまで記載をしてございます。内容に

ついては人件費に係るものですので省略をさせていただきます。 
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  以上、平成27年度の青木村一般会計補正予算（第９号）について、歳入全般と歳出の総務

企画課関係について御説明申し上げました。御審議いただき、御承認いただきますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（小林和雄君） 次に、小宮山税務会計課長、説明を求めます。 

○会計管理者兼税務会計課長（小宮山俊樹君） 税務会計課関係の歳出について御説明申し上

げます。 

  16ページをお願いいたします。 

  款２総務費、項３徴税費、目１税務総務費38万9,000円を追加し、2,135万9,000円とする

もので、節23償還金利子及び割引料でございます。住民税還付金等が見込みより増となった

ものでございます。配当割に係る個人住民税の還付金30万8,071円が主なものでございます。 

  目２賦課徴収費508万4,000円を減額し、1,897万9,000円とするもので、節19負担金補助

及び交付金でございます。航空写真共同撮影事業負担金が見込みより減となったものでござ

います。減額の要因につきましては、入札差金によるものでございます。 

  以上、税務会計課関係について御説明申し上げました。よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長（小林和雄君） 次に、花見住民福祉課長、説明を求めます。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） それでは、住民福祉課関係について御説明申

し上げます。 

  17ページをお願いします。 

  款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費832万4,000円を追加し、6,911万円と

するものでございます。節８報償費、出産祝金ですが、第４子以上の方がふえ35万円の増と

なりました。節14使用料及び賃借料、有料道路使用料につきましては、見込みより増となり

ました。節28操出金、国保特別会計操出金では、保険基盤財政安定分等として796万7,000

円の増とするものでございます。 

  目３老人福祉費662万3,000円を減額し、２億2,052万2,000円とするものでございます。

節19負担金補助及び交付金は、社会福祉法人による生活困難者利用施設減免負担金として６

万4,000円の減額とし、高齢者医療広域連合負担金678万3,000円の減額は、療養給付費の減

額に伴うものでございます。節20扶助費、生活管理指導短期宿泊事業22万6,000円の増とな

ります。これは、介護保険制度の対象とはなりませんが援助が必要な高齢者が、一時的に宿

泊する事業となります。節28操出金、介護保険特別会計６万9,000円の減額では、包括支援
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事業に伴うもので、後期高齢者医療特別会計６万7,000円、基盤安定分が見込みより増でご

ざいます。 

  次のページをお願いします。 

  目４地域包括支援センター費63万2,000円を減額し、1,344万3,000円とするものでござい

ます。節２給料、節３職員手当につきましては、見込みより増となるものでございます。節

７賃金につきましては、育休代替臨時職員分として103万円の減額でございます。節13委託

料、介護予防サービス計画委託料34万1,000円につきましては、要支援サービスプランの増

によるものです。鑑定委託料につきましては、高齢者のための緊急通報システムの委託業者

が業務の辞退などの支障が生じ、弁護士に相談をした件によるものです。 

  目７子育て世帯臨時特例給付事業費31万2,000円を減額し、331万8,000円とするものでご

ざいます。節11需用費、節13委託料につきましては見込みより減とし、節19負担金補助及

び交付金では15万円の減となります。今回の給付者は286世帯502人となります。 

  次のページをお願いします。 

  目８臨時福祉給付金支給事業133万1,000円を減額し、1,016万3,000円とするものでござ

います。節７賃金、節11需用費は見込みより減額とし、節12役務費１万4,000円は給付金申

請書類等の郵送料増によるものです。節13委託料、電算システム改修費24万2,000円につき

ましては、見込みより減となるものでございます。節19負担金補助及び交付金では、60万

円を減額し、給付金は661世帯900人となります。 

  款３民生費、項２授産所費、目１一般管理費64万9,000円を減額し、1,665万円とするも

のでございます。節７賃金、節11需用費につきましては、見込みより減でございます。 

  目３事業費177万5,000円を追加し、845万2,000円とするものでございます。節７の賃金

になりますが、作業工賃・ミシン針加工ほかで146万8,000円、オルガン針作業工賃の増に

伴うものでございます。節８報償費89万6,000円、これも作業収入の増に伴うものでござい

ます。 

  次のページをお願いします。 

  節11需用費、燃料費、光熱水費等につきましては、見込みより減とするものです。 

  項３児童福祉費、目１児童福祉総務費２万2,000円を追加し、45万2,000円とするもので

ございます。節12役務費についてですが、郵送料の増となるもので、多子世帯の生活を支援

するため、18歳以下の子供が３人以上いる世帯にクーポン券、プレミアムパスポートを発行

したことによるものです。 
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  目２児童措置費268万円を減額し、7,653万8,000円とするものでございます。節20扶助費、

児童手当につきましては、見込みより減とするものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  目３母子父子福祉費、７万6,000円を追加し、112万8,000円とするものでございます。医

療給付費が見込みより増となるものでございます。 

  款４衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生総務費15万7,000円を減額し、4,452万4,000

円とするものでございます。節２給料、節３職員手当等、次のページの節４共済費につきま

しては、産休職員１名分として計上させていただきました。節19負担金補助及び交付金は、

未熟児療育医療給付費負担金87万4,000円の減は、見込みより減額とするものでございます。

005不妊治療費給付金27万6,000円の減につきましても、実績に伴うものでございます。節

23償還金利子及び割引料12万2,000円につきましては、平成26年度国庫負担金精算に伴うも

ので、未熟児療育医療費、感染症予防事業費等の返還分となっております。 

  目２予防費41万2,000円を減額し、1,361万2,000円とするものでございます。節11需用費

では、医薬材料費が見込みより20万6,000円の減とし、節13委託料、予防接種委託料が見込

みより20万6,000円の減額となるものです。 

  目３環境衛生費17万2,000円を減額し、1,068万4,000円とするものでございます。節19負

担金補助及び交付金、小型合併処理浄化槽設置補助金、見込みより17万2,000円の減額でご

ざいます。 

  以上、住民福祉課関係の補正予算を説明いたしました。御審議いただき、御決定いただき

ますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） 次に、多田保育園長、説明を求めます。 

○保育園長（多田治由君） それでは、保育園関係の歳出について御説明を申し上げます。 

  21ページをお願いいたします。 

  款３民生費、項３児童福祉費、目４保育所費で、目の予算額について増減はございません

が、節４共済費の共済組合負担金を52万1,000円の減額、節７賃金の臨時保育士の賃金です

が、52万1,000円の増額とするもので、見込みより増、また減となったものです。 

  また、財源の内訳につきまして、県補助金の確定によりまして、国・県支出金を３万

6,000円の減とし、一般財源に振りかえるものです。 

  以上、よろしく御審議を賜り、御決定いただきますようお願いを申し上げます。 

○議長（小林和雄君） 次に、片田建設産業課長、説明を求めます。 
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○建設産業課長（片田幸男君） それでは、建設産業課関係の補正予算の概要を申し上げます。 

  23ページをごらんいただきたいと存じます。 

  款５農林水産業費、項１農業費、目３農業振興費でございますが、42万5,000円を減額し、

5,191万4,000円とするもので、節19負担金補助及び交付金ですが、多面的機能支払交付金

事業につきまして、当初では長寿命化の取り組みに取り組む予定であった１組織が、実際に

は取り組まなかったことによりまして、歳入歳出ともそれぞれ減額となるものでございます。 

  目４畜産業費ですが、212万7,000円を減額し、222万1,000円とするもので、節18備品購

入費ですが、繁殖和牛、乳用育成牛それぞれ２頭ずつの購入見込みということで予算どりを

してございましたが、実際には購入された農家がございませんでしたので、250万円の減額

をお願いするものでございます。節25積立金ですが、農家へ貸し付けしておりました購入費

の返還金が見込みより増となりまして、その分を基金へ積み増しさせていただくための37万

3,000円の増額をお願いしてございます。 

  続きまして、目５農地費でございますが、財源振替でございます。当初事業費ベースで借

り入れを計上してございましたが、実際には地元の負担金ですとか、あるいは充当率が90％、

これで計算しますと借り入れできる金額が60万円減となったものでございます。 

  24ページへまいりまして、項２林業費、目２林業振興費ですが、945万7,000円を減額し、

6,928万4,000円とするもので、節11需用費、修繕料ですが、林道湯の入線の修繕工事で別

途排水対策が必要となり、見込みより増となったものでございます。節16の原材料費ですが、

32万4,000円の減ということで、見込みより減でございます。節19負担金補助及び交付金で

すが、945万7,000円の減額をお願いするもので、森林造成事業、樹種転換事業、こちらい

ずれも森林組合が事業主体となって行う事業に対して補助しているものでございますけれど

も、事業の実施には森林所有者の同意が必須でございまして、不在地主の特定あるいは同意

を得るまでに不測の日数を要し、当初予定していた数量を実施できなかったということによ

りまして全体事業費が減となり、補助の金額も減となったものでございます。 

  続きまして、款６商工費、項１商工費、目３観光費ですが、110万円を減額し、2,424万

1,000円とするもので、節11の印刷製本費、各種観光パンフレットの増刷費用を計上してご

ざいましたが、沓掛温泉の１旅館の経営者がかわることがわかっておりましたので、増刷を

見送ったことによります70万円の減でございます。修繕料につきましては40万円の減とい

うことで、見込みより減でございます。 

  25ページへまいりまして、款７土木費、項２道路橋梁費、目１道路維持費ですけれども、
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96万9,000円を増額し、5,176万4,000円とするもので、節13委託料、こちらは除雪作業委託

料でございますが、当初では最低限の予算の計上をしてございましたけれども、３月末の実

績により精算を行った上で増額をお願いするものでございます。 

  以上、建設産業課関係の補正予算の概要を申し上げました。よろしく御審議を賜り、お認

めいただきますようお願い申し上げます。 

○議長（小林和雄君） 次に、沓掛教育長、説明を求めます。 

○教育長（沓掛英明君） それでは、教育委員会関係についてお願いします。 

  25ページをお開きください。 

  款９教育費、項１教育総務費、目２事務局費でございますが、40万5,000円を減額して、

3,727万5,000円といたしました。これは、インクルーシブ教育システム構築モデル事業に

おけるスーパーバイザーとしてお願いした指導者の賃金が見込みより減になったものでござ

います。100分の100の補助事業でありますので、国からの歳入も減額になっております。 

  次に、目３教育指導費ですが、10万4,000円を減額して、1,369万8,000円といたしました。

これは私立幼稚園就園奨励費が見込みより減になったためでございます。 

  続いて、款９教育費、項２小学校費、目１学校管理費ですが、187万5,000円を減額して、

3,800万4,000円といたしました。節１嘱託職員報酬の減は、特別支援教育支援員の減で、

体調不良による欠勤のためであります。かわりに別の支援員をお願いしましたので、学校運

営には支障ありませんでした。節15工事請負費の減は、小学校給食室のガス回転釜２基の改

修工事が見込みより減になったためでございます。 

  項５保健体育費、目２体育施設費でございますが、53万円を減額して、1,585万5,000円

といたしました。節７プールの管理人の賃金の減で、これは、昨年は雨が多くプールができ

ない日が多かったことが主な要因であります。 

  教育費は以上でございます。よろしく御審議の上、御決定いただきますようお願い申し上

げます。 

○議長（小林和雄君） 続いて、10項め、平成27年度青木村国民健康保険特別会計補正予算

について、花見住民福祉課長、説明を求めます。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） それでは、お願いいたします。 

  平成27年度青木村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

  平成27年度青木村国民健康保険特別会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 
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  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,458万6,000円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ６億5,913万8,000円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成28年３月31日、地方自治法第179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  ５ページをお願いします。 

  款３国庫支出金、項１国庫負担金、目１療養給付費負担金117万9,000円を減額し、8,582

万3,000円とするものです。節１現年度分として、国の概算払いによる療養給付費負担金、

介護納付金、後期高齢者支援金分の増減でございます。 

  目３特定健康診査等負担金17万円を追加し、67万円とするもので、特定健康診査の増に

よるものです。 

  項２国庫補助金、目１財政調整交付金1,104万8,000円を追加し、3,104万8,000円とする

もので、見込みより増となりました。 

  款４県支出金、項２県補助金、目１財政調整交付金436万6,000円を減額し、1,763万

4,000円とするもので、見込みより減額となりました。 

  次のページをお願いします。 

  款５療養給付費交付金、項１療養給付費交付金、目１療養給付費交付金2,042万6,000円

を減額し、1,357万5,000円とするもので、退職被保険者等の給付費の減によるものです。 

  款６前期高齢者交付金、項１前期高齢者交付金、目１前期高齢者交付金710万9,000円を

追加し、２億1,211万円とするものでございます。交付金が見込みより増とするものでござ

います。 

  款７共同事業交付金につきましては、550万円を減額し、１億1,870万円とするものでご

ざいます。高額療養費948万9,000円、見込みより減とするものです。保険財政共同安定化

事業交付金につきましては、見込みより増となります。 

  款８繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入金796万7,000円を追加し、3,017万

7,000円とするものでございます。見込みより増となっております。保険基盤安定分では

649万9,000円の増、財政安定化分では162万4,000円の増となります。 

  次のページをお願いします。 

  節３出産育児一時金繰入金、節４世帯主入院療養費繰入金につきましては、見込みより減

となっております。 
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  款９繰越金2,976万3,000円を追加し、4,252万5,000円となるものでございます。前年度

繰越金の増でございます。 

  次のページをお願いします。 

  ３ 歳出 

  款２保険給付費、項１療養諸費、目１一般被保険者療養給付費1,298万1,000円を追加し、

３億3,798万1,000円とするものでございます。療養給付費が見込みより増となるものでご

ざいます。 

  目２退職被保険者等療養給付費1,018万6,000円を減額し、1,981万4,000円とするもので、

退職療養給付費が見込みより減となるものでございます。 

  目３一般被保険者療養費、次のページの目４退職被保険者等療養費につきましては、財源

振替によるものです。 

  目５審査支払手数料29万円追加し、179万円とするもので、診療報酬審査委託費の増によ

るものです。 

  項２高額療養費、目１一般被保険者高額療養費972万9,000円を追加し、5,172万9,000円

とするもので、高額療養費の増によるものです。 

  目２退職被保険者等高額医療費につきましては、財源振替によるものです。 

  次のページをお願いします。 

  項３出産育児諸費、目１出産育児一時金、41万円追加し、125万円とするもので、見込み

より増となります。 

  款５世帯主入院療養費につきましては、財源振替とするものです。 

  次のページをお願いします。 

  款３後期高齢者支援金等、項１後期高齢者支援金等449万6,000円を追加し、6,379万

6,000円とするもので、後期高齢者支援金が見込みより増となるものでございます。 

  款６介護納付金、項１介護納付金につきましては、財源振替によるものでございます。 

  款７共同事業拠出金、項１共同事業拠出金、目１高額医療費共同拠出金、また次のページ

の目３保険財政共同安定化事業拠出金につきましては、財源振替によるものです。 

  款８保健事業費、項２特定健康診査等事業費、目１特定健康診査等事業費43万6,000円を

追加し、470万8,000円となるものでございます。健診委託料の増によるものです。 

  款９諸支出金、項１償還金及び還付金加算金、目３償還金643万を追加し、643万1,000円

とするもので、節23償還金利子及び割引料、償還金643万円は、療養給付国庫負担金の平成
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26年度精算分に伴うものです。 

  以上、御審議いただき、御決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） 続いて、11項め、平成27年度青木村簡易水道特別会計補正予算（第

４号）について、花見住民福祉課長、説明を求めます。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） それでは、よろしくお願いします。 

  平成27年度青木村簡易水道特別会計補正予算（第４号） 

  平成27年度青木村簡易水道特別会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２万6,000円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１億3,027万8,000円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費の補正） 

  第２条 繰越明許費の補正には、「第２表 繰越明許費補正」による。 

  平成28年３月31日、地方自治法第179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  ３ページをお願いします。 

  第２表 繰越明許費補正、款１運営管理費、項２施設管理費、事業名村単事業工事請負費、

金額831万6,000円。この件でございますが、村単事業工事請負費についてでございます。

これにつきましては、殿戸配水池電磁弁設置工事によるものです。これからの梅雨入り前に、

施設管理も踏まえ、色度、濁度の異常時には自動的に流入を配水池に入れず、排出する仕組

みとするものでございまして、安定した水道水の供給を図るものでございます。 

  なお、この入札に関しましては４社で行っております。 

  ６ページをお願いします。 

  ２ 歳入 

  款２使用料及び手数料、項１使用料、目１使用料２万6,000円を減額し、8,844万円とす

るものでございます。節１現年度分水道料、見込みより減とするものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  ３ 歳出 

  款１運営管理費、項１総務費、目１一般管理費２万6,000円を減額し、1,117万4,000円と

するものでございます。節９旅費につきまして、見込みより減とするものでございます。 
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  以上、御審議いただき、お認めいただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） 続いて、12項め、平成27年度青木村介護保険特別会計補正予算（第

２号）について、花見住民福祉課長、説明を求めます。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） それでは、お願いいたします。 

  平成27年度青木村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

  平成27年度青木村介護保険特別会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出の予算の総額に歳入歳出それぞれ285万4,000円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ５億8,421万4,000円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成28年３月31日、地方自治法第179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  ５ページをお願いします。 

  款１保険料、項１介護保険料、目１第１号被保険者保険料313万1,000円を減額し、１億

995万5,000円とするものでございます。節１現年度分特別徴収保険料、節２現年度分普通

徴収保険料を見込みより減とするものでございます。 

  款３国庫支出金、項１国庫負担金、目１介護給付費負担金351万8,000円を追加し、9,723

万3,000円とするものでございます。節１現年度分、介護給付費負担金が見込みより増とす

るものでございます。 

  項２国庫補助金、目１調整交付金223万5,000円を減額し、3,590万5,000円とするもので

ございます。現年度分が見込みより減額となるものです。 

  目３地域支援包括的支援事業交付金13万2,000円を減額し、161万1,000円とするもので、

見込みより減額となるものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  款４支払基金交付金、項１支払基金交付金、目１介護給付費交付金252万8,000円を減額

し、１億5,003万1,000円とするものでございます。節１現年度分308万円見込みより減とな

り、節２過年度分55万2,000円は精算に伴うものでございます。 

  款５県支出金、項１県負担金、目１介護給付費負担金323万2,000円を減額し、8,013万

1,000円とするもので、見込みより減額となります。 

  項３県補助金６万6,000円を減額し、80万6,000円とするものでございます。介護任意事
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業等の減によるものです。 

  次のページをお願いします。 

  款６繰入金、項１一般会計繰入金、目３地域支援包括的支援事業交付金６万6,000円を減

額し、80万6,000円とするもので、見込みより減とするものです。 

  目５低所得者保険料軽減繰入金3,000円を減額し、66万4,000円とするもので、見込みよ

り減とするものでございます。 

  項２基金繰入金、目１介護支払準備基金繰入金40万円につきましては、基金を活用せず事

業運営ができましたので減額といたしました。 

  款７繰越金、項１繰越金、目１繰越金1,112万9,000円を追加し、1,113万円とするもので

ございます。前年度繰り越しの増でございます。 

  次のページをお願いします。 

  ３ 歳出 

  款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費12万5,000円を追加し、311万3,000円とす

るもので、節13委託料、介護保険電算処理委託料、見込みより増とするものでございます。 

  款２保険給付費、項１介護サービス等諸費、目１居宅介護サービス給付費316万4,000円

を減額し、１億6,693万3,000円とするもので、要介護の１から５の在宅サービス費で見込

みより減となりました。 

  目３地域密着型介護サービス給付費62万7,000円を追加し、2,699万3,000円とするもので、

グループホームにかかわる給付費が増となるものです。 

  目５施設介護サービス給付費15万円を減額し、２億6,699万7,000円とするものでござい

ます。特養、老健等施設サービスが見込みより減となっております。 

  次のページを願いします。 

  目７居宅介護福祉用具購入費18万4,000円を減額、目８居宅介護住宅改修費94万5,000円

の減額は、要介護１から５の方の利用実績に伴うものです。 

  目９居宅介護サービス計画給付費158万9,000円を追加し、2,577万1,000円とするもので、

要介護者のサービスプラン代が見込みより増となるものです。 

  次のページをお願いします。 

  項２介護予防サービス等諸費、目１介護予防サービス給付費32万5,000円を減額し、

1,527万5,000円とするもので、要支援１ないし２の在宅サービスが見込みより減となるも

のです。 
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  目５介護予防福祉用具購入費、目６介護予防住宅改修費につきましては、要支援の方の福

祉用具、住宅改修費の助成が見込みより減となるものです。 

  目７介護予防サービス計画給付費34万1,000円を追加し、245万2,000円とするもので、要

支援の方の介護サービスプランが見込みより増となるものでございます。 

  項３その他諸費、目３審査支払手数料１万8,000円を追加し、43万円とするもので、見込

みより増とするものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  項４高額介護サービス等費、目１高額介護サービス費10万1,000円を追加し、1,082万

9,000円とするものです。節19の負担金、見込みより増でございます。これにつきましては、

要介護１から５の方が対象になっております。 

  項５特定入所者介護サービス等費、目１特定入所者介護サービス費69万6,000円を減額し、

2,410万8,000円とするもので、特養等の入居者の食事等の軽減分が減となったものです。 

  項６高額医療合算介護サービス等費、目１高額医療合算介護サービス費につきましては、

財源振替によるものです。 

  次のページをお願いします。 

  款５地域支援事業、項１介護予防事業費につきましては、目２一次予防事業費7,000円を

追加し、1,103万6,000円とするもので、生活機能評価委託業務が見込みより増となるもの

です。 

  項２包括的支援事業任意事業費、目３任意事業費につきましては、補助金等の減額による

財源振替でございます。 

  次のページをお願いします。 

  款６諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目１第１号被保険者保険料還付金、４名分の

還付となっております。 

  目２償還金588万8,000円を追加し、588万9,000円とするもので、節23償還金利子及び割

引料、介護給付費と国庫補助金平成26年度の精算分でございます。 

  以上、御審議いただき、御決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） 次、13項め、平成27年度青木村後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）について、花見住民福祉課長、説明を求めます。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） それでは、よろしくお願いします。 

  平成27年度青木村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
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  平成27年度青木村後期高齢者医療特別会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ240万6,000円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ4,983万5,000円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成28年３月31日、地方自治法第179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  ５ページをお願いします。 

  ２ 歳入 

  款１後期高齢者医療保険料、項１後期高齢者医療保険料、目１特別徴収保険料247万

3,000円を減額し、2,485万3,000円とするものでございます。節１現年度分、見込みより減

とするものでございます。 

  款３繰入金、項１一般会計繰入金、目１保険基盤安定繰入金６万7,000円を追加し、

1,634万9,000円とするものでございます。保険基盤安定繰入金として見込みより増とする

ものでございます。 

  次のページ、３ 歳出、お願いします。 

  款１後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高齢者医療広域連合納付金、目１後期高齢

者医療広域連合納付金240万6,000円を減額し、4,983万円とするものでございます。節19負

担金補助及び交付金につきまして、見込みより減とするものでございます。 

  以上御審議いただき、御決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） 以上で、報告第１号 専決処分の承認を求めることについてを終了い

たします。 

  ここで、10時45分まで休憩といたします。 

  10時45分から再開いたします。 

 

休憩 午前１０時３０分 

 

再開 午前１０時４５分 

 

○議長（小林和雄君） 休憩前に引き続いて会議を始めます。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎報告第２号の上程、説明 

○議長（小林和雄君） 続いて、日程第４、報告第２号 平成27年度青木村土地開発公社事業

報告についてを議題といたします。 

  片田建設産業課長、説明を求めます。 

○建設産業課長（片田幸男君） それでは、平成27年度の土地開発公社の事業報告について申

し上げます。 

  報告第２号 平成27年度青木村土地開発公社事業報告について 

  地方自治法243条の３第２項により、平成27年度青木村土地開発公社事業報告について次

のとおり報告する。 

  平成28年６月14日提出、青木村長、北村政夫。 

  おめくりいただきまして、平成27年度の青木村土地開発公社の決算書をもって報告にかえ

させていただきます。 

  それでは、１ページをお願いいたします。 

  事業報告書でございます。 

  （１）土地造成事業につきましては、望岳駐在所土地の用地取得ということで1,801平米、

1,206万9,888円ということで、平成27年４月１日に契約をしてございます。 

  （２）理事会等に関する事項でございますが、記載のとおり、３回の理事会を開催してお

ります。 

  （３）法人登記事項につきましては、理事の変更がございましたので、それぞれ変更の登

記をいたしました。 

  ２ページをお願いいたします。 

  収入支出決算報告書でございます。 

  （１）収益的収入及び支出でございますが、科目、決算額のみ申し上げます。 

  収入でございますが、前年度繰越金ということで8,289万8,110円、事業収益はございま

せんでした。事業外収益ということで1,338万7,347円、内訳ですが、貸地料ということで

1,153万52円、回収未収金ということで182万20円、受取利息ということで３万5,775円、雑

収益ということで1,500円、収入合計が9,628万5,457円でございました。 
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  支出でございますが、事業原価ということで、土地造成事業原価でございます1,206万

9,888円、望岳土地の購入にかかわるものでございます。販売費及び一般管理費でございま

すが、21万392円でございました。事業外費用ですが、1,102万4,895円ということで、内訳

は、借地料ということで1,073万3,295円、雑支出が29万1,600円、支払合計が2,330万5,175

円でございました。 

  収入、支出差し引きでございますが、7,298万282円ということで、次年度への繰越額と

なります。 

  資本的収入及び支出はございませんでした。 

  ３ページへまいりまして、キャッシュフロー計算書ということでございまして、平成27年

４月１日から28年３月31日までの現金及び預金の流れを示してございます。 

  １の事業活動によるキャッシュフローでございますが、土地造成事業収入はゼロ、（２）

その他の事業収入ということで、貸地料等でございますが1,335万1,572円、（３）人件費

支出ということで、幹事の報酬でございますが三角の6,500円、（４）その他の業務支出と

いうことでございますが、借地料と土地の取得に係るものが主でございまして三角の2,329

万8,675円、利息の受取額ということで３万5,775円、合計、三角の991万7,828円でござい

ます。 

  ２、財務活動によるキャッシュフローはございません。 

  ３の現金及び現金同等物増加額または減少額ということで991万7,828円の減少でござい

ます。現金及び現金同等物期首残高ということで8,289万8,110円、同じく期末の残高でご

ざいますが7,298万282円となります。 

  この期末の残高につきましては、５ページの貸借対照表の最上段の現金及び預金の額、ま

た６ページの財産目録の上段、現金及び預金の額、こちらの数字と一致しているということ

で御確認をいただければと存じます。 

  続きまして、４ページをお願いいたします。 

  損益計算書でございます。 

  事業収益でございますけれども、公有地の取得事業収益ということで301万7,472円とい

ことで、望岳の土地のうち駐在所の予定地にかかわる部分がこの部分でございます。（２）

の土地造成事業収益でございますが905万2,416円、こちらは望岳の土地のうちスタンド部

分に係る部分でございます。 

  ２の事業原価も同額でございますので、事業収益、事業総利益はゼロ円ということになり
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ます。 

  ３の販売費及び一般管理費ですけれども、事業損失として21万392円、この内容につきま

しては、９ページの付表をごらんいただきたいと存じますが、人件費の報酬ということで

6,500円、監査幹事の報酬でございます。 

  ２の経費でございますが20万3,892円ということで、２の需用費の10万2,816円、書籍の

追録代等でございます。４の負担金4,000円が県用地対策連絡協議会の会費、５の登記料は

２万6,076円、租税公課ということで７万1,000円が法人の県村民税、以上、合計が21万392

円ということでございます。 

  ４ページへお戻りいただきまして、４の事業外収益でございますが、貸地料ということで

1,153万52円、受取利息が３万5,775円、雑収益ということで1,500円、こちらはＮＴＴの電

柱敷地料でございます。計1,156万7,327円でございます。 

  ５、事業外費用でございますが、（１）の借地料1,073万3,295円、（２）の雑支出29万

1,600円、こちら平成元年度に公社が販売した土地でございますけれども、水道の取り出し

工事に係る費用をいただいていたにもかかわらず、何らかの理由により工事が施工されてお

りませんでしたので、ここで実施をしたものでございます。計1,102万4,895円、経常利益

は33万2,040円でございました。 

  ６の特別利益でございますが、75万1,840円、こちら白山霊園の土地の簿価の修正による

ものでございます。 

  ７の特別損失はございません。当期純利益、当期利益は同額で、108万3,880円でござい

ます。 

  続きまして、５ページをお願いいたします。 

  貸借対照表でございます。 

  資産の部でございますが、流動資産ということで、現金及び預金が7,298万282円、事業

未収金ゼロ、（３）の未収収益でございますが189万3,957円ということで、宅地及び工場

の賃借料の未収分でございます。（４）の完成土地でございますが1,375万9,888円という

ことで、白山霊園の６区画と新たに取得しました望岳の土地でございます。流動資産の合計

が8,863万4,127円となります。 

  ２の固定資産ですが、有形固定資産についてはゼロ、（２）の投資その他の資金というこ

とで資本金300万円でございます。 

  資産の合計が9,163万4,127円でございます。 
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  続きまして、負債の部でございますが、１の流動負債はございません。 

  続きまして、資本の部ということで、資本金、（１）基本財産ですが300万円、２の準備

金、前期繰越準備金が8,755万247円、当期の純利益が108万3,880円で、準備金の合計が

8,863万4,127円、資本合計が9,163万4,127円、負債資本合計も同額となってございます。 

  ６ページからは、財産目録、それから付属明細書等をおつけしてございます。 

  また、10ページ目には、この決算について監査をいただいた監査報告書をおつけしてござ

います。あわせてごらんいただければというふうに存じます。 

  以上、平成27年度の青木村土地開発公社の事業報告を申し上げました。 

  よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎報告第３号の上程、説明 

○議長（小林和雄君） 続いて、日程第５、報告第３号 平成27年度繰越明許費繰越計算書の

報告について（青木村一般会計）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

  井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） それでは、報告第３号について御説

明申し上げます。 

  平成27年度繰越明許費繰越計算書の報告について、青木村一般会計分になります。地方自

治法施行令第146条第２項の規定により、平成27年度青木村一般会計繰越明許費の繰越計算

書を次のとおり報告する。 

  平成28年６月14日提出、青木村長、北村政夫。 

  裏面をごらんいただきたいと思います。 

  平成27年度青木村一般会計繰越明許費繰越計算書となります。 

  款２総務費、項１総務管理費、事業名が情報セキュリティ強化対策事業1,503万1,000円

で、内容につきましては情報セキュリティー強化対策のため一層の向上を図り、住民情報の

流出を防止することを目的とした事業でございます。全額繰り越しとなります。財源といた

しましては、補助金が535万円、それから一般補助施設事業債として170万円、それから一

般財源が798万1,000円の内訳となっております。 

  続いて、款項は同様でございますが、事業名が地方プロジェクト事業費5,462万1,000円
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で、内容につきましては４項目ございます。まず元気な企業づくり推進事業、続いて都会と

田舎をつなぐ真田丸の里信州小県ご当地蕎麦イベント事業、続いて恋するＮＡＧＡＮＯ Ｗ

ＩＮＥ振興事業、最後にひとり親家庭移住定住支援事業、この財源といたしましては地方創

生の加速化交付金5,122万5,000円、それと長和町さんからそばイベントに係る負担金とし

て150万円、それから最後に一般財源として189万6,000円の内訳となっております。 

  続いて、款５農林水産業費、項１農業費、事業名が高機能拠点施設整備事業２億9,989万

円でございます。内容は道の駅全体の整備事業の中で農産物直売所とストックヤードに係り

ます事業費として、財源につきましては補助金が１億5,044万5,000円、それから起債の関

係が一般補助施設事業債として１億3,450万円、最後に一般財源が1,494万5,000円の内訳と

なっております。 

  以上、報告第３号について御説明し、報告とさせていただきます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎報告第４号の上程、説明 

○議長（小林和雄君） 続いて、日程第６、報告第４号 平成27年度繰越明許費繰越計算書の

報告について（青木村簡易水道特別会計）を議題とし、提案者の説明を求めます。 

  花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） それでは、報告第４号について御説明申し上

げます。 

  平成27年度繰越明許費繰越計算書の報告について（青木村簡易水道特別会計） 

  地方自治法施行令第146条第２項の規定により、平成27年度青木村簡易水道特別会計繰越

明許費の繰越計算書を次のとおり報告する。 

  平成28年６月14日提出、青木村長、北村政夫。 

  次の裏面をお願いします。 

  平成27年度青木村簡水特別会計繰越明許費繰越計算書 

  款１運営管理費、項２施設管理費、事業名村単事業工事請負費、金額831万6,000円、翌

年度繰越額831万6,000円、一般財源831万6,000円となってございます。 

  村単事業工事請負費でございます。殿戸配水池の電磁弁設置工事によるものでございます。

地域住民の皆さんには水道水の調整をいろいろお願いしてきたところでございますが、これ
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からの梅雨入り前に、施設管理を踏まえて、安定した水道水の供給を図るためのものでござ

います。 

  以上、御審議いただき、お認めいただきますよう、報告とさせていただきます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１号の上程、説明 

○議長（小林和雄君） 次に、日程第７、議案第１号 青木村国民健康保険条例の一部を改正

する条例についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

  花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） それでは、お願いします。 

  議案第１号 青木村国民健康保険条例の一部を改正する条例（案） 

  平成28年６月14日提出、青木村長、北村政夫。 

  次のページをお願いします。 

  青木村国民健康保険条例の一部を改正する条例 

  青木村国民健康保険条例（昭和34年条例第９号）の一部を次のように改正する。 

  目次中につきましては省略をさせていただきます。 

  第４章中第６条の次に次の１条を加える。 

  （結核精神給付金） 

  第７条 被保険者が感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年

法律第114号）第37条の２第１項又は障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた

めの法律施行令（平成18年政令第10号）第１条の２第３号の規定により医療を受けたとき

は、当該被保険者属する世帯の世帯主に対し結核精神給付金として、当該被保険者が負担す

る額を支給する。 

  ２ 前項の規定により支給する場合、結核精神給付金として当該世帯主に対し支給すべき

額の限度において、保険医療機関又は保険薬局に支払うことができる。 

  ３ 前条の規定による支払があったときは、当該世帯主に対し結核精神給付金の支給があ

ったものとみなす。 

  第７条から第15条までを１条ずつ繰り下げる。 

  附則 
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  この条例は平成28年７月１日より施行する。 

  この条例につきましては、任意給付に規定されている結核福祉給付金、結核精神給付金の

給付を開始するに当たり、関係条例について所要の改正を行うもので、被保険者である結核

患者または精神障害者が受ける通院医療の一部負担金を給付するものでございます。 

  以上、御審議いただき、お認めいただくようお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２号の上程、説明 

○議長（小林和雄君） 続いて、日程第８、議案第２号 平成28年度生活基盤耐震化施設等交

付金事業に伴う市之沢浄水場設備工事の請負契約についてを議題とし、提案者の説明を求め

ます。 

  花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） それでは、お願いいたします。 

  議案第２号 平成28年度生活基盤耐震化施設等交付金事業に伴う市之沢浄水場設備工事の

請負契約について 

  昭和39年青木村条例第11号「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例」第２条の規定に基づき、下記のとおり請負契約を締結するため、地方自治法（昭和

22年法律第67号）第96条第１項第５号の規定によって議会の議決を求める。 

  記。 

  １ 契約の目的、平成28年度生活基盤耐震化施設等交付金事業に伴う市之沢浄水場設備工

事。 

  ２ 契約方法、指名競争入札。 

  ３ 契約金額、２億4,840万円。 

  ４ 契約の相手方、上田市常磐城654番地１、中信アスナ株式会社上田支店、支店長、岩

渕伸一。 

  平成28年６月14日提出、青木村長、北村政夫。 

  今回の工事につきましては、新市之沢浄水場の機械、電気、計装設備などの建設となって

おります。浄水棟での急速ろ過機２基、薬品注入設備の設置、配水池ポンプ室機械設備等に

より、水質基準に適した安定供給を行うものでございます。 
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  指名に当たりましては、８社での入札となりました。 

  以上、よろしく御審議の上、お認めいただきますようお願いいたしまして、説明を終わら

せていただきます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３号の上程、説明 

○議長（小林和雄君） 続いて、日程第９、議案第３号 青木村浄化センター機械設備・電気

設備更新業務委託契約について議題とし、提案者の説明を求めます。 

  花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） それではお願いします。 

  議案第３号 青木村浄化センター機械設備・電気設備更新業務委託契約について 

  昭和39年青木村条例第11号「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例」第２条の規定に基づき、下記のとおり委託契約を締結するため、地方自治法（昭和

22年法律第67号）第96条第１項第５号の規定により議会の議決を求める。 

  記。 

  １ 契約の目的、青木村浄化センター電気設備工事その４。 

  ２ 契約方法、随意契約。 

  ３ 契約金額、5,350万円。 

  ４ 契約の相手方、東京都文京区湯島二丁目31番27号、地方共同法人日本下水道事業団、

理事長、谷戸善彦。 

  平成28年６月14日提出、青木村長、北村政夫。 

  今回の事業につきましてですが、浄化センターの長寿命化計画に沿って、耐用年数が経過

し老朽化した設備を平成28年度から平成29年度にかけ更新するものです。計画では揚水設

備、受変電設備、水処理運転設備などでございます。 

  なお、随意契約につきましては、当該団体は日本下水道事業団法に基づく地方共同法人で、

国交省の認可法人です。多種にわたり高度な技術を要する事業でも多くの実績があり、村の

長寿命化計画の策定にもかかわり、施設の細部まで熟知しております。工事は発注から完成、

検査までを一貫して確実に代行できる機関でございます。 

  以上のことから、日本下水道事業団に業務を代行することを決定いたしました。 
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  以上、御審議いただき、御決定いただきますようお願い申し上げます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第４号の上程、説明 

○議長（小林和雄君） 次に、日程第10、議案第４号 寄附採納についてを議題とし、提案者

の説明を求めます。 

  井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） 議案第４号 寄附採納についてお願

いいたします。 

  寄附採納について 

  次のとおり寄附の申し出があったので採納することについて議会の議決を求める。 

  記といたしまして、１ 寄附者、上田市小泉81番地、日置電機株式会社、代表取締役社長、

町田正信氏。寄附金額、20万円。青木村立青木小学校及び青木中学校の楽器修理費用として。 

  ２ 寄附者、青木村大字田沢118番地、小川原辰雄氏。寄附物件、①といたしまして図書

1,343冊、青木村図書館図書として。②昆虫標本、図書、備品等一式、信州昆虫資料館に現

存する昆虫標本、図書及び備品等として。 

  平成28年６月14日提出、青木村長、北村政夫。 

  以上、議案第４号について御説明いたしました。御審議いただき、御決定いただきますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５号の上程、説明 

○議長（小林和雄君） 次いで、日程第11、議案第５号 平成28年度青木村一般会計補正予

算についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

  歳入については井古田総務企画課長より一括説明をいただき、歳出については各担当課長

及び教育長より説明を求めます。 

  最初に、井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） 議案第５号について御説明申し上げ
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ます。 

  平成28年度青木村一般会計補正予算（第１号） 

  平成28年度青木村一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億1,955万3,000円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ26億9,395万3,000円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

  平成28年６月14日提出、青木村長、北村政夫。 

  ３ページをごらんください。 

  第２表、地方債補正について御説明申し上げます。 

  起債の目的は地域活性化事業債、補正前の限度額が3,550万円に対しまして、補正後で

400万円に減額補正するものでございます。道の駅整備事業に関する財源を補助金等に振り

かえたことにより、限度額の減額となっております。 

  なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては変更がございませんので、説明は省

略をさせていただきます。 

  続いて、６ページをお願いいたします。 

  ２ 歳入については、一括して御説明申し上げます。 

  款13国庫支出金、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金1,508万6,000円を追加し、

2,443万円とするもので、節１総務管理費補助金の社会保障・税番号制度システム整備費補

助金108万6,000円は、通知カード、個人カードの関連事務に対します総務省の交付金が当

初予算に追加されたものでございます。また、地方創生新型（仮称）になりますが、交付金

は皆減をしまして、かわって地方創生推進交付金1,900万円を予算計上いたしました。 

  目２民生費国庫補助金141万2,000円を追加し、3,070万7,000円とするもので、節１の社

会福祉費補助金の障害者地域生活支援事業補助金17万円は成年後見事業の２分の１、また社

会保障・税番号制度システム整備費補助金124万2,000円につきましてはシステム整備費に

対する厚生労働省の補助金となっております。 

  款14県支出金、項２県補助金、目１総務費県補助金41万3,000円を追加し、391万3,000円
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とするもので、節１の総務管理費補助金の地域発元気づくり支援金が決定額に伴い追加計上

をさせていただきました。 

  目２民生費県補助金８万5,000円を追加し、1,333万5,000円とするもので、節１の社会福

祉費補助金の障害者地域支援事業補助金が成年後見事業費の４分の１を計上してございます。 

  目４農林水産業費県補助金1,801万5,000円を追加し、7,131万2,000円とするもので、節

１の農業費補助金のうち、農山漁村振興補助金1,350万円が道の駅あおき高機能拠点化施設

事業費の２分の１補助、また、経営体育成支援事業補助金451万5,000円が農業用機械の取

得に対する補助金となっております。 

  目６商工費県補助金500万円を新たに計上し、節２観光費補助金の二地域居住者向けコン

パクト住宅整備事業費の２分の１を計上いたしました。 

  続いて、７ページをお願いいたします。 

  款16項１寄附金、目１一般寄附金10万円を追加し、1,010万1,000円とするもので、節１

の一般寄附金の企業版ふるさと応援寄附金を見込みました。 

  目４教育費寄附金20万円を新たに計上し、節４小学校費寄附金10万円、それと節５の中

学校費寄附金10万円を予算計上いたしました。 

  款17繰入金、項１目１基金繰入金3,100万円を追加し、１億5,795万円とするもので、節

１の基金繰入金の土地開発基金を公共用地取得の財源として計上をいたしました。 

  款18項１目１繰越金7,694万2,000円を追加し、２億694万2,000円とするもので、節１の

前年度繰越金、見込みより増でございます。 

  次のページ、８ページをお願いいたします。 

  款19諸収入、項５目１雑入280万円を追加し、3,487万円とするもので、節３雑入のうち

自治総合センター助成金が110万円、これにつきましては当郷区のコミュニティー活動助成

金として、地域活性化センター助成金170万円が移住定住交流推進支援事業助成金として、

それぞれ予算計上をしました。 

  款20項１村債、目２地域活性化事業債3,150万円を減額し、400万円とするもので、節２

の地域資源活性化事業債の借り入れをしないことで、補助金等で対応したため減額補正とな

ります。 

  続いて、９ページをお願いいたします。 

  ３の歳出になりますので、担当ごとに御説明申し上げます。 

  まず、総務企画課関係になりますが、款２総務費、項１総務管理費、目２文書広報費２万
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7,000円を追加し、1,543万9,000円とするもので、節12役務費の広告料が見込みより増でご

ざいます。 

  目５財産管理費3,424万8,000円を追加し、１億485万8,000円とするもので、節11需用費

の修繕料16万2,000円につきましては、役場庁舎内に授乳室を設置する修繕料でございます。

節13委託料の電機機器設定委託料294万9,000円につきましては、社会保障・税番号制度シ

ステム整備費の厚生労働省分の交付金の増に伴って委託料が増額となりました。節17公有財

産購入費3,113万7,000円は、道の駅高機能拠点化プロジェクト用地として、また警察官駐

在所用地の購入に伴うものでございます。 

  目６企画費145万8,000円を追加し、5,445万円とするもので、節11の需用費16万2,000円

は燃料費が見込みより増でございます。節13委託料54万円は、ふるさと公園花壇の土づく

り等の委託が見込みより増でございます。節16原材料費27万円は、花壇の面積がふえたこ

とによる苗代等の見込みより増です。 

  目７諸費110万円を追加し、2,256万2,000円とするもので、節19負担金補助及び交付金の

補助金110万円は、自治総合センター助成事業補助金を当郷区に対しまして物品購入として

助成するものでございます。 

  続いて、10ページをお願いします。 

  款２項１目９地方創生プロジェクト事業費4,177万2,000円を追加し、5,616万2,000円と

するもので、地方創生推進交付金、２つの事業の内容が計上をされております。節11の需用

費の印刷製本費32万4,000円につきましては、五島慶太翁パンフレットの作成費でございま

す。節13の委託料2,052万円は、タチアカネプロジェクト事業費として1,296万、それから

元気な企業づくり事業といたしまして756万を計上をさせていただきました。節15工事請負

費702万円につきましては、元気な企業づくり事業の中で試作品の展示場の設置工事として

540万円、お試し住宅の改修工事費として162万円を計上いたしました。節18備品購入費

1,090万8,000円は、タチアカネプロジェクト事業費のキッチンカーの購入事業として1,026

万、お試し住宅関係の備品として64万8,000円を計上いたしました。節19負担金補助及び交

付金の300万、これにつきましてはタチアカネプロジェクト事業の中で、タチアカネの作付

面積と収穫品の向上のための補助金を計上させていただきました。 

  以上で、歳入全体と歳出の総務企画課関係について御説明申し上げました。御審議いただ

き、御決定いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小林和雄君） 次に、花見住民福祉課長。 
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○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） それでは、住民福祉課関係について御説明申

し上げます。 

  10ページをお願いします。 

  款２総務費、項４戸籍住民基本台帳費、目１戸籍住民基本台帳費７万2,000円を追加し、

2,127万円とするものでございます。節23償還金利子及び割引料、国庫返納金ですが、平成

27年度の中長期在留者住居地届け出事務委託費の国庫負担金の返納分となっております。 

  次のページをお願いします。 

  款３民生費、項１社会福祉費、目２障害者福祉費34万円を追加し、１億3,083万円とする

ものでございます。節12役務費、通信運搬費4,000円の増、成年後見申し立て手数料５万

4,000円の増、節13委託料、弁護士等相談委託料３万円の増、節20扶助費、成年後見人等報

酬助成25万2,000円の増となっております。今回の障害者福祉費の予算につきましては、成

年後見制度の市町村申し立てに係る経費でございます。判断能力の不十分な方に、配偶者ま

たは４親等内の親族がいなかったり、あるいはこれらの親族があっても音信不通の状態にあ

るなどの場合、村長は、本人の福祉の充実を図るために必要があると認めるときには、法定

後見の開始の審判を申し立てをするものでございます。 

  目３老人福祉費57万1,000円を追加し、２億2,340万3,000円とするものでございます。節

13委託料、くつろぎの湯管理委託料43万2,000円では、ＡＥＤの交換に伴う費用でございま

す。節28操出金、介護保険特別会計操出金として13万9,000円の増では、認知症高齢者等成

年後見制度の市町村申し立てにかかわる費用分として計上いたしました。 

  子育て世帯臨時特例給付事業費15万1,000円を追加しております。節23償還金利子及び割

引料、国庫補助金返納金ですが、平成27年度分の実績に伴うものです。 

  以上、住民福祉課関係の補正予算を御説明いたしました。御審議いただき、御決定いただ

きますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） 次に、片田建設産業課長、説明を求めます。 

○建設産業課長（片田幸男君） それでは、建設産業課関係補正予算の概要を御説明申し上げ

ます。 

  11ページの下段をごらんいただきたいと存じます。 

  款５農林水産業費、項１農業費、目３農業振興費でございますが、580万8,000円を増額

し、6,058万5,000円とするもので、節７賃金につきましては、臨時雇人料ということで115

万6,000円、道の駅あおきのリニューアルに備え、新たに臨時職員をお願いし、地元農産物
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の生産から出荷体制の確立と各事業部門の強化に取り組んでいただくためのものでございま

して、原則週３日道の駅で勤務いただく方１名分の予算をお願いするものでございます。 

  12ページへまいりまして、節19負担金補助及び交付金でございますが、花卉・野菜等栽

培施設補助金ということで、ビニールハウスの設置に要する費用の20％を補助するものでご

ざいますが、このほど新規に花卉栽培に取り組む農家から申請がございましたので、予算の

不足分についてここで補正をお願いするものでございます。050経営体育成事業補助金でご

ざいますが、水田農業の担い手でございます２つの経営体からトラクターと汎用コンバイン

の補助金申請がございまして、県への補助申請をしておりましたところ、このほど30％の補

助採択がございましたので、歳入歳出同額で補正をお願いするものでございます。 

  続きまして、目９高機能拠点施設費ですが、1,620万円を追加し、5,120万円とするもの

で、節15工事請負費でございますが、国庫補助事業工事請負費につきましては1,080万円と

いうことで、農山漁村振興交付金が採択となりまして、直売所以外の部分になりますが、一

部設備の切り回し等外構工事を予定してございます。村単事業工事請負費の540万円につき

ましては、県の防災倉庫ですとか照明器具等の移設を行うための工事費をここでお願いする

ものでございます。 

  続きまして、項２林業費、目２林業振興費でございますが、30万円を追加し、6,219万

2,000円とするもので、節13委託料30万円でございますが、弘法地区にございます旧若林商

会の砕石採取場におきまして、民間事業者によります太陽光発電施設が計画されております。

これは林地開発に当たりまして、県の許可になるわけでございますが、県は一定の基準に基

づいて条件がクリアされれば許可が出るというものでございますけれども、今後実際に申請

が出されますと、県から村としての意見を求められることとなります。その際しかるべき機

関に依頼をしまして、雨量の計算やその他の対策が十分に講じられているかなどを検証する

費用として、今回補正をお願いするものでございます。 

  13ページへまいりまして、款６商工費、項１商工費、目２商工業振興費でございますが、

30万円を追加し、3,315万5,000円とするものでございまして、節19負担金補助及び交付金

のＩＳＯ取得費用補助金で30万円、村内企業１社より申請がございましたので、ここで補正

をお願いするものでございます。 

  続きまして、目３観光費ですが、1,412万円を追加し、3,008万8,000円とするもので、節

８の報償費から節14の使用料及び賃借料につきましては、宝くじの関係で要望しておりまし

た地域活性化センター助成金170万円が採択となりまして、移住定住交流推進事業としてモ
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ニターツアー等を企画して実施するための費用を計上いたしました。こちらにつきましては、

100％助成金で実施をいたします。節13の委託料の015の二地域居住者向けコンパクト住宅

整備事業設計・監理委託料65万円、それから節15の工事請負費の同じく二地域居住者向け

コンパクト住宅整備工事費1,080万円でございますが、こちらも県の補助約２分の１の500

万円をいただきまして、二地域居住者に向けた住宅１戸の整備を行うものでございます。 

  目５の昆虫資料館費ですが、21万6,000円を追加し、746万4,000円とするもので、節11需

用費の印刷製本費ということで資料館パンフレットの作成費用、こちら当初で盛り込んでお

りませんでしたので、こちらで補正をお願いするものでございます。 

  14ページにまいりまして、款７土木費、項１土木管理費、目１土木総務費でございますが、

216万円を追加し、２億2,099万8,000円とするもので、節28操出金、下水道特別会計操出金

でございます。経営戦略策定業務にかかわる増額ということでございます。 

  目２の道の駅管理費ですが、７万6,000円を追加しまして、236万2,000円とするもので、

節14使用料及び賃借料の使用料ですが、３月に整備いたしました道の駅のＷｉ－Ｆｉ設備の

使用料１年分ですが、７万6,000円をここでお願いするものでございます。 

  以上、建設産業課関係の補正予算の概要を申し上げました。よろしく御審議を賜り、お認

めいただきますようお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） 次に、沓掛教育長、説明を求めます。 

○教育長（沓掛英明君） 教育委員会関係についてお願いします。 

  14ページをお開きください。 

  款９教育費、項２小学校費、目１学校管理費ですが、31万7,000円を増額して、4,784万

4,000円といたしました。節11需用費の増は、日置電機株式会社様からの寄附金による楽器

の修繕料でございます。節14使用料及び賃借料の減と18備品購入費の増は、ＡＥＤを５年

間のリースではなくて、リースで借りるというのではなくて、備品として購入するというこ

とにしたための減額と増額でございます。 

  次のページ、項３中学校費、目１学校管理費ですが、小学校と同様に31万7,000円を増額

して、5,389万1,000円といたしました。内訳も小学校と全く同じでありまして、楽器の修

繕費として寄附の10万円を充てたことと、ＡＥＤをリースから購入に変えたためであります。 

  教育費は以上でございます。よろしく御審議の上、御決定いただきますようお願い申し上

げます。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６号の上程、説明 

○議長（小林和雄君） 次に、日程第12、議案第６号 平成28年度青木村特定環境保全公共

下水道事業特別会計補正予算についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

  花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） それでは、議案第６号について説明をさせて

いただきます。 

  平成28年度青木村特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

  平成28年度青木村特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算は次に定めるところによ

る。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ432万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２億8,534万8,000円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成28年６月14日提出、青木村長、北村政夫。 

  ５ページをお願いします。 

  ２ 歳入 

  款４繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入金216万円を追加し、１億9,930万

円とするものでございます。一般会計繰入金、見込みより増となります。 

  款５繰越金、項１繰越金、目１繰越金216万円を追加し、616万円とするものでございま

す。前年度繰越金、見込みより増となります。 

  ３ 歳出 

  款１下水道費、項２公共下水道管理費、目１公共下水道管理費432万円を追加し、6,123

万円とするものでございます。節13委託料、025下水道経営戦略策定業務委託料432万円で

ございます。この業務につきましては、下水道事業として将来にわたって安定的に事業を継

続していくための中長期的な経営の基本計画を策定するものです。投資資産等の支出と財政

試算を均衡させた投資財政計画が中心となり、組織効率化、経営健全化の取り組み方針など

を策定いたします。 
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  以上、よろしく御審議の上、お認めいただきますようお願いいたしまして、説明を終わら

せていただきます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第７号の上程、説明 

○議長（小林和雄君） 日程第13、議案第７号 平成28年度青木村介護保険特別会計補正予

算についてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

  花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 議案第７号について御説明をさせていただき

ます。なお、この議案７号につきまして、大変申しわけございません、字句の修正をさせて

いただきたいと思います。訂正をさせていただきたいと思いますが、鏡の場面の一番上の

「平成28年度青木村介護保険特別会計専決」という文字を入力してしまいまして、この「専

決」を削除していただきたいと思います。また、その下、すぐ下段の中ほどにも「専決」と

いう文字を入れてしまいましたので、大変申しわけございません。今後このようなことがな

いように事務処理には適正に処理したいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

大変申しわけございませんでした。 

  それでは、説明をさせていただきます。 

  平成28年度青木村介護保険特別会計補正予算（第１号） 

  平成28年度青木村介護保険特別会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ34万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ５億8,110万5,000円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成28年６月14日提出、青木村長、北村政夫。 

  ５ページをお願いします。 

  ２ 歳入 

  款３国庫支出金、項２国庫補助金、目３地域支援包括的支援事業交付金13万4,000円を追

加し、200万7,000円とするものでございます。節１現年度分、包括的支援・任意事業分と
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してございます。これにつきましては、成年後見市町村申し立て費用に伴うもので、対象経

費の２分の１となっております。 

  款５県支出金、項３県補助金、目２地域支援包括的支援・任意事業交付金６万7,000円を

追加し、100万4,000円とするものでございます。こちらの事業につきましても、成年後見

市町村申し立て費用の４分の１となっております。 

  款６繰入金、項１一般会計繰入金、目３地域支援包括的支援事業交付金６万7,000円を追

加し、100万4,000円とするものでございます。 

  また、目４その他一般会計繰入金として７万2,000円を追加し、2,322万7,000円とするも

のでございます。こちらにつきましても見込みより増となっておりますが、成年後見に伴う

ものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  ３ 歳出 

  款５地域支援事業、項２包括的支援事業・任意事業費、目２権利擁護事業費34万円を追加

し、85万4,000円とするものでございます。節12役務費、通信運搬費4,000円、手数料、印

紙代4,000円、鑑定料５万円となっております。鑑定料につきましては、本人の判断の能力

の程度を医学的に十分確認するため医師の鑑定を伴うことがありますので、計上させていた

だきました。節13委託料、弁護士等相談料。節20扶助費、成年後見人等報酬助成25万2,000

円となっております。報酬につきましては、成年後見人等に対する報酬でございまして、厚

生労働省が参考単価として示した金額が、在宅者で月額の上限として２万8,000円を基準と

しております。今回の予算につきましても、成年後見制度の市町村申し立てに係る経費でご

ざいます。認知症高齢者等を対象とした事業でございます。 

  以上、御審議いただき、お認めいただきますようお願い申し上げます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎平成２８年度青木村社会福祉協議会会計補正予算（第１号）の説明 

○議長（小林和雄君） 続きまして、日程、議案にはありませんが、平成28年度青木村社会福

祉協議会会計補正予算について、報告をお願いします。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） それでは、よろしくお願いいたします。 

  平成28年度青木村社会福祉協議会会計補正予算（第１号） 
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  平成28年度青木村社会福祉協議会会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ43万2,000円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ3,201万7,000円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成28年６月14日提出、社会福祉法人青木村社会福祉協議会会長、関晴夫。 

  ５ページをお願いします。 

  ２ 歳入 

  款３事業委託金、項１村委託金、目１村委託金43万2,000円を追加し、1,632万5,000円と

するものでございます。くつろぎの湯ということで、見込みより増とするものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  ３ 歳出 

  款２事業費、項８くつろぎの湯運営費、目１くつろぎの湯運営費43万2,000円を追加し、

1,491万5,000円とするものでございます。節18備品購入費、これにつきましては、現在使

用しておりますＡＥＤが耐用年数が来ることにより交換をさせていただくものでございまし

て、ＡＥＤ１台分の備品購入費となっております。 

  以上、報告とさせていただきます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（小林和雄君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了しましたので、これで散会

といたします。 

  この後、全員協議会を行いますので、議員の皆さんそろい次第、開会いたしますので、議

員控室へ移動をお願いします。 

 

散会 午前１１時４２分 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

平成２８年６月１６日（木曜日） 
 

（ 第 ２ 号 ） 
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平成２８年第２回青木村議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

                     平成２８年６月１６日（木曜日）午前９時開議 
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開議 午前 ９時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（小林和雄君） 定刻になりましたので、本日の会議を開きます。 

  ６番、内藤賢二議員が、病気治療のため本日欠席する旨の届け出がありました。 

  本日の一般質問の傍聴には、村民の皆様の傍聴もいただいておりまして、大変御苦労さま

でございます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（小林和雄君） 本日は、平成28年第２回青木村議会定例会の中で、一般質問日となっ

ております。７人の議員が一般質問を行い、終了後、散会といたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（小林和雄君） 質疑の方法は、質問者の希望により一括質疑方式、一問一答方式で行

ってください。 

  質問者並びに答弁者にお願いします。質問、答弁とも簡潔明瞭に行い、議論を深めてくだ

さい。また、一問一答方式の際は、必ず議長の指名を受けてから発言してください。質問時

間は40分を超えることはできませんので、御承知おきください。 

  では、質問に入ります。 

  通告順に登壇をお願いします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 堀 内 富 治 君 

○議長（小林和雄君） ９番、堀内富治議員の登壇をお願いします。 

  堀内議員。 
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〔９番 堀内富治君 登壇〕 

○９番（堀内富治君） ９番、堀内富治でございます。よろしくお願いします。 

  本日は、２件につきまして一問一答方式で質問してまいりたいと思います。村長並びに担

当課長の答弁をよろしくお願い申し上げます。 

  質問に入る前に、熊本で災害がございまして、災害に遭いまして大変気の毒な状態がある

わけでございますが、被災されました皆さんに対しまして、心からお見舞いを申し上げたい

と思います。 

  さて、災害の発生と防災対策でございますけれども、最近、風水害あるいは地震によると

ころの災害は非常に増加をしておるというふうに私は考えております。被害規模も被害金額

も非常に大きくなってきておるというような状況であります。 

  しかし、幸い青木村の場合には災害は少なくて、ほっとしているところでございます。 

  村長にお伺いをしたいと思います。 

  最近の青木村の内容、特に災害状況等についてお伺いをいたしたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） おはようございます。 

  それでは、御質問に順次答弁させていただきたいと思っております。 

  青木村の最近の状況ですが、記憶にありますのは、昭和34年８月12日から14日、台風７

号についてでありまして、河川の氾濫、堤防等の決壊、橋梁や家屋の流出、さらには農地の

流出等々ありました。田畑の被害は1,035と、データによりまして当時の被害金額、1,035

ヘクタールで被害額は当時のお金で１億2,700万円ということでございます。最近、その後

４年前の大きな流出、雨量がございましたけれども、土木的な災害で人的な災害はなかった

のは幸いでございます。 

  最近、エルニーニョ現象の影響か、日雨量あるいは年間雨量あるいは時間雨量が少し増加

したという状況というふうに承知しております。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 34年の災害以降、大きな災害というものはほとんどなかったという、

その解釈でよろしいですね。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 一昨年の豪雪による雪害とかはありますけれども、人的な災害による

ようなものは今までございませんでした。 
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○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 特に青木村の場合には村長の意向等もありまして、精度の高い雨量計

ですね、これが役場とそれから入奈良本に配置をされておる、３基配置をされておるわけで

ございますけれども、降水量対策につきましてはかなり綿密な調査、検討ができるだろうと

いうふうに私は考えております。現状余り集中豪雨というようなことも一応ないわけであり

ますが、その後の管理状況と、それから雨量状況についてありましたらお伺いをしたいと思

います。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 雨量計の管理につきましては、非常に精密機械でありますので毎年一

定の予算を割きながら綿密なメンテナンスをしております。雨量等のデータは今持ち合わし

ておりませんけれども、先ほど申し上げましたように、時間雨量、年間の雨量、日雨量とも、

多少その対で見ますと増加傾向にあるというふうに思っております。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 現状３台でございますけれども、３台で十分であるというようなお考

えか。もう少しやっぱりこういうような機械が必要だというようなお考えはありませんか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 雨量計等々につきましては、農業共済が１台、村内の青木地区と夫神

地区の中間に１台設置しているというふうに聞いておりますので、そのデータもいただける

ようにしてまいり、そうすると計４台になるわけでありますので、地区によって、日にちに

よって、台風の経路によって東西南北多少違いがあるというのは承知しておりますけれども、

そういうものだと思って、その雨量計を見ながら対応、対処をしていきたいと考えておりま

す。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 最近の大きな災害、これは日本内でありますけれども、こうやって整

理をしてみると数多くあるわけであります。まず１つは、1995年に阪神・淡路大震災、そ

れから2011年に、これは３月11日に起きておるわけでございますが東日本大震災、飯山も

この中に一応入ろうかというふうに思います。なお、2016年には、つい先日の九州熊本の

大震災、14、16と、こういうことになっておりまして、なお、水害等につきましては、

2015年、鬼怒川の堤防が決壊をしまして茨城県に大災害を起こしたと、こういうような内

容があるわけでございます。私の推察としては、地震による災害の頻度が非常に高くなって
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きたというふうに私は考えておるわけであります。 

  青木村も他人事ではないわけでありますけれども、先日６月11日の信毎で報道されました

内容につきましては、ちょっと場所は違いますけれども、30年以内に震度６以上の揺れが発

生をするよと、こういうような報告も出ておるわけでございまして非常に心配をしておると

ころでございます。この辺のことについて村長のお考えがありましたら、お願いします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 今30年の予測で６以上が牛伏寺断層は25％というデータがありまし

た。これは活断層とすると全国１位でありまして、ちなみに、２位は岡山の16ですから相当

高い確率だというふうに思っております。松本と青木村は直線距離は大変近いわけでありま

すので、そういうことを十分頭に置かなければならないというふうに思っております。 

  今回平成28年熊本の地震で学ぶべきというのは大変ありました、多くありました。被害に

遭われた方々には失礼でございますけれども、いろいろなことを提起されたというふうに思

っております。熊本県知事初め関係の自治体の首長は口をそろえて、震度７の大地震が連続

して起こるということは想定していなかったと。それから、もう一つは、大きな地震の後、

余震はだんだん規模が小さくなっていくと思っていたと、これは想定外だというふうに言っ

ております。想定外を想定して防災、減災、縮災を先手先手で行うということが、私ども、

私といいましょうか、我々行政担当者に課せられた課題というふうに思っております。 

  私たちは過去の経験あるいは資料をもとに未来を予測してくることが多いんですけれども、

それを超える地震、自然災害はそれを超える事象が起こるということもあり得ることを、今

回の地震で学んだわけでございます。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 同じ紙面の中で業務継続計画、ＢＣＰというような書類の作成が非常

におくれていると、こういうような指摘もされております。本当に数から考えますと非常に

少ない市町村であるということでございまして、これはこういうような時代にそういう状況

であるとするならば、非常に心配な事項にもなるわけであります。この辺の内容をお伺いを

まずしたいと思います。 

  それから、地震の活断層でありますけれども、安曇野と諏訪市と、こういうふうに限定は

されておりますけれども、青木村もやっぱりひっかかるよというような気持ちでなければい

けないというふうに考えておるわけでありますが、その辺、村長のお考えをお伺いします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 
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○村長（北村政夫君） まず、最初の計画についてですけれども、これは業務継続計画のこと

であろうと思っております。27年７月に内閣府からガイドラインが示されました。 

  実は、青木村は2014年に災害時の職員初動マニュアルを既に策定して、職員全体で学び、

また承知をしているわけでございまして、おおむね、パーフェクトにはかぶりませんけれど

も、いろいろなことが、対策本部の設置だとか情報の収集だとか避難指示だとか、そういう

ようなことがかぶっておりますので、所期の目的はこれによっております。 

  しかし、ガイドラインが出ておりますので、そういうようなことを今後明確にしていかな

ければならないというふうに思っております。 

  それから、２つ目の活断層についてでありますけれども、糸魚川、それから静岡構造体が

連続してあるわけでありまして、また、それは九州から東海、南海、南海のこのトラフ上に

もあるわけでございます。松本と非常に至近距離、行政体は違うんですけれども、間に大き

な山はありますけれども直線距離は非常に近いということで、この想定は十分考えておかな

ければならないことであるというふうに考えております。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 特に地震の関係は関心を持ってこれから進めなくちゃいけないと思い

ますけれども、信毎の紙面上で指摘をされました内容につきましては、どうか村長を筆頭に

きちんと計画等の立案をお願いをしてまいりたい、こういうふうに考えておりますが、どう

でしょうか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 私が村長になりまして、大きな地震というのは初めてでございました。

この４月から新聞を全部スクラップしました。関係する記事を全部スクラップしまして、職

員と情報の共有をしたいということであります。 

  その中で各新聞のその見出しだけ拾ってみますと、非常にこれからしなければならない方

向性が見えてくるわけでありまして、避難生活に痛む心、見出しだけちょっと申し上げます

と、避難所では毎日60分歩く、体重の増減に注意、避難所物資届かず、交通寸断、人手不足、

集積拠点、それから被害者の大丈夫という言葉に注意、避難所の外、手薄な支援、住宅改修

促進の制度の改善、すぐ実践、家具の固定、それから災害に備える保険加入を、それから携

帯充電切れ防止に予備電池の用意を、熊本の心のケア、自宅の耐震性チェック、マイナンバ

ー災害時に活用、こういうことが言われておりまして、やるべきことは山積しておりますけ

れども、優先順位をつけて対応してまいりたいと考えております。 
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○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 被災後の対策、対応、私も、とにかく毎日というぐらい被災地の状況

をテレビで見ておったわけでございます。実際に被災されてみなければ、どんな仕事をやっ

ていいか、どういう業務を進めていいか、当然実際にはわからんわけでございますけれども、

そんなことも考えて、老婆心ながらいろいろ考えてみたわけであります。本当に大変な業務

だということをしみじみ実感したわけでございます。物資の受け入れ、あるいはボランティ

アの関係、あるいは食料の供給確保の問題、あるいは住宅対策の問題、それから道路の問題、

医療あるいは教育等々、これはなかなか大変な業務が山積しておるなというふうにしみじみ

と私は考えたわけであります。 

  そんな中で、青木村としてこれから何をすべきかなと、こういうこともちょっと考えてお

るわけであります。特に私は、さっきもちょっと村長が触れられましたけれども、住宅の耐

震性ですね。これは村でも補助金を出して調査をしたり、実際に実行もしてもらったりして

おるんですけれども、この耐震性につきまして、実際に検討はしていただいたけれども実際

に実行はしていないというお宅もあるであろうと思いますが、これからはそんなことは言っ

ていられないというふうにも思うわけでございますが、この耐震性対策について、今日まで

の経過、あるいは実態としてはどうであるか、お伺いをします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 各家庭の地震対策という観点で申し上げたいと思いますけれども、ア

バウトな予備調査については本人の負担なしでさせていただいて、一定の枠、数の枠はあり

ますけれども、させていただいております。それもＰＲしておりますけれども、なかなか手

を挙げていただく方が少なかったのが現状でございます。その後の耐震は、耐震の調査につ

いては自分でしていただくことということになりますけれども、無料である予備調査につき

ましては、さらにこういう状況をお伝えして、その促進をしてまいりたいというふうに思っ

ております。 

  それで、実際どういうふうにするかいろいろやり方あるようですけれども、今回の熊本地

震で言われておりますのは、壁の一部、ふだん住んでいるところの壁の補強によりまして相

当被災の率が下がるというようなことも提起されておりますので、そういうことも村民の皆

さんにはＰＲし、関係の業界の皆さんとも勉強してまいりたいと、こういうふうに考えてお

ります。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 
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○９番（堀内富治君） 住宅の耐震対策については、これはとにかくもう優先的にどんどんと

ひとつ村民の皆さんにお話しをいただいて実行していただくように期待をしております。よ

ろしくお願いします。 

  それから、青木村では、平成26年10月に災害に対するハザードマップができております。

これは県の補助等もあったりして、村も一緒になって真剣に考えてまいったハザードマップ

だというふうに私は考えておるわけであります。この辺は現状の気象状況の中では問題ない

のかどうか、これもまずお伺いしたいと思います。 

  もう一点は、平成13年３月に青木村地域防災計画、これが大体200ページぐらいの冊子で

ございますけれども、ずっと私も目を通してみたんですが、細かいことまで非常によく整理

をされております。そんなことから、こういうようなものをもっとやっぱり村民に提案しな

がら地震対策を進めていく必要があるのではないかということでございますが、村長のお考

えをお願いします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） ハザードマップにつきましては、19年７月に洪水、それから26年に

土砂災害、このハザードマップ２つを策定し、各家庭にお配りしました。地区によっては公

民館あるいは各地区の公民館にこれを掲示し、あるいは携帯しているところもありますので、

そういった活用をしているのかなというふうに思います。 

  なお、土砂災害のこのハザードマップにつきましては、道の駅と小学校の入り口にこの地

図を掲示して、外部の人も見られるようなということでこれを掲示してやっております。な

かなかこういった大きな地震あるいは災害がないと、これを見るというチャンスはなかなか

村民の皆さんはないわけでありますけれども、防災訓練とかそういう場を通してＰＲを一生

懸命していきたいというふうに思っております。 

  それから、防災計画でありますけれども、これは大変膨大なものであります。この中には、

国のほうから示された必須条件といたしまして航空機事故あるいは原発事故等々に関するこ

とも書いてあるわけでありまして、青木村にはそう関係ない、関係ないといいましょうか、

頻度としては非常に確率としては低いものもあります。抜粋をして、重要な部分については

特に御承知いただくようなＰＲを今後もしてまいりたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 今、村長の話では余り修正をするところはないだろうと、こんなよう

な御意見もあったわけでありますけれども、私はどうか両方の冊子とも、もう一回ひとつき
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ちんとした会議で点検をしていただきまして、修正をするところは修正をし、きちんとやっ

ぱり村民に内容の徹底をするということが重要ではないかというふうに考えております。そ

こが震災対策の第一歩だろうというふうに私は考えておるわけであります。ぜひ点検と、そ

れから村民に対する徹底をお願いをしておきたいと考えております。 

  そうすると、村長、この防災計画につきましては、内容的にはあんまり修正をするところ

はないよというようなお考えでよろしいですか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 防災計画は3.11の以降、非常に国からデータを示されたり指導もあ

りまして、細かいデータを踏まえてつくっております。それから、他に先ほど申し上げまし

たような可能性としては低いものも入れてありますので、今すぐ見直す必要があると、熊本

の地震を受けて、あるいは牛伏寺断層の危険度を見て直すというようなことはないと思いま

すけれども、またせっかくの御指摘でございますので、御質問でございますので、そういう

目で見ておきたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） お願いします。 

  それから、話はちょっと変わりますけれども、村長、県外の市町村と防災協定の締結を鋭

意進めておるようであります。先日も新潟県の弥彦村ですか、それからもう一つは、近くの

ＪＡ信州うえだともとにかく締結をしたというようなふうに聞いておるわけであります。こ

ういうこと、私は大賛成でございますけれども、現状まで、そのほかにどういうような市町

村と協定をされてきたかどうか。それから、もしわかりましたら、きょうというわけにもい

かんと思いますが、協定の内容についてお示しをお願いをしたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 行政間では災害相互援助協定、それから民間については災害援助協定、

相互とそれから片一方だけという協定になります。自治体につきましては、長泉町と災害相

互援助協定を姉妹都市の際に１行加えてございます。それから、行政体としては以上であり

ますけれども、社会福祉協議会同士で埼玉県の坂戸市、それから長野県の山形村と災害相互

援助協定を、社会福祉協議会同士でありますけれどもしております。 

  私は、東西南北４方向に100キロから200キロ圏内ぐらいのところに相互援助協定を結ん

でくれる自治体があれば、ぜひ行いたいというふうに思っております。特に熊本地震が起き

た際に、3.11あるいは中越沖、それから中越地震でもいろいろ反省文を読んでみると、そ
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ういうところの援助協定が大変有効だったというふうに聞いておりますので、これは機会あ

るごとに進めていきたいと思っております。 

  しかしながら、村ですから、4,500人の村が10万、15万の市に言ってもなかなか相手にし

て、正直なってくれません。同じようないろいろな規模のところとしていくことが肝要かな

というふうに思っております。 

  内容については、災害の際の物資あるいは人的なこと、それから避難者の避難地、避難場

所、そういうようなこと、あるいは業務の援助、そういうことが必要になっております。弥

彦村からは、特に柏崎原発の関係で集団でバスで移動するようなことも加えてほしいと、検

討を一緒にお願いしたいということを言われておりますので、今内容を詰めておりますけれ

ども、そういうことも加味されるかというふうに思っております。 

  それから、各業界等でありますけれども、飲料水の関係、それからガスの関係、電気の関

係、それから建築士ですね、応急危険判定士の関係、それから最近のＪＡですね、そういう

ところと今はしております。 

  １点、重機の関係の業界と、できればこの身近なところの業界としたいということでやっ

ておりますけれども、リース会社ですね、重機のリース会社あるいはリースの団体としたい

というふうにいろいろ手を尽くしておりますけれども、なかなか団体が存在しないというよ

うなことで今ちゅうちょしております。とまっておりますけれども、こういう事態になりま

したので、個別の会社とも、なければやりたいというふうに考えてございます。 

  まだまだやらないところはたくさんあるわけでありますので、この数はふやしてまいりた

いと考えております。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） じゃ、また内容につきましては、後日いろいろとお願いをしたいとい

うふうに考えております。 

  それから、災害時に最もとにかく活躍をしてもらう消防団員、消防団の関係でございます

けれども、今、村の会議でいろいろ内容の検討をしております。非常に貴重な消防団であり

ますので、しっかりとこれからも対応していく必要があるだろうというふうに考えておりま

す。災害という面から考えて消防団の組織あるいは活動について、村長のお考えをお伺いを

したいと思います。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 消防団の皆さんには本当に活躍していただいておりまして、真摯に取
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り組んでいただいておりまして、感謝を申し上げております。 

  今度の大会、ラッパ吹奏、ポンプ操法の大会に朝４時から、あるいは夜、会社が終わって

きてからやったりしておりまして、頭の下がる思いであります。 

  組織につきましては、なるべく私はこういうことは、基本的なことは申し上げますけれど

も、あとの運用については、消防団の皆さん、それぞれ立派なお考えを持った方々でありま

す、それからまた自分たちの動きやすい組織にしたいということでありますので、これは私

はなるべく口を挟まないようにというふうに見守っているのが実態でございます。いろいろ

消防団の数の話、負担金の話等々、課題が今検討されておりますので、消防委員会の皆さん

のまたアドバイスもいただきながら見守ってまいりたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 消防団も調べてみますと、非常に年々減少しておるというような状況

でありまして、130人ぐらいしかいないと、こういうような話も聞いておるわけであります

けれども、非常に頑張ってもらっておる皆さんでありますから、こういうような災害も加え

て本当に十分な活躍ができるように、そんな指導を村長からまたよろしくお願いを申し上げ

たいと思います。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 消防団の皆さんと３年間いろいろ話す中で、消防団の活動だけではな

くて、魅力のある消防団にするにはどうしたらいいかということをいろいろ模索している、

そういう姿に、なるほどなといいましょうか、しっかり応じなければならないというふうに

思っております。１つ例を言えば、消防団の皆さんの半分は独身というふうに伺っておりま

す。年齢が40歳であるにもかかわらずですね。そういうふうなところも社会福祉協議会を通

して、あるいはいろいろな面で応援しながら婚活活動も消防団の皆さんと一緒にやるような、

あるいは応援するような体制を整えております。既に２人結婚してお子さんも２人できたと

いうふうに聞いておりますので、こういったことも一生懸命やっていきたいと考えておりま

す。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） ただいまいろいろと質問をしてまいりましたけれども、一応災害対策

等につきましては、これは実際にもうなってみなければわからないと、こういう面が非常に

大きいわけでありますけれども、そうなったときどういうような対応をしなくちゃならんか、

こういうようなことをそれぞれ担当者の皆さんが認識をして即対応ができるような、そうい
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うことが必要ではないかというふうに私は思っておるわけであります。常にそんなことを念

頭に今後ひとつ頑張ってもらうよう、村長には特にお願いをしておきたいと思います。 

  次に、青木村民の健康生活の推進と長寿村を目指してということで、非常にちょっと長い

文句でありますけれども、この辺について質問をしてまいりたいと思います。 

  先日ちょっと私、暇だったものですから、長野県知事が書きました長野県の長寿力、こう

いう本をちょっと買ってきて読んだわけでありますけれども、あんまり新しいことは書いて

ありませんけれども、自分のことを考えながら、やはり将来はしっかりした健康体でなけれ

ばいけないわなということをしみじみと感じてまいったわけであります。そんな中からも、

整理をしながら質問を進めてまいりたいというふうに考えておるわけであります。 

  多くの人が健康で長生きするということは、これ誰もが願いであり考えておることであり

ます。青木村民の皆さんもそういうふうに考えておるだろうというふうに私は考えておるわ

けであります。それでも、青木村も内容的には頑張っているかなというふうに考えておるわ

けであります。 

  長野県は男女とも名実ともに日本一の長寿県になりましたということを、はっきりと知事

も言い切っておるわけでありまして、非常にすばらしいことだというふうに考えております。 

  まず、ここで花見住民福祉課長にお伺いをしたいと思いますが、青木村の平均寿命、これ

は男性、女性とありますけれども、これを何歳、何歳と考えたらよろしいですか。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 青木村の平均寿命ということでございますが、

平成22年のデータでいきますと、男性が81.4歳、女性におきましては86.9歳ということに

なってございます。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） この年齢、この年というのは、大体長野県下全体を見渡してみてどの

ぐらいの辺に位置するのか、わかりましたらお願いします。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 議員さんがおっしゃったように、当時のデー

タでいきますと長野県は日本一ということになっておりますが、青木村の男性におきまして

は、県内では13位、また全国では27位という好位置に位置してございます。また、女性に

おきましては、県内では一応54位ということでございますが、この54位ということでござ

いますが、そこはやはり女性の長野県の平均が87.18歳に比べますと、本当に近い数字とい
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うことでございますので、青木村は大変健康である村であるというふうに考えております。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） この中にはラポートの皆さんも入っていますか。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 入ってございます。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） こういう点から見ても、青木村も頑張っておるわけでございますが、

もう一歩頑張らなくちゃないけないなと、こんな感じもするわけであります。 

  この長寿の要因というものは、課長、どんなふうに考えておりますか。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 長寿の関係でございますが、やはり健康な体

づくり、また、食生活におけるやはり食べ物の関係ですかね、栄養の関係が大変重要である

だろうというふうに考えております。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 非常にこれからも長い目で考えなければいけないわけでございますけ

れども、先日いろいろとこうやって調べてみますと、昔から高血圧というような病気が若干

減ってきたというようにも聞いておるわけでございますけれども、とにかく元気で働く高齢

者でなければいけない。それから、なおまた野菜の摂取量が非常に多くなってきておる。そ

れから、もう一つは、関係者による指導、推進力である。それから、あるいは保健医療、こ

ういうような活動の充実というものが、こういう長寿と大きく結びついておるというふうに

聞いておるわけであります。 

  そこで、この知事の本の中にも書いてありますし、私も考えてまいりましたけれども、や

はりやる人がいて、その人がどんどんと進めてくれると、こういうような社会でなければい

けないというふうに私思うわけでございますが、そういうようなところには保健師さんも一

応ずっと入っておるわけでございますけれども、村の組織として今対応しておりますところ

の食生活改善推進員、それからもう一つは保健補導員さん、こういうような組織が県的に見

ても非常に業務としてはすばらしい仕事だと、こういうふうに私は聞いておるわけでありま

す。村全体のことを考えても、全国の平均の人員よりも青木村の構成する人の比率ですね、

人の比率というか、例えば推進員だとかそれから補導員だとか、こういう人が青木村の場合

には比率が高いと、こういう話も聞いておるわけであります。その辺はどうですか、花見住
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民課長。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 健康長寿の基礎を築いているということで、

やはり保健補導員さん、食生活改善推進員さんの活動は、大変青木村においては目覚ましい

ものがあると思っております。また、推進に当たりましては、当然私どもの保健師の指導の

もと頑張っているところでございますが、やはり保健補導員さんにつきましては、各地域で

任期が終わり次の方にバトンタッチするという関係の中で、なるべく多くの広い皆さんが保

健指導員さんになっていただきまして、地域全体が保健補導員になるというような気持ちで

頑張っているところでございます。それがやはり健康長寿の秘訣にもなるのかなというふう

に考えております。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 村長にお伺いします。 

  今、保健補導員だとか、それから食生活改善推進員だとかというような話も出たわけであ

りますけれども、非常に地元、末端でこういうような皆さんが活躍されておるというふうに

私は聞いておるわけでありますけれども、長寿の村にこれからも進めていくとするならば、

こういうような推進員だとか補導員の皆さんをもう少し充実をして対応していくということ

も必要ではないかと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） データの話でありますけれども、健康寿命と平均寿命の間で10歳の差

があるというふうに言われております。青木村はもっと短いのかなというふうに思いますけ

れども、今御質問ありましたように、高齢者がいつまでも元気で働くということは、村民の

皆さんの幸せの一番頂点にある項目ではないかというふうに思っております。 

  私は、青木村の場合はこういった皆さん、あるいは個人個人、あるいは今お話しし、御質

問にありましたような組織のほかに、元気な理由としては、やっぱり農業だろうというふう

に思っているんですよ。春先になりますとお年寄りの皆さん、高齢者の皆さん、本当に元気

になりますよね。苗を植える、あるいは種をまく、あの時期になると喜々として元気になる。

そういう農業に、野菜の摂取量も含めて、農業が一つ元気にしていると。 

  それから、もう一つは、私も長く外におりました。東京の夏は正直いって人の住むような

状況ではありませんと、ここにいれば思うんですよ。そういうような気候、湿度とか気温と

か、そういうようなことも含めまして、青木村の元気のもとはそこだろうというふうに思っ
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ております。 

  御質問の保健補導員、そして食改の皆さんへの充実でありますけれども、私もいろいろな

会で参画をさせていただいたり食事を一緒にさせていただいております。いろいろな工夫を

されておられたり、ボランティア活動もしていただいております。いろいろこの皆さんには

研修を受けていただくとか、そういう面でさらにグレードを上げるようなことで応援をして

まいりたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 先ほど花見住民福祉課長からは、なかなかこういうような皆さんにな

り手がなくて困ると、こういうような話があったわけでございます。全くそのとおりだとい

うふうに私思いますけれども、どうか、この辺についてはどんなことをしてでも村のために

頑張ってもらうように、そういうような施策を期待をしております。よろしくお願いします。 

  それから、沓掛教育長さんにお伺いをしたいと思います。 

  小学校、中学校、学校給食あります。ほとんど自校給食でございまして、自分のところで

食事の用意をして食べさせると。保育園もそうですけれども、そういう状況がありまして、

これは食育という面から考えますと、非常に私はすばらしい内容だというふうに考えており

ます。 

  多分、小学校には栄養士じゃなくて栄養教諭というような先生がお一人おるかもしれませ

んし、こういうような中で、小さいときから食育教育をきちんととにかくやってもらうと。

こういうような点から、将来的には青木村の村民の長寿につながるというふうに私は考えて

おるわけでございます。そんな点について教育長からお伺いをします。 

○議長（小林和雄君） 沓掛教育長。 

○教育長（沓掛英明君） おっしゃるとおりだと思います。あおきっ子教育ポイント５か条、

これ改定されましたが、前からその第１条に、早寝早起き朝ご飯、これが盛り込まれており

まして、その朝ご飯運動は昨年ちょうど３月に文部科学大臣表彰を受けました。青木村の朝

御飯摂取率はほぼ100％ということでありまして、この青木村の生活スローガンの大事な一

つとして、食育はこれからも大事に位置づけていきたいと思っております。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） ぜひ保育園の時代からこういう食育ということについては教育をお願

いしまして、頑張ってほしいというふうに考えております。 

  それから、もう一つは健康診断の充実ということでございまして、人間ドック等いろいろ
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あるわけでありますけれども、この席でなくて別の資料の中にも載っておりますけれども、

健康診断だとか、それから個別の診断があるわけでございますが、この受診率と、問題ある

いは課題がありましたらお伺いをします。 

○議長（小林和雄君） 宮澤住民福祉課長補佐。 

○住民福祉課課長補佐兼地域包括支援センター長（宮澤章子君） お答えします。 

  特定健診に関しましては、県内ではちょっと平均を下回っている状況が現在ございます。

特に40歳から50歳代の男性が少ないというような状況があります。結果につきましては、

中性脂肪値が高い方が多かったり、血圧の高い男性が多いというような結果が得られており

ます。 

  それから、がん検診につきましては、各種がん検診行っておりますけれども、受診率につ

いてはおおむね県平均を上回っております。受診者数も、ほぼ横ばいから微増、微減傾向に

あるという状況でございます。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） だんだんと伸びていくかと思いましたけれども、ちょっと残念でござ

います。早期治療ということが非常に私は大事だと思いますので、どんどんとひとつ村民の

皆さんに勧めてもらいまして、しっかりと推進ができるように期待を申し上げております。 

  それから、先日もお伺いした経過があるわけでありますけれども、非常に病気の内容が変

わってきた。佐久総合病院の若月先生のときには、とにかく高血圧と、こういうようなこと

でございまして、減塩対策をもう前面に出して進めてきたというようなことも聞いておるわ

けであります。先日もちょっと宮澤保健師さんといろいろとお話をしてみても、やはり病気

の原因は塩であると、こういうようなお話も聞いておるわけであります。 

  そんな点から考えまして、非常に一つ一つこうやって考えれば、本当に物が食べられない

というようなことにも考えられるわけでありますけれども、どうかそういうような嫌なこと

をどんどんと村民の皆さんに言っていただきながら、やはり健康を保ちながら長寿な村を築

き上げてほしいというふうに、私は考えておるわけであります。 

  進め方としては、村長、どんなように考えておられるか、お伺いします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 健康寿命、平均寿命については、御案内のお話、御質問の中であった

とおりでありまして、ワースト１の青森県からは視察が数多く来ているというふうに伺って
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おります。 

  私のスローガンも元気で豊かな青木村でありまして、元気が村民の幸福の一番頂点にある

というふうに思っております。健康にするには減塩のほかに、先ほど御質問いただきました

ような健康診断、早期発見、早期治療もありますし、さまざまな組み合わせの中で生きがい

を持った長寿の村にしてまいりたいと思っております。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） これで一応終了しますけれども、どうか健康には十分留意をされて元

気な村づくりを期待をしております。よろしくお願いします。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員の一般質問は終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 宮 下 壽 章 君 

○議長（小林和雄君） 続いて、２番、宮下壽章議員の登壇をお願いします。 

  宮下議員。 

〔２番 宮下壽章君 登壇〕 

○２番（宮下壽章君） ２番、宮下壽章でございます。 

  通告に基づきまして２問の御質問をさせていただくわけでございますが、村長、担当課長

さんの御答弁をよろしくお願いいたします。 

  冒頭に当たりまして、先ほどの富治議員、それからまた、村長の冒頭の挨拶の中にもあり

ましたけれども、熊本それから大分での震災、そういったことで亡くなられた方が49名、そ

れから、そのほかにいまだに行方不明の方がおるということを聞いております。それから、

負傷された方々も多く残っておりますけれども、特に住宅をなくされて避難所生活をされて

いる方がかなり多くいらっしゃいますので、そういった方々の一日も早く復興されることを

望むとともに、お悔やみ、それからまたお見舞いを申し上げたいと思います。 

  それから、ここ数日間、ずっと東京都の知事問題で大分舛添さんの話でテレビ報道、それ

ぞれがかなり盛り上がっておるわけでございますけれども、政治と金、それからまた、昨年

も池田町の町長さんの報道の件についてですけれども、我々議員も、それから村長、それか

ら役場の職員の皆さんも、村民の皆さんから信頼されるような行動をとっていかなければな

らないなというふうに痛切に思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 
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  私の質問第１問ですけれども、業務継続計画、ＢＣＰについてということで質問させてい

ただくわけですが、先ほど富治議員、堀内議員のほうからも質問されておった中で、かなり

の点がダブっておるかと思いますけれども、通告いたしましたこともございますのでお答え

いただきたいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

  3.11の東日本大震災で甚大な被害が起きて、まだその傷も癒やされてないうちに今回の

熊本、それから大分での震度７の地震が２回も起きたということで、甚大な被害が出たわけ

でございます。 

  青木村を取り巻いても東西南北方々で、東北での先ほどの大震災、それから新潟での大震

災、それから県内でも栄村、それから最近では白馬村、小谷村という地震、こういったこと

から非常に懸念されるのは、今後、東海地震や松本地域での午伏寺断層を近くに控えた青木

村も一層、いつそういう事態になるかわかりません。 

  そういったことから、今までの青木村での災害は、これから梅雨時期を迎えるわけですけ

れども、夏に向かって起こる水害が一番今までは多く考えられます。青木村の降水量は非常

に少ないわけでございまして、日本で一番少ないのは山梨県の北杜市だというふうに聞いて

おります。それから、２番目に少ないのが当青木村ということだそうですので、年間の降水

量からいきますと700から800ミリぐらいということだそうです。そういう通常が少ない降

雨量の中で今の青木村の河川でありますけれども、多く水の、九州のほうの川はいつも災害

が起きておりまして、かなりの水量が流れるようなふうに自然からなってきておりますが、

青木村の場合はそういう水害というか水量が多く流れるということはめったにありませんの

で、40ミリの雨が降ってもかなり河川がふえる状況にあります。そういうことで起きる水害。 

  それからまた一昨年ですけれども、これは50年に一度とかということで言われましたけれ

ども、大雪に見舞われたというような被害もあったわけですけれども、先ほど村長も提起さ

れましたハザードマップ、平成26年にできたハザードマップを見ましても、木立公民館とか

ああいう河川に近いところ、そういったところで問題とされる箇所は何カ所もあります。水

害を想定した土砂災害等の対策は、今のところ先ほどお答えいただいたようになされている

かと思うわけでございますけれども、地震対策関係としてですが、このたびの熊本、大分の

ように被害が出まして、よくテレビ等でコメントされておりましたけれども、こんな揺れは

初めてだと。東北のときもそういうコメントが流れておりました。 

  日本はどこに住んでいても、一昨日、その断層からここ30年ぐらいの間に起きる危険性が

あるというのはマップとして示されておりましたけれども、日本中どこに住んでいても、安
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全な場所はないというふうに考えなければいけないなと思っております。もともと日本は地

震国だというふうに言われておったわけでございますけれども、青木村も先ほど申し上げま

したように、四方が過去に地震の起きた地域に囲まれているということで、常にやはり念頭

に置かなければいけないなと思っております。 

  通常避難場所として挙げられて、よく皆さん避難しているのは、小・中学校の体育館です

とか、それから青木村の場合はそういう文化会館ですとか、それから総合体育館というふう

に挙げられると思いますけれども、それらの場所の耐震を含めた対策はどうなっておるか、

ちょっとお聞かせいただければありがたいです。 

○議長（小林和雄君） 井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） ただいまの御質問の関係ですけれど

も、まず、耐震については建築基準法なるものがございます。これは昭和56年に、その当時

の宮城県沖の地震等を経て大幅に改正がされまして現在の新基準法を定めた、そのような流

れになっております。ですので、現在はその基準法に基づいて耐震診断ですとか補強工事等

がされるという現状でございます。 

  村の施設で、今おっしゃられました小・中学校、文化会館、総合体育館にちょっと限定を

させていただきたいと思いますが、まず、小学校につきましてはもう既に新建築基準法以後

の建物ですので問題はございません。それから、中学校についてですが、一部教室と、それ

から体育館がそれ以前の基準に基づいたものであったもので、耐震診断をしまして補強工事

を全て終了させております。あわせて文化会館、それから体育館もやはり基準法前のもので

ございましたので、診断をした上で補強工事、耐震工事を進めて終了させている状況でござ

います。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 中学校の体育館も、私がたしか中学１年生のときにできたものでかな

り古いものでございますので、非常に安心とは言っていいのかなというぐらいの年数がたっ

ておる建物だと思います。そういった中で、住民の皆さんが避難されて過ごす場所として、

そういう安心して住めるような場所を提供できるように、日ごろ準備しておいていただけれ

ばありがたいなと思っております。 

  それから、先ほどハザードマップのお話を申し上げたんですが、このハザードマップ、一

番手短なのは各地区の公民館だと思うんですが、各地区の公民館、これ見ますと、やっぱり

土砂における危険性のあるような場所にあるのがほとんどなんですね。それぞれの各地区は
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それぞれの皆さんが便利なために近くに、その区内にみな設置されておるんですが、私の住

む下奈良本の公民館も、滝川から来る川と、それから沓掛側から来る川のところの合流点に

あるわけです。それから、木立公民館もかつての、先ほどの村長の御答弁の中にあった７号

台風のときだと思うんですが、あの辺、あの上流、公民館の上の辺からも家屋が流されて人

的災害があったということがあったわけでございます。そういう各地区の公民館があって、

手っ取り早く逃げられるのは、各地区の公民館かなと思うんです。 

  この各地区の公民館も最近は村のある程度の管理のもとにあって、交流センターですとか

そういう名目になっておるわけですけれども、それぞれの地区の災害避難場所となっており

ます公民館の耐震構造というのは、どういうふうになっていますでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） 地区の公民館につきましては、さか

のぼって大分新しく改築等、新築ですね、建てられた公民館が大分ふえてきております。た

だ、全ての公民館なり、地区によりましても主となる公民館以外にも集会所的なものもござ

います。そこら辺は、先ほどもちょっと申し上げましたが、昭和56年なるものの基準法以前

のものもあると思います。ただ、ここら辺は当然経費もかかりますので、今後において村の

ほうで支援できることはした上で、その地区の公民館なりの耐震化については前向きに検討

させていただきたいと思っております。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） それぞれ村の中でも、先ほど言った文化会館、それから小・中学校、

こういうところは各地区から行くとかなり距離的にもあります。一番先手っ取り早く逃げら

れるのが公民館だということでありますので、そういった公民館のことももう一度見直して

いただきながら、避難場所として安全な場所、安全に使われますように、今後とも御指導い

ただければありがたいなと思っております。 

  次に、先ほどとダブったというお話になりますけれども、災害時の業務継続計画、これ略

せばＢＣＰということですが、これについての質問です。 

  市町村での作成率が全国の県別で鳥取県が１位で100％の各市町村がなされていると。そ

れから、北海道が２番目で90.5％、それから次いで東京が69.4％ということだそうです。

長野県は全国の中で44位で、9.1％ということだそうです、１割にも達していないというこ

とだそうでございます。長野県の77市町村のうちで作成しているのは７市町村ということで

あります。長野市、松本市、岡谷市、須坂市、東御市、安曇野市、それから町の部分では軽
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井沢町ということで、７カ所しかなされていないと。 

  先ほど村長の答弁の中にもありましたけれども、指針はされているということでございま

すけれども、いずれにしてもできない原因としては、作成ノウハウと人材不足が原因とされ

ているんだということでございます。 

  東日本大震災や熊本の地震では、宇土市なんかも初め役所の損壊、階上部が破損し、倒壊

の危険から立ち入り禁止ということでありました。 

  ふだんの役場のほうの業務を見てみますと、一つはこういう紙、書面によるもの、それか

ら最近ではパソコンを使ったような情報システム等の業務となっているわけですけれども、

立ち入り禁止となると全てそういうものが動かせなくなる、それから持ち出せなくなるとい

うことで、機能的には麻痺することが必至ではないかと思うわけでございます。 

  業務継続計画は、庁舎の損壊、それから職員の負傷、それからパソコンなどの情報システ

ム、それから電力や通信などの被害があったことを想定して、限られた人員と設備でどの業

務を優先して住民に提供するかの目標時間や事業を定める計画だというふうに思います。国

では、早期に作成するようにということでありますが、青木村においては、現状の職員数の

中で通常業務のほかにこれらのシステムづくりということは大変だろうと思うわけでござい

ますが、この計画に対してどういうような状況にあるか、お聞かせいただきたいと思うんで

すが。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 今の青木村役場の状況について御質問いただきました。先ほど堀内議

員の中でも少し触れましたけれども、2014年に災害時職員初動マニュアルをつくっており

ます。この中で大規模な地震、風水害が発生した場合には、職員は危機意識を持って対策本

部の設置、情報の収集、的確な避難指示、誘導等の対策を円滑にするためにつくっておりま

す。これは発生時から２日間、48時間を想定いたしまして、初動期に各班別、課別ですけれ

ども、どういうふうにするかというようなこと、一人一人どのようにするかというようなこ

とをやっております。それぞれ職員の責務としてふだんから判断力の養成をしたり、連絡体

制の明確化をしたり、仕事の優先順位ですね、これをどういうふうにするか、その優先順位

をつくったりと、それから情報の収集と連絡をしっかりする。被害者への親切な対応、こう

いうことを想定いたしまして初動マニュアルをつくり、各個人がそれを常に所持している状

況でございます。 

  防災グッズにつきましてはいろいろ持っておりますけれども、私はいざ停電になったとき
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ということで、これはこれを手回しをして充電をして、ライトをつけてラジオを聞いて、な

おかつ、これを携帯電話、スマホに入れるというものを持って、常に机の中に持っておりま

すし、それから、情報優先電話というのがありまして、それを出張する際には必ず持ってお

ります。その際の充電は、こういった携帯のものを持って、これも回せば充電できると。電

池もありますけれども、これがどうも一番確実で長持ちするということで、こういうものを

携帯しております。そのほかグッズもたくさんございますけれども、常に頭に置きつつ、こ

ういうことをしております。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 災害の起きたときには、本当に通常業務とはほかに、職員の皆さんも

非常に大変だと思うわけでございます。村の機能も保持しなければいけない、それから災害

復旧、それから人の見守り、安全ということに心がけなければいけない。それぞれ職員の皆

さんも自分の家庭というのを持ちながらそういったことをこなしていかなければならないの

で、非常に大変かと思うわけでございますが、その辺のところをまたよろしくお願いしたい

と思います。 

  一応内閣府のほうでは、１万人以下の自治体に向けて計画作成ガイドというのをつくった

ということでございます。特に重要とされている項目は、ここに６項目あるんですが、首長

不在時の職務代行順位、それから代替庁舎の特定、電気や水、食料などの確保、それから多

様な通信手段の確保、それから行政情報データのバックアップ、それから非常時優先業務の

順位という、こういう６項目を挙げておるわけですが、それぞれについてちょっと先ほどと

ダブっている点もあろうかと思うんですが、お答えいただきたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 先ほどの初動マニュアルよりは少し踏み込んだ内容をつくらなければ

ならないようになっております。それから、一番私どもがつくっている初動マニュアルとの

違いは、１週間後まで作業の過程をつくりなさいと、こういうことであります。 

  ６項目出されておりますので、項目別に答弁申し上げたいと思います。 

  首長不在の際の明確な代行順位についてでありますけれども、私どもの村は課長の上に参

事制を設けておりますので、私の次は参事、あとは編成順になっております。それから、も

う一つ、私と参事あるいは担当する課長の出張がなるべくダブらないような、そういうこと

も配慮を常にしております。 

  それから、本庁舎が使用できなくなった場合でありますけれども、先ほどの担当課長の答
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弁にもありましたように、役場は比較的新しくて堅固だというふうに思っておりますが、こ

れもいざという場合には、既に耐震化が終わりました文化会館あるいは中学校の職員室等が

比較的新しいものですから、そういうことも代替で考えてございます。 

  ３点目の電気、水、食料等の確保についてでありますが、本来であります役場、災害対策

本部になります役場についてそれぞれの確保をしておりますと同時に、職員には今後３日間

の自分の生きるための水、食料を備蓄しなさい、ロッカーに入れておきなさい、机の中に置

きなさいという指示を出したいと思っております。ちなみに、私は水とか多少の食料、それ

から下着をロッカーに入れております。 

  ４点目は通信手段の確保についてであります。災害時優先電話、ほとんどのところが一般

の携帯とはつながらない場合でも、災害時に優先する電話の制度があります。役場の中にも

携帯として私と参事が常に持っているのと同時に、社会福祉協議会を含めて優先電話を確保

しております。 

  それから、２年前になりますけれども、各地区の公民館に災害優先電話を、これはＮＴＴ

の配慮で無料で設置していただいておりますので、これを活用して情報の交換ができるとい

うことになっております。 

  それから、もう一つ、重要行政データのバックアップについてでありますけれども、これ

は大変大事なことで、今回の熊本地震でも庁舎全体が座屈したようなところもございました。

私どもは常に住民基本台帳、戸籍の関係、上下水道、あるいは税務の関係については、庁外

でも保管できる状況にしてございますが、今後災害協定を結ぶ弥彦村ともこんなことを、一

定の守秘義務とかいろいろ課題はありますけれども、そういうことも議論しておきたいと思

っております。 

  それから、最後になりますけれども、非常時優先業務の優先順位についてであります。こ

れは、発生直後につきましては対策本部の立ち上げ、住民の避難指示、避難所の開設、それ

から各公の施設の被害状況のチェック、それから県とか警察等々への連絡、それから職員の

配置計画、問い合わせ窓口の設置、報道機関の対応等が発生直後に求められる業務でありま

して、３日目まではこれに加えまして、復旧活動の統括、応援要員の要請、それから廃棄物

処理業務、これがプラスされます。１週間になりますと、これにさらに加えまして罹災証明

の発行、戸籍法あるいは住民基本台帳に基づく事務、生活の再建業務、建築業務等々が入っ

てくるわけでございます。 

  それから、もう一つ大事なことは、これもそうなんですけれども、災害時もそうなんです
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が、通常業務もしなければならないという状況が必ずあるわけでありまして、災害事務と同

時に、優先順位もそういうことも踏まえてやらなければならないというふうに思っておりま

す。なかなかこれは実際どういうふうにやるのか、課長たちとも少し議論したんですけれど

も、そのいろいろなパターンが考えられます。たくさんのパターンをつくっておかなければ

なりませんけれども、基本的なものをつくっておいて、作成しておいて、その被害の状況あ

るいは日時の経過とともに、そこはプライオリティをかえたり柔軟な対応が必要だというふ

うに思っております。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 事細かに御説明いただきましたけれども、本当に災害が起きたときは、

住民もしかりですけれどもパニック状態になるわけですね。そういったときにきちんと事前

からそのようなマニュアルなり考え方を持っていればいいんじゃないかなと思うんでござい

ます。 

  通信についても、これまでの災害時、これ役場だけでなく一般の災害のあった場合には

方々から電話がかかってきたりして、固定電話も、それから携帯電話も使用量がかなり増加

するということで使えなくなってきているというのが現状ですね。情報収集も重要でありま

すけれども、停電になったとき、それから電線の断線によるインターネットの不通、それか

らテレビも見られなくなるということで、ほとんどの情報が入ってこなくなっちゃうわけで

ございます。村民の安否確認はどう把握するのか、また、二次災害の発生防止はどう考えて

おくか、大変な作業かと思いますけれども、起こってからでは間に合いませんので、できる

範囲内で対処をお願いしたいと思います。 

  次に、２問目の質問に入らせていただきますけれども、青木村の農業の今後についてでご

ざいます。 

  単刀直入に村長に伺いますけれども、村長は東京農大で学んできたということでございま

すが、今の青木村の農業の今後のあり方についてどう考えているか、ちょっとお聞きしたい

と思います。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 私ごとでありますけれども、設立125周年を迎えた農学を専門に扱う

日本で唯一の大学であります農大に学べたことは、誇りだというふうに思っております。大

学は実学主義というのを教育理念としておりまして、歴史と伝統のあるこの学校で学べたと

いうことは、青木村の、農業を軸足とする青木村と私にとりまして、この見方、考え方、解
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決する方法、こういうことを教えてくれた原点だというふうに思っております。 

  それから、今の農業、今の青木村の農業についてでありますけれども、全村民の、あるい

は全家庭の多くは農業にかかわっているわけであります。先ほど堀内議員の中でも答弁申し

上げましたように、生きがいにもなっている、長寿の原点の一つであるというふうにも思っ

ております。こういうことで、農業が持っている多面的なものはすばらしいものがあるとい

うふうに思います。 

  今後の農業のあり方でありますけれども、六次産業とか道の駅とかいろいろありまして、

いろいろさまざまな分野と密接にした農業、これを核として、農業を核として青木村の発展

軸を形成してまいりたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 農業における状況、非常に厳しい状況でございます。米などの穀類、

それから花卉、果樹、野菜、それから菌茸などが青木村で生産されておるわけですが、どの

品目を見ましても、農産物の取引価格というのが非常に低迷しておる現状でございます。 

  私も菌茸栽培を30年余り行ってきたわけでございますけれども、始めたころはエノキ栽培

が非常に盛んでありました。青木村の生産されている供出、前は供出、供出と言っていまし

たけれども、出荷されるお米の販売額より、生産者が菌茸の場合は26軒、最高であったとい

うふうに記憶しておりますが、米の販売額を菌だけ、当時はエノキだったんですが、上回っ

ておりました。そのぐらいキノコ栽培も盛んであったわけでございますけれども、採算の合

う農業は、生産される品目にもあると思うわけでございます。 

  それから、もう一つは販売方法ということも考えなければいけないと思うんです。先ほど

村長の答弁の中にありましたけれども、六次産業化、それからまた道の駅等での直接生産者

の販売ということも考えられるわけでございます。以前は、ほとんどの農家の皆さんは農産

物をお金にかえる手段としましては、生産されたものは全て農協を経由して市場への流れが

主体であったわけですが、最近は生産者の皆さんが、直接自主流通というものが多くなって

いるように見受けられるわけでございます。花においてもいろいろそうなんですが、リンゴ

を見ましても、ほとんどのリンゴ生産者の方々は個人発送で毎年注文いただけるリンゴを消

費者の方のほうへ送っているというのが多いです。それから、リンゴの木のオーナー制度と

か、お米も東北や新潟、富山などでよく見られるんですが、個人向けの自主流通を行ってお

ります。 

  また、農産物を乾燥などして加工して付加価値をつける、そういうことが非常に多くなっ
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ているわけですが、今現在の青木村の農業の実態というものを、そういう流通面、それから

そういうことから見まして、どういうふうに把握されているか、ちょっとお聞かせいただけ

れば。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 青木村の農業についてでありますけれども、系統出荷をされている方

が、今までは村の中心でありましたけれども、最近では個々に流通をしている、あるいは工

夫をしてインターネット等で販売をされている方もおられます。また、はぜかけ米などにし

まして、付加価値を高めていらっしゃる方もいます。 

  ここ一、二年の話なんですけれども、六次産業ということが言いはやされました。これを

受けて青木村でも個人、グループ、こういったことをやる方もふえてまいりました。議会の

皆さんの応援をいただきましてフロンティア補助金、六次産業フロンティア補助金をつけま

してこういった方々を応援しているんですけれども、乾燥野菜のグループ等の皆さんに関心

をいただいておりますので、活動いただいておりますので、こういった関心が高まっている

なというふうに思っております。 

  行政としてもリンゴのオーナー制度、あるいはふるさと便、あるいはふるさと納税のお返

し等に村の農産物あるいは加工品を積極的に活用させていただいているところでございます。 

  今後は、いろいろ課題はありますけれども、関係する皆さんの御協力をいただきまして、

タチアカネ、芽子にんにく等々、儲かる農業といいましょうか、生きがいのとれる農業、そ

ういうことを目指してまいりたいというふうに思っております。 

  そういう中でありますけれども、少し私どもも、いろいろ農業に関して世の中の動きを敏

感に察知しなければならないなということがあります。いろいろ農産物直売場、あるいは道

の駅を歩くと、たくさんの六次加工品が出ておりますので、そういったことも勉強していか

なければならないなというふうに思っております。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 付加価値をつけた出荷体制、販売、そういうことを心がけていかなけ

ればいけないんですが、今村長のお話のほうでも、芽子にんにくというお話も出ましたけれ

ども、にんにくというのも非常にその土地が荒れるんですね、つくった場合に。だから、連

作がなかなか難しい作物ですね。薬用ニンジンと同じように、やっぱり土の成分が物すごく

荒れる。だから転作がきかないということでありますので、その辺、そういうこともやはり

今後考えていかなければいけないなと思うんです。 
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  それから、各地にある農産物直売所での販売ということですけれども、生産者と消費者が

直結した売り場としては非常によい方向だなというふうに思っております。 

  また、青木農産物直売所は株式会社として再スタートしたということでございますが、そ

して、高機能拠点化プロジェクトとして直売所の規模がほぼ倍の広さということで生まれか

わる計画が、現在進行しております。 

  しかし、ちょっと１点心配されることは、現在の売り場面積から見て倍になる、その中で、

今現状でも地元産の物がかなり少なく、市場からの物が多いという状況が見受けられるんで

すが、今後、市場対応というのは最小限にしていただいて地場産の農産物を販売していただ

くのが直売所の役割だというふうに私は思っております。最近、ＪＡで指導していただく人

材を確保したということでございますが、要は、生産する体制というより生産する人材をど

う確保していくかということにあろうかと思うんですが、その辺はどう考えておられるか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 今の農産物直売所に地場産が少ないというのは、全く私もそのとおり

だというふうに思っております。今回の連休見ましても、夕方近くなると、地元のものは非

常に少なくなっているということも実感しております。私も時間があるとあそこに寄って、

日々そういう四季折々チェックをさせていただいておりますが、御質問のあったとおりであ

ります。 

  これからたくさんの方に道の駅に来ていただくには、何か特徴を持った道の駅にする、特

徴というのはハード。ハードといいましょうか、建物ではなくてその中身、その中に農産物

あるいは加工品の中に青木村らしい、あるいは青木村だけしかないような特徴のある物をつ

くっていかなければならないというふうに思っております。これは、今おっしゃったように

生産する人材でありますけれども、ここで生産する人材を倍にふやすということはなかなか

至難のわざでございます。青木村の人たち、出荷する組合の皆さんには、いろいろ研修会を

したり勉強会を現地でやったり、いろいろなことをやっておりますけれども、若い人たちが

来てという状況はなかなかすぐにはならないわけであります。いろいろ刺激をその皆さんに

は持っていただいて、こちらから与えて、感じていただいて、そういうものをふやしていく

ことが大事だと思っています。 

  そういう意味でヘッドハンティングをしたわけですけれども、そういう人たち、その人た

ちにも期待いたしますし、どうしても足りない分には、やむを得ない緊急避難措置として近

隣の地区からも出荷してもらうような体制も考えていかなければ、当面、至急にはならない
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かというふうに思っております。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 私も何年か直売所のほうの役員させていただいたわけですが、生産者

の皆さんが持ってくる、その生産者を見ますと、ほとんどが高齢者なんですね。若い人たち

と農業というのがなかなか結びついていかない。これが今のところの青木の現状かなという。

もうちょっと若い人たちにも農業というのに目を向けていただいて、青木村は農村でありま

すので、農業の活性化のために御尽力いただければありがたいなと思っております。 

  村長と建設産業課長も取締役として運営に今度携わっていただいておりますけれども、世

間からも注目されるような直売所にしていただきたいなというふうに私は願っております。 

  農業も価格の低迷や後継者の問題もあり、また、遊休耕作地が増加しております。私も村

長へ以前からお願いしております下奈良本の原地籍の件ですけれども、有機栽培、それから

無農薬栽培を目指す人たちが何人か、耕作希望として手を挙げてきておるような現状でござ

いますが、下奈良本の原地籍が青木村の農産物の拠点になればというふうに、私は本当に思

っております。あのような土地、土壌も非常によく、立地条件も非常にいい場所ですので、

何とか区画整備、それから道路整備等、費用面でも本当に道路整備なんかについては非常に

大変かと思うわけでございますが、今後のためにどのようなふうに進めていっていただいた

らよいか、お考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 原地籍については宮下議員にもいろいろ御指導いただいておりまして、

感謝を申し上げたいというふうに思っております。 

  今、従来つくられておられた方、それから無農薬あるいは有機栽培を取り組む皆さんと分

担して再生していただきました農地を、今つくっているわけでございます。本当に私も現地

に何回か行ってみて、青木村に１団地としては最後に残されたすばらしいところだなという

ふうに、いろいろな面で思っております。いろいろな可能性を秘めているということで、こ

の地域ですから、ワインブトウの栽培をしてくれる方がいればということで東御のほうにお

願いいたしまして２回ほど見てきていただいておりますが、その後の進展はございません。 

  ここをどういうふうに売り込むか、いろいろ新聞を見てみますと、大手の企業が、農業以

外の大手の企業が、農業あるいは農業経営、あるいは農業栽培に進出したという記事を読み

まして、ある人の御紹介をいただきまして、日本でも最大手のコンビニに出かけていろいろ

話を聞いてまいりました。目からうろこでありました。経営者は20歳代しか相手にしません。
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というのは、10年後その農業がどういうふうになるか、10年後、いわゆる10年以降農業を

してくれる人しか相手にしませんというお話でありました。目からうろこでありました。言

われればそのとおりですけれども、青木村でも帰ってきてそういうような人に少し当たって

みましたけれども、20代で農業を志す人は少なかったり、少ない人にもなかなかハードルが

高いというお話でうまくいきませんでしたけれども、少し世の中の動きを敏感に感じて勉強

しながら、この地籍を大事にしていきたいというふうに思っております。 

  なお、御質問いただきましたハード面で応援でありますけれども、ファンキーシャトーの

ときにも少しお話しした経緯がございますので、そういうようなことを参考にしながら、前

向きに応援体制を考えていきたいというふうに思います。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 村長に丁寧な御答弁をいただいたわけですが、本当に今のお話じゃな

いんですが、20歳代でなければ相手にしないというようなこともあります。先ほども私のほ

うからも言ったんですが、やはり若い後継者が育ってくれればいいなというのを、日ごろか

ら思っているわけです。恐らくこれから区画整備とかいろいろ国・県のお金を使っていく中

ででも、きちんとした耕作者がいなければ、やはり国・県もお金を出してこないと思うんで

すね。１年か２年でまた放り出すようなことになっちゃうと、これはやった価値もないわけ

でございますので、そういったこともやはり耕作者というのも、一つは一番大事に、固める

には大事なことかなと思いますので、また今後とも御相談いただいたり、いろいろ御指導い

ただければありがたいなと思っております。 

  直売所等において通年を通しての出荷体制、それから多種にわたる品目を取り寄せてもら

えるような、そして生産者が何よりも潤っていただかなければいけないわけでございますの

で、そういった直売所であってほしいなというふうに、私は願っております。 

  それから、加工組合のほうですが、今現状、新しい梅はこれからとられるわけですが、梅

が非常に不足しておるということで、一番の目玉でありますみかえり漬けの生産に非常に苦

慮されているという現状があるわけですけれども、そういったことも考えながら、今後の農

業の見直しをお願い申し上げまして、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員の一般質問は終了しました。 

  ここで暫時休憩いたしたいと思いますが、10時45分まで休憩といたします。 
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休憩 午前１０時３５分 

 

再開 午前１０時４５分 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 片 山 順 雄 君 

○議長（小林和雄君） それでは、続いて、４番、片山順雄議員の登壇をお願いします。 

  片山議員。 

〔４番 片山順雄君 登壇〕 

○４番（片山順雄君） 私は今回、青木村に震度７の地震が発生した場合の対応についてとい

うことでお伺いしていきます。 

  その前に、同じような質問が私も含め４人から出ていますが、この辺は改めて御答弁のほ

う、よろしくお願いいたします。また、村長、教育長、担当課長、それぞれの御答弁をよろ

しくお願いいたします。 

  熊本地震が発生し、約２カ月になります。震災に遭われた方々、亡くなられた方々に、改

めてお見舞いとお悔やみを申し上げます。また、一日も早い復旧・復興をお祈りするところ

でございます。 

  天災は忘れたころにやってくる、この言葉は寺田寅彦によるとされる有名な警句でありま

す。災害は突然、人間の都合に関係なく起きます。最近の新聞にも、地震災害、豪雨災害等

災害について、これらの対策、対応について、また先日は、日本全国の震度６以上の発生確

率を見直したことが記事になっていました。災害前の対策、災害後の対応についてあれこれ

と書かれていますが、100％完全に防ぐことはできません。また、完全にもとの姿に復旧す

ることもできないのですが、少しでも防ぐことができ、一日も早い復旧・復興ができるよう

にと私なりに考えました。 

  そこで、今回はあえて災害後の、特に地震においての対策、対応についてお聞きしていき

ます。 

  まず、防災マップ、ハザードマップの使われ方と村民の防災意識についてお伺いしていき

ます。 

  マップ、これの使い方と実態をどう見ているのか。大方の人は災害の起こる前、災害の後、
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このマップを見てどうしたらよいのかよくわからなかったと言っていました。今はしまい忘

れて、どこにあるのかわからないのが実情だと思います。 

  防災は行政の役割という考えが当たり前という人が多く見えます。また、危険区域に堤防

をつくるのは行政の仕事、浸水、土砂災害、警戒区域に対策を講ずるハザードマップで示す

のも行政の仕事、避難の必要があれば、防災無線等で知らせてくれるのも行政と思っている、

これら自分の命を守ることに対する態勢が失われ、災害加護的状態が大きく、自分で避難す

る意識が少なくなっていると、過去に災害があったところではよく言われます。 

  この辺も含め、防災マップ、ハザードマップの活用と村民の方の防災意識の持ち方につい

てどう考えているか、まずお聞きします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 御質問の趣旨は、災害の際の自助についてのお話かというふうに理解

いたしました。 

  青木村のハザードマップは２つあるわけでございまして、洪水ハザードマップは平成19年

７月に発行したもので、浦野川が氾濫した場合の状況と避難場所を示したものでございます。

土砂災害ハザードマップは、各地区ごとの土砂災害発生のおそれがある地域を示した図でご

ざいますして、各戸に配布いたしまして注意を喚起しております。また、道の駅、小学校に

もこの地図を、外でありますけれども不特定多数の人が見られるようにやっております。ま

た、子供たちもあそこを見てみますと、小学校の特に下校のとき、あそこで何人か固まって

いろいろと話をしてみると、子供たちの教育の一助にもなっているんだというふうに思って

おります。 

  地区によっては公民館に掲示をしていただいておりますけれども、長い間私どもの災害は、

非常に幸いにして災害のない村でございますので、こういったことに対しては非常に意識が

薄い、自助については意識が薄いんじゃないかという心配をしております。こういう中では

ありますけれども、４年前の洞の水害の際の教訓を受けて、あの地区の皆さんは非常にこの

ことについては熱心にされておられまして、勉強会を何回もしたり、あるいは群馬大学から

先生に来ていただいて、避難の方法あるいは雨量をはかる方法、自分ではかる方法等を勉強

をしてこういうふうになっております。台風雨量などの災害に直結する情報は、情報電話を

通じて事細かに雨量計が最近してありますので、各地区の雨量の状況を、情報電話で原則と

して１時間ごとに情報を出しております。 

  それと、そのハザードマップの使い方でありますけれども、新築家屋をする人は自分で見
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てくる人がまあまあおられますね、かなりおられるというか、あります。私どもからも提示

をいたしますけれども、自分ちは土地があるんだけれども、ここかここか、どっちがいいで

すかねというふうなことを言ってこられる方もいらっしゃいますので、ある程度浸透してい

るかなというふうに思っております。 

  災害の際の共助、それから公のほうと、共のほうと共助がありますけれども、自助につい

てもしっかりしていただくようなことも、いろいろこの場を通してお訴えをしてまいりたい

と考えております。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） 次に、非常時の対策、対応についてということでお伺いします。 

  そうかといっても、土砂崩れや洪水、地滑り、地震、噴火、あるいは台風、竜巻などさま

ざまなリスクをかけ合わせていくと、災害列島と言われる日本の国土全体において、安全に

住める土地がほとんどないとさえ言われているのが日本ですが、今この土地から逃げ出すわ

けにはいきません。この青木村は近年、土砂災害、水害もほとんどなく、地震の被害につい

ても過去歴史的には被害の記録がないところです。もちろん火山についてもありません。だ

からといって、寺田寅彦の言葉ではないが、いつ何どき災害があるかわかりません。特に地

震については天気予報のような予知もないので、こういったときどうすればよいのかという

ことです。言いかえれば、損害等リスクを完全に排除することはできないので、どのように

してリスクを受け入れていくのかが実践的だと思います。行政側は立場上そうはいきません。 

  そこで、まず、村民が思っていること、期待していることについて一部申し上げると、先

ほど宮下議員からも出ていましたが、各区の公民館の耐震化、また公共施設等の耐震化も含

めてですが、耐震化がどうか。それから、避難所となっているところの収容人数の確認、ト

イレの数、備品等について。それから、非常食、水等、寝具、薬などなど、区との連携はど

うかといったこと。それから、例えば殿戸区の人が、いざというときに細谷等へは避難がで

きるのかといったことの周知。それから、年配者、ひとり暮らし、体の不自由の方々等、避

難に難しい人の対応、避難経路の問題。それから、各区ごとでの避難訓練について等々。こ

ういったことを村民の方々から聞かれます。 

  ５月15日の信毎には、自主防災揺らいだ熊本と大きく報じられています。内容は、災害時

の避難誘導や救助のために町内会などが任意でつくる自主防災組織が、発生時に機能しない

例が見られたとあります。こういった組織は全国の多くの地域で立ち上げが進んでおり、カ

バーされている世帯の割合は81％に上っているということですが、専門家の人たちは、形だ
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けの組織に陥らないよう、かなめとなって動かすリーダーの育成や、構成者が日ごろから訓

練なり意思疎通を密にする必要性が大事と言っています。みんな自分の身を守るのが精いっ

ぱいで、救助などの活動は一切できなかったと、自主防災組織の会長さんがコメントしてい

ました。救急法や消火器の使用、炊き出しなどの講習訓練を年四、五回重ねてきたが、こん

なに大きな地震が来ると思っておらず、差し迫った感覚がなかったため頭が回らなかったと

も報じられていました。 

  地震の規模にもよりますが、長野県の白馬村、小谷村の神城断層地震のとき、白馬村では

住民の意思疎通がふだんから図られ、村内の自助と村民の共通認識があったため、死亡者が

出なかったと報じられていました。 

  私はこういったことも踏まえ、どこまで踏み込んだ訓練が必要か考えることと、先ほど申

し上げた村民の方々の意思疎通を図り、事前対策の訓練、また災害時を想定した訓練が必要

と考えます。こういった訓練などのことについてはどうでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 災害、特に地震の災害発生は、大きな地震は直前まで予想できないわ

けであります。そういうことから、防災、減災、最近では復興を早くする、確実にする縮災

という言葉も今回から使われております。こういった考え方に基づいて、私どもいろいろ行

政を担当していかなければならないと考えております。 

  都会で起こった、例えば阪神・淡路の例を見てみますと、コミュニティ活動が盛んだった

場所、例えばもちつきだとか地区の何とかバーベキュー大会だとか、そういうようなところ

が非常に救助も早かった、復旧も早かったというふうに報じられております。 

  村内でも行政あるいは議員の皆さんの御協力をいただいて、９月には３年前から防災訓練

を始めました。区によっては地域支え合いを中心に、図上でありますけれども、防災訓練を

しているところもあります。その区の単位、私は、今御質問もありましたように、区という

のは非常にコミュニティの歴史のあるコミュニティをつくり上げて築造してありますので、

こういった区単位でするのが最も効果のある方法ではないかというふうに考えております。

こういうことを進めながら、行政としても社会福祉協議会としても、日赤奉仕団としても応

援をして、そういったことを一生懸命やっていただくような機運の醸成をしていければと考

えております。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） 次に、ライフライン、インフラ関係の耐震化等についてお伺いします。 
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  今回の熊本地震では、九州電力の水力発電所のダムが決壊しました。また、道路、橋、水

道関係も数多く壊れ、人の命も奪い、また、通行もできなくなっていました。青木村のダム、

ため池、道路、橋の耐震化、老朽化等の検討、そこには当然電気、水道、し尿処理場等も含

まれますが、そういった点検はどうか。 

  また、河川の湾曲した内側の堆積した土砂の取り除き、鉄砲水のときにこういったものが

あると堤防が壊されやすいということですが、特に私の見ている中では、沓掛川のほうに土

砂がたまっているところが多く見えるようですが、そういったことを事前に取り除いておく

必要があると思いますが、この辺、事前にできるものはどうでしょうか。その対策等はどう

お考えでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） それでは、インフラ整備の関係、個

別にちょっと申し上げていきたいと思います。 

  まず、下水道関係の処理施設につきましては、長寿命化計画なるものをつくった上で年々

進めているところでございます。 

  それから、滝川ダムの関係は毎年点検を実施しております。 

  それから、ため池につきましても村内何カ所かありますが、平成25年で一応実施済みでご

ざいます。 

  それから、道路につきましては、県道、国道、主要道路に関してですが、これも平成26年

度に実施をしてあります。 

  それから、橋梁についてですが、これは５年に一度点検等の義務づけがされております。

ことしは村内の全橋梁の点検をする年ということで行います。その中で修繕等の問題があれ

ば、今後予算化をして修繕をしていく予定でございます。 

  それから最後、川の関係になりますけれども、河床整備、これは当然県のほうへ要望した

中で実施はしております。ちなみに、昨年度は田沢、湯川のほうを実施していただきました。

ただ、今議員がおっしゃいます沓掛川のほうは、今後も県のほうへ要望を継続していきたい

と思います。 

  ただ、最後ですが、各地区でこの要望なるものを、翌年度の要望箇所の要望をしておりま

す。２年ほど前からこの地区要望につきましては、現地のほうへ行って実際に現場を見る中

で、各地区で災害等、壊れた箇所ですとか今後という危険性のあるところについては、それ

ぞれ予算化をして翌年度の予算のほうに計上をする中で、今後も進めていきたいと思ってお
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ります。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） ありがとうございました。 

  次に、避難所等の非常時の対策についてお伺いします。 

  実際に大きな災害が起きてしまったときには、今回の熊本地震、神城断層の白馬、小谷村

の地震、3.11、3.12のときも、同じ問題点がニュースになっています。その中で食料、飲

料水、トイレットペーパー、毛布等の物資もそうですが、そのほかに避難場所の確保、仮設

住宅、仮設トイレの数、それから風呂、更衣室等の不足が必ず出てきます。また、この中に

は廃棄物の置き場、同じですが、災害時のごみの置き場、解体したものの置き場所等、今回

の熊本地震でも、まだそのほかにテント泊、車中泊がありましたが、そういったものも含め

て、こういったときの場所の確保は十分できているのかどうか、その辺をお伺いします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 大災害が発生した場合、今までの例ですと、最低限３日間は自力で生

きるすべが必要だと、準備が必要だというふうに言われてございます。資材等準備について

は、御質問のとおりでございます。 

  私は一番は飲料水が最も最優先される。命を守る、その次に飲料水の提供、確保が一番大

事だというふうに思っております。１日１人３リッターというふうに、最低限３リッターと

言われております。青木村には24時間駆動すれば4,500人に３リッターの水が提供できる浄

水器を一昨年確保いたしました。井戸については幾つかの家庭でもありますけれども、道の

駅に県に掘削していただきまして井戸を用意してございます。そういうことで、とりあえず

水については確保できるだろうというふうに思っております。 

  それからもう一つ、先ほどから何回も言いますように自助についてもお願いしたいという

ことで、非常時の持ち出し、そういう中には今御質問にありましたような品々を、自分のこ

と、体調あるいは自分のことを含めてお願いをしてまいりたいというふうに、行政側でもそ

れなりにしますけれども、まずは自分でということをお願いしてまいりたいというふうに思

っております。 

  仮設住宅の用地あるいは廃棄物処理等につきましては、グラウンドなど仮設住宅含めて村

が保有している広大な土地、一定程度の土地がありますので、そういったところを活用して

まいりたいと考えております。 
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○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） 今の御答弁の、大体土地は、ほぼなから間に合いそうだという理解で

いいですか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 災害の規模が、1,750戸ある村が、全てこれが例えば壊滅した場合に

間に合うかというと、とても間に合う状況にはございません。そういうときはそれぞれ安全

な場所を選んで、畑とか道路敷のいいところ、そういうのを保障してまいりますけれども、

当面考えられるものにつきましては今言った場所で対応してまいりたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） ありがとうございました。 

  次に、関係機関との体制についてということで、これも同僚議員が先ほど２人ほど質問さ

れている内容とほとんど変わらないと思いますが、改めて質問させていただきます。 

  村長はいろいろな企業、団体等、また、埼玉県の坂戸、新潟県の弥彦村等の他行政とも積

極的に災害援助協定を結ばれていることは、私も承知しています。 

  そこで、改めて、地元消防団、自衛隊、病院、コンビニ、村営バスなどもかかわってくる

かと思いますが、ガソリンスタンド、レンタル業者、建設業者、アパート業者、プロパンガ

スは提携されているということですが、あとラポートあおき、日赤ボランティア等々、ほか

にまだどこまで考えているのかということと、病院については、村には診療所１軒のみで収

容者も限定されるわけですが、ほかの病院のお考え。それから、道の駅、ふるさと公園の使

い方。ちょっと余分なところにいきますが、また、医師とか薬について、これは県でも大規

模災害時の医療救護、傷病者の搬送、医薬品の供給体制を見直すという、２月の県議会での

一般質問の中で答弁していましたけれども、こういったことを見直すということでございま

す。そういったことも含めた関係機関との災害時の体制について、再度御質問します。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） いろいろ災害が想定されますし、それから被害の状況についても、さ

まざまなことを考えておかなければならないというふうに思っております。 

  災害発生時、それから１日目、３日目、１週間、それぞれ援助してくれる機関、内容等々

も変わってきますので、いろいろなことを考えてそういった機関と協定を結ぶ、あるいは話

をしておくということが大事であります。 

  今それぞれ、先ほども前の議員さんで御答弁申し上げましたような災害援助協定あるいは
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相互協定を結んでおりますけれども、もう少し食料に関して結んでおく必要があるかなと。

コンビニとかそういうようなところとしておきたいなと。 

  それから、もう一つは、電気の関係、電気の復旧の関係ですね。これも埼玉県の電気業協

会に投げかけてというふうに今やっておりますけれども、それから、もう一つは水道ですね、

水道の復旧、これも災害協定を結んでおく必要があると。だから、ライフラインというのは

やっぱり生き伸びるための最低限、今御質問にありましたようなことをもう少しやっていか

なければならないというふうに思っております。 

  それから、医療とか医薬品等の支援体制でありますけれども、上小地域包括医療協議会な

るものがありまして、年４回ほどこの会議がございます。メンバーは、医師会、歯科医師会、

薬剤師会、看護師会、社会福祉協議会、県、市町村で構成されるメンバーでございまして、

青木村の社会福祉協議会も応分の負担をして参加をさせていただいております。こういう中

で医薬品等の備蓄もするということになっておりまして、多少ではありますけれども、蓄え

もある中でこれを担当しております。 

  それから、防災機能を持った公園、ふるさと公園もありますし、それから今度開所します

道の駅にも、そういった防災機能を持ったことを、防災体制を整備していきたいというふう

に考えております。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） ありがとうございました。 

  次に、子供たちのスクールカウンセラー的なことですが、精神的ケアについてお伺いしま

す。 

  学校、保育園等も、災害時には避難所になることも予想されます。こういったとき子供た

ちは村外、県外へ避難される人も出てきます。休校による授業のおくれや地震での精神的シ

ョックを受けた子供たちの心のケアも課題です。こういったことへの考え方、対応はどうお

考えになっていますか。 

○議長（小林和雄君） 沓掛教育長。 

○教育長（沓掛英明君） 児童・生徒の心のケアについてでありますが、これは村で雇用して

いるスクールカウンセラーがいるために、これまで把握してきた児童・生徒理解の上に立っ

てきめの細かい対応ができると考えております。もちろん状況によっては長野県教育委員会

からの援助もあわせて考えていく必要もあろうかと思っています。 

  次に、できるだけ早く授業のできる教室を確保して、一日も早い授業の再開を目指してい
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くことが最も重要だというふうに思います。学校が正常に機能するということは、地域を元

気にすることにつながるというふうに思っているからであります。いずれにしましても学校

というのは地域文化の中心でありますので、その自覚を持って、冷静に信念を持って粛々と

対応するということが重要と認識しております。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） ありがとうございました。 

  次に、各区の公民館の屋根を利用した太陽光発電は、ということでお伺いします。 

  各区の公民館も避難所という想定になっていますが、公民館には非常用も考えて、行政主

導でこういった太陽光発電を設置する考えはどうでしょうか。飯田市では、公共建物に太陽

光発電の設置を、飯田市で進めています。今回の熊本地震でも、電気がなく長期にわたり不

便を強いられたとのこと、携帯電話の充電すらできず困ったと報じられていましたが、この

辺のお考えはありましょうか、お聞きします。 

○議長（小林和雄君） 井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） 各地区の公民館の屋根に太陽光とい

うことでございますが、村の中でも公共施設、小学校、それから図書館等になりますけれど

も、既に太陽光の発電を始めております。要は災害時にいかに電力が使えるかということに

なりますと、やはり太陽光だけではだめで、それを蓄積する蓄電するシステムが必要になる

かと思います。それから、各地区の公民館、実際に太陽光が乗るかどうか、強度的なことを

含めて総合的に判断する必要がありますので、ちょっと今後の課題かと思っております。 

  ただ、電源だけに関して申し上げますと、各地区にガスボンベ式の自家発電機が１台ずつ

配備はしてございます。これは１回に２本のガスボンベを使うんですけれども、１時間ない

し２時間は連続運転が可能ということで、これもありますので、緊急的な電源とすればこう

いうものを利用し、先ほど村長も言いましたけれども、いろんなグッズ等も出ておりますの

で、そこら辺も複合的に利用する中で電源の確保をしていただければと思っております。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） ありがとうございます。 

  住民の方は、意外とこの太陽光発電に関心があります。できれば前向きな検討をお願いし

ておきたいと思います。 

  次に、恐縮でございますが、業務継続計画ＢＣＰについて、また同じ御答弁をいただくこ

とになると思いますが、よろしくお願いします。 
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  ５月４日の信毎の記事に災害時業務計画、県内４市町のみと報じられていました。これに

は県内77市町村のうち７市町という表現で出ていました。全国平均36.5％を大きく下回っ

たことが書いてありました。７市町ということは、当然、青木は入っていないということで

すが、先ほどは御答弁の中に既に取りかかっているというようにお聞きもしていますが、こ

れについて詳しい内容と今後村として業務継続計画ＢＣＰについてどう対応していくのか、

もう一度御答弁をお願いします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） こういった意識を全職員が共有するということは大事なことでありま

す。先ほど申し上げましたように災害時の職員初動マニュアルをつくった、2014年につく

ったばかりではありますけれども、少し国がマニュアルを出した昨年度のものと比べると少

し足りない部分がありますので、ここは補強して国のガイドラインに沿った業務継続計画を

策定してまいりたいというふうに思っております。 

  一番は、うちは48時間しか考えておりませんでした、２日間しか考えていなかったんです

けれども、やはり熊本の状況等々見ますと、１週間から10日ぐらいの作業を想定したこの計

画は、震度７が２回来るようなことを考えると必要ではないかというふうに思っております。 

  ６項目、国からは大きく私どもには示されておりまして、首長不在の際の円滑な代表順位

及び職員の参集体制について、２つ目は本庁舎が使用できなくなった場合の代替庁舎の特定、

それから電気、水、食料等の確保ということで、これは特に災害時の本部職員のことも含め

て停電に備えた非常用の発電機、燃料、水、食料等々の確保ということでございます。それ

から、孤立すると、災害対策本部が孤立するということも考えなさいと、こういうことでご

ざいます。それから、災害時にもつながりやすい多様な通信手段ということで、青木村の場

合には防災優先とか、あるいは衛星電話とか、衛星電話は２台ございます、こういったこと

で情報の収集、発信、連絡がとれるようなことを考えております。そのほか重要な行政のデ

ータのバックアップということで、被災者に罹災証明を出すにしても税の証明を出すにして

も、本当にこの人が青木村の住民かということ、あるいは証明書、あるいは確認するにもバ

ックデータがないと、いわゆる庁舎の中から取り出せないというような状況も十分今回の熊

本でもありましたように、これは災害時の被災者の支援のため、あるいは住民対応のため、

行政のデータバックをちゃんと確保するということが不可欠なことであります。それから、

非常時優先業務の整理ということで、非常時に優先すべき業務、それから各部門がケース別

に業務をするような体制、こういったことが求められております。 
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  それから、もう一つは、先ほど申し上げましたように、御答弁申し上げましたが、この非

常時のときも常日ごろしている常時の業務もあるという前提で、これを考えておかなければ

ならないということでございます。これは、マニュアルにはなかったかと思いますけれども、

私はそう思っております。 

  いずれにしても、最優先については住民の命を守る、今回の場合のように二次災害を防ぐ、

こういった視点のもとにこういった業務継続計画を策定してまいりたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） ありがとうございました。 

  次に、青木村の土砂災害の危険区域に指定されている山林の実態、今後の計画、または対

策についてお聞きしていきます。 

  以前から私は山のことについて、例えば松くい虫、樹種転換、山の手入れ、バイオマス発

電、山の日の制定にかかわる青木村としての考え方等をお聞きしてきましたが、今回は危険

区域の防災林について伺います。 

  まず、村として青木村の山の実態把握、特に防災機能的にどうかということです。 

  この青木村の地形は山地災害、特に地震による土砂山崩れ、大雨による土砂山崩れ、土石

流、洪水が懸念されます。こういったことから強い防災林をつくって、少しでも災害から守

ることができればと考えます。 

  そこで、私は専門家でもなく知らないことも多くありましたので、過日、辰野町にお住ま

いの元信州大学農学部教授、山寺喜成さんのところへ訪ねていきました。この先生は元信州

大学教授の農学博士、専門は山地防災学、緑化工学、自然修復・再生学を専門としています。

この先生は地方創生への提言として、美しい山村をつくる方法、災害から山村を守る方法の

手引をつくり、農山村を災害から守る会を立ち上げ、こういった事業を行っている専門家の

方です。ここでは細かいことは申し上げませんが、お話を聞いたり、施工現場を案内してい

ただきましたが、やはりこういった防災林にするには、最初から目的に沿った山林づくりを

していかなければいけないものと教えられました。ただ山に木を植えさえしておけばいいも

のではなく、災害の生じやすいところの調査の仕方があり、崩壊危険箇所の特定、原因を見

つけ、そこに対応した樹種の植林をするなど、いろいろ教えていただきました。 

  平成18年７月19日の豪雨により、この辰野町澤底で大きな土石流が発生、このときは岡

谷でも死者が出たときです、大きな被害があり、辰野町から依頼された調査に入ったとのこ

と。先生は以前からこのことについて町に提言をしてきたのですが、なかなか聞いてくれな
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かったが、ようやく納得してくれたとのことです。先日も今回の熊本市へ、依頼があり調査

してきたり、長野県内、近県へ出かけることが多いそうです。青木村としてもこういった山

の状態、状況、危険区域の山林についても、こういった専門家の先生に調査してもらったら

と考えますが、この辺はどうでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 森林の果たす多面的な機能は、今お話しいただいたとおりでございま

す。災害に対する抑制という意味では、大変大きな役割を今までも担ってきていただいてい

るところでございます。御質問にありましたような、地形とか地質によって樹種を変えたり

計画的に災害を抑制するという考え方は、私どもも当然そのとおりだと思いますし、今後も

専門家の意見を聞いてやっていかなければならないというふうに思っております。 

  青木村の場合には、その８割を占める山林の中には個人林もありますけれども、共有林も

多くありますし、それから国有林もあるわけであります。こういった方々の理解をいただき

ながら、長期的な計画の中で山の手入れ等々保全をしていく必要があると思います。山づく

りについては大変長期的な時間もかかります。 

  そういうことと、それからもう一つ、日常的には財産組合、全体から見ればわずかな面積

ではありますけれども山に毎月監視活動に入っている、財産組合の中に常設委員がありまし

て、毎月パトロールをしていただいております。そんな状況とか、森林組合の皆さんはプロ

中のプロで、常時山に入っております。それから、国有林も村内には一部ありまして、こう

いった東信管理事務所、森林の管理事務所がありますので、こういったいろいろな専門の皆

さんの意見を聞く、あるいは日常的なパトロールの中で山に入った状況の中で、大きな変化

があれば情報、データ等いただく、こんなことを考えながら今御質問の趣旨に沿ったことを

進めてまいりたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） ありがとうございました。 

  次に、青木村の災害に対する回復力、復活力、抵抗力ということについてお聞きしていき

ます。 

  室﨑益輝神戸大学名誉教授は、大地震が連続した例は過去にある、安易に想定外と言うべ

きではない、過去の教訓を生かし切れてないというお話をしていました。しかし、災害があ

った後は、必ずこういったコメントなり話が出てきますが、いかにこういった自然災害に人

間が対処していけるのか、その災害において猛威やリスクをどうやったら低減できるのかは、
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自治体行政を含めて考え、対策は講じていなければいけないと思います。 

  被害やその復興のあり方には、震災に対する備えがあるかないかによって、その後の対応

に大きな違いが出てくると考えます。自然災害において、その猛威やリスクを減らせるかど

うかは、その地域、この青木村ですが、回復力、復活力、抵抗力、これは物理学用語で言う

とレジリエンスと言うそうです、この言葉は、最近は医学、それから災害学でも使われてい

るということですが、要は、災害学では災害時の問題解決能力というようなことから、その

回復力、復活力、抵抗力といった意味で使っていると、専門の本に書いてありました、そう

いったものが青木村としてどの程度あるものかといった、そういった考え方についてはどの

ようにお考えされているか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 御質問の回復力、復活力、抵抗力、私は今の御質問をお聞きして、そ

の防災力、減災力、縮災力というふうに置きかえてもいいのかなというふうに思いました。

これは再三申し上げましたように、この３つにつきましては、そういう観点で今までもそれ

ぞれの業務をしておりますし、今後もしなければならないというふうに思っております。今

のその３つの力も参考にさせていただきたいというふうに思います。 

  災害リスクの低減、それから災害に対する備えについてでありますけれども、青木村の57

平方キロですね、この力を全て一口に言うのはなかなか難しいわけでありますけれども、青

木村の持っている山林というのは、県内では平均的な状況ではないかというふうに思ってお

ります。表土は浅い、したがって保水能力はない、それから、松など大木の根の張り方が弱

い、そういった特徴があるので、そういうことを注意しながらそういう対応をしていかなけ

ればならないというふうに思っております。 

  それからもう一つ、地名で、あるいは伝承されて、昔ここは土砂災害が起きた場所だと。

例えば当郷には押出という地区がありますけれども、これは古い人の話では、昔土砂災害が

あって押し出された場所だというふうに言う方もいらっしゃいます。それから、地質学者あ

るいは専門家で言うと、青木村でも少し押し出されたような箇所があるよという話を聞いて

おりますので、そういうことも注意しながらいかなければならない対応の一つというふうに

思います。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） ありがとうございました。 

  それでは、次ですが、いま一度防災体制の点検をということでお聞きしていきます。 



－94－ 

  慶応大学の教授の片山善博さんが鳥取県の知事をしていた、務めていたときのお話が、以

前新聞の記事に出ていました。この内容は、防災計画や災害発生時の対応マニュアルの点検

と見直しのことです。例えば、食料を供給するのは専ら県の責任であるが、そのことについ

てその当時の地域の防災計画震災対策編にどう書いてあったかといえば、県は農林水産省の

出先機関を通じて精米を調達するとあり、これでは、被災地は電気、ガス、水道もないのに

どうしろというのかというところです。 

  そこで、早速その当時の知事は、弁当の仕出し業者の組合と協議し、大震災のときには県

内の被災していない地域業者から優先的に弁当を届けてもらう旨の協定を結ぶことにし、食

料以外の物資についても、例えば建設業協会との間でも、災害時には建設資材や仮設トイレ

などを優先的に回してもらうことを取り決めておいたため、被災直後に大きく役立ったと言

っていました。 

  また、専門家の知見をかりることも重要だとも言っています。それは、このとき専門家、

この鳥取県の地震空白地を地権者にもう一度見てもらったところ、空白地のほうが地震の発

生の可能性が断然高いという判断をされたということで、そこでその空白地で震災訓練を行

っておいたところ、その３カ月後に、想定どおりの場所、想定どおりの震度の地震が発生し

たとのこと。これはまれなことかと思いますが、こういったことも考え、今まで同じような

ことも質問していますが、これらも踏まえ、青木村で震度７の地震があったとしたら、この

辺の対策、対応についてはどうでしょうか。もう一度、点検、見直しの必要があるかと思い

ます。 

  ５月27日の信毎の記事によると、県は地震備蓄体制の見直しへと出ていました。この細か

い内容は別として、大まかな内容は医薬品などの備蓄体制を見直すというものですが、青木

村もほかの物資等も含めた点検、見直しはどうでしょうか。同じようなことの質問ですが、

もう一度御回答をお願いします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 今まで９点、10点にわたりまして、震災について、熊本の震災を受け

ての御質問をいただいてまいりました。その中でそれぞれ答弁をさせていただきましたけれ

ども、もう一度ということでございますので、総括して答弁をさせていただきたいと思いま

す。 

  申し上げましたように、やらなければならないことは山積しております。今後もそうです

けれども、優先順位をつけてやらなければならない。一番は人の命を守るということだろう
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というふうに思っております。守った命を、例えば避難所に来た方々についての対応、その

次には、２番目は、その２つ目でありますけれども、いずれにしても人の命をどうやって守

るかということを主眼に、まずはしていくことであります。建築の関係、道路の関係、飲料

水の関係等々含めて、そういうことが一番先に求められることではないかというふうに思い

ます。 

  限られた予算、限られた職員の中でありますけれども、住民の皆さん初め議員の皆さん、

それから社協、消防団、いろいろ関係の皆さんの協力をいただいて、こういったことをして

まいりたいというふうに思います。 

  それと、役場がするハード面の話も含め、今まで言いましたように、災害協定を結ぶ箇所

をふやしていきたいというふうに考えております。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） ありがとうございました。 

  質問はこれで終わりますが、最後に、地球が生まれて約46億年、この間各種災害や地殻変

動は当たり前に起こってきたものです。今ここでこれをどうするかでなく、こういったとき

どう対処していくかが大事ではないでしょうか。天変地異は当たり前のこと、災害に遭って

しまったときには災害をいかに受け入れていくか、そしていかに復興していくかが大事です。

一日も早くもとの生活に戻れるかが一番大事だと考えます。防災、減災、復興等のいつ起こ

るかわからないことを想定し、対策、対応を考えることは非常に難しく大変ですが、何もし

ておかないわけにはいきません。震度７の地震があったらと考え、もう一度防災について見

直し、点検することも大事だという思いで、いろいろお聞きしてきました。 

  私が質問してきたことが取り越し苦労で終わることを祈って、私の一般質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（小林和雄君） 片山議員の一般質問は終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 沓 掛 計 三 君 

○議長（小林和雄君） 続いて、３番、沓掛計三議員の登壇をお願いします。 

  沓掛議員。 

〔３番 沓掛計三君 登壇〕 
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○３番（沓掛計三君） ３番、沓掛でございます。 

  質問を行いますので、よろしくお願いします。 

  今回は松くい虫対応についてということで質問を通告してありますので、一問一答という

ことでお願いいたします。 

  ここ数年、他市町村からすると、松枯れが青木村の場合は少なかったというように私は感

じておりました。ですが、最近標高の高い地域にも拡大してきたように見えます。青木村で

も入田、田沢地区、下奈良本地区で目立つようになってきました。今まで空中散布によるマ

ダラカミキリの駆除の効果が出ていたのではないのかなという感じを、私は持っております。

今後、この駆除対策についてお聞きしていくわけでございます。 

  その前に私も、青木村の山林の多くは赤松林が多く占めております。秋には村の特産品と

してマツタケも多くとれ、直売所等についても多くのお客さんでにぎわいます。また、治山

治水の役割も果たしているのが山林の一つの役目かと考えております。 

  私もこの地区、村松地区におりましたけれども、赤松林の多くは植栽されております。私

ももう40年ほど村松地区で暮らしておりますけれども、その当時はもう大分松も切られた中

で、植栽のほうがかなり進んでおりました。どうしても区のほうでその当時は山人足という

ような義務を課せられていたわけでございますけれども、これについては地ならし、植樹、

夏の暑い時期の下草刈り、五、六年はかかります。それから、枝打ちする木、間伐等ありま

すけれども、これで20何年かかるわけですけれども、それで、ある程度生育して、それから

もう既に40年ぐらいたってきているかと思います。 

  現在は木材の単価が安くてなかなか利益が上がらないというのが現状でございますけれど

も、過去には先人の皆さんですか、山を本当に大切にした中で、その木を売ることによって

水道水の布設の負担金、また事業等を行っていく、また公民館の建設等についても、その中

から資金を出してきたということで、大切な財産ということで守ってきたものでございます。 

  その木が今では松くい虫によって徐々に本当に枯れていってしまうというような状況を見

ますと、何とか抑えることできないのかなということが、私の思うところでございます。 

  きょうは建設課長さん、事務担当の係長さん等いませんが、きょうは何か国の会計検査で、

松くい虫対策についての国の会計検査を県庁で受けているようでございますけれども、この

松くい虫に対してはいろいろな方法論の松くい虫対策ございますけれども、いろいろな、薬

剤散布等賛否両論が多いため、村長、課長さん、それぞれの立場でもってのお答えで結構で

すので、よろしくお願いいたします。 
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  ちょっと前置きが長くなりましたけれども、質問に入らさせていただきます。 

  現在、上田市と中心として上小管内の松くい虫、筑北も含めてもそうですけれども、かな

りの被害が出てきております。隣接している川西関係もかなりもう出てきておりますけれど

も、この拡大の推移というのは、村のほうではどんなような状況で入ってくるのかどうか、

ここら辺のところを、担当課長さんいればいいんですけれども、村長さんにお答えできれば

と思います。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 担当課長が、今御質問の中にありましたような状況で欠席をしており

ますが、よろしくお願いいたします。 

  松くい虫の駆除は、私も村の大きな行政課題の一つであるというふうに思っております。

現在、上田市を中心とした松くい虫の被害状況について、まず答弁させていただきたいと思

いますが、平成26年の状況でございます。 

  長野県では全国第２位、県内では上小地域が１位でございます。数字を申し上げますと２

万4,491立方ということで、県下の32％を占めております。管内の市町村別では、上田市が

１万8,859立米、東御が2,331立米、長和が2,009立米、私ども青木村は1,292立米でござい

ます。管内全体では横ばいでございましたが、平成24年から25年は増加傾向となり、26年

は若干減ったかなというふうに思っております。青木村では21年度から24年度まで減少傾

向にあったわけですが、25年度から再び増加傾向にありました。特にことしは森林組合の皆

さんの一見した感じではありますけれども、２割ぐらいふえていないかなというようなこと

もおっしゃっております。気象状況によるというふうに思いますけれども、温暖化によりま

して、今後青木村あるいは青木村の周辺の被害は拡大していく方向ではないかというふうに

危惧をいたしております。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 確かに拡大傾向なのかなという、特にこの時期になってくると、松の

松枯れがかなり見えてきております。植樹展開している岡部のほうへも見えてきているよう

な感じを持っておりますので、これからふえてくるのかなと思います。 

  この松くい虫の被害が出ている各市町村ですけれども、この駆除対策についてどんな方法

をとっているのか、現時点で各市町村の方法等、おわかりになりましたらお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 平成26年の状況で答弁させていただきますが、上田市では、被害量が
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約１万9,000立米に対しまして、伐倒駆除が9,500、地上薬剤散布が22.2ヘクタール、樹幹

注入が154本、樹種転換が7.7ヘクタール、伐倒駆除については被害量の50％程度しかでき

ていない状況でございます。 

  東御市では、被害量が約2,300、伐倒駆除が2,050立米、樹幹注入が63、被害量の88％を

伐倒駆除で処理しております。 

  長和町では、被害量約2,000立米に対しまして、伐倒が1,000立米で、被害量の50％の駆

除でございます。 

  坂城町でありますけれども、伐倒駆除733立米、特別防除と言いまして空中散布ですね、

有人の空中散布については25ヘクタール、無人ヘリによる地上散布が４ヘクタールというこ

とでございます。それから、薬剤の防除による効果検証事業も実施しているというふうに伺

っております。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 各町村とも本当に苦慮しているのが現状かと思います。これ全体やる

にはとてつもない経費が必要ですけれども、青木村の伐倒駆除も、空中散布が今やれない状

況といいますか、断念している状況でございますけれども、伐倒駆除、樹種転換で、この５

年間ぐらいの事業の内容の中で、その中の事業費についてですけれども、補助金、自主財源、

概数でいいですけれども、大体どの程度やってきているのか、もし数字的なものでおわかり

になれば。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 青木村での伐倒駆除等々の５年間の事業量の状況について答弁させて

いただきます。 

  青木村では５年間大きく分けまして、伐倒駆除、樹幹注入、地上薬剤散布、樹種転換、こ

の４種類で対応させていただいております。まず、伐倒駆除につきましては、５年間で事業

量が5,577立米、事業費で１億3,156万4,000円、うち補助金が7,650万7,000円、村費が

5,505万5,000円といった状況でございます。もう少し詳細に申し上げますと、樹幹注入で

は５年間で380本、事業料で935万円、その内訳は、補助金が240万円、村費が約700万円で

ございます。四捨五入しているので、ちょっと数字のトータルの合わないところがあるかと

思いますが。地上の薬剤散布では、５年間で36ヘクタール、事業費で560万、補助金が300

万、村費が260万円でございます。樹種転換は５年間で20.1ヘクタール、事業費6,100万円、

そのうち補助金が4,100万円、村費が約2,000万円でございます。トータルで申し上げます
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と２億円、５年間のトータルは２億756万4,000円で、うち補助金が１億2,341万1,000円、

村費が8,415万3,000円でございます。 

  さらに、せっかくですから、その11年間のトータルもしてみました。この村の投資額は２

億8,000万円余でございます。 

  こういったことで松林を守る努力を、先人たちも、先輩たち含めてやってきております。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） かなりの財源を使ってはきていて、この小さい村でこの一般財源、こ

れだけの一般財源というのはかなりの重荷になってきているのが現状かと思っております。 

  今後の対策についてですけれども、後追いになると思われる伐倒駆除による効果及び川西、

仁古田地区から東野地区へ進めてきた樹種転換事業等の効果について、特に樹種転換につい

ては被害木のない松林を伐倒してほかの木にしていくわけですけれども、ここら辺の今後の

所有者の意見等の御理解が得られるのかどうか。今後の見通しと駆除による効果、本当に伐

倒駆除等による効果、また樹種転換の効果が本当にあるのかどうか。また、この樹種転換を

進めるに当たって、所有者、もったいないなという気がかなりするかと思いますけれども、

その意見が得られていくのかどうか、ここら辺のところをお聞きします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 樹種転換は、今の御質問の中にもありますように、もったいないとい

いましょうか、松を全て切るわけですよね、そういうところは本当にそれでいいのかなと思

いつつ、それも一つの方法だとは思っております。結論から言うと、被害を減少させる効果

はあるというふうには思っております。 

  しかし、周辺の駆除を行わないところからマツノマダラカミキリが飛び込むということも、

一応あれは大丈夫だというふうに言われておりますけれども、実態としてもう少し伐採を設

ける必要があるんじゃないかというふうにも見受けられる場所もございます。 

  仁古田から殿戸にかけて、これは仁古田の皆さん、殿戸の皆さん、本当にいろいろじくじ

たる思いの中で御協力をいただいて事業を行っているわけですが、当郷、村松と比べて、こ

の夫神、それから連続する細谷、夫神の地区の量が少ないということを見ると、やっぱり伐

倒駆除の効果はあったなというふうに思っております。これも森林組合など専門家の皆さん

に聞いても、伐倒駆除すれば効果があるということを言っております。御質問にありました

ように、山林の地主の合意が大原則であります。 

  それから、もう一つ、伐倒駆除する場合に、材の搬出とかそういったような、あるいは地
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形的な制限も出て制約もありますので、いろいろこれをするにも効果はあると思いつつも、

課題もあるというふうに承知しております。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 今現時点でやる方法論とすれば、そのような方法論しかないのかなと

いう、樹幹注入を幾らやっても全部の木にはできるはずない、こんなの不可能な話ですので、

そこら辺の今対策が主なのかなと思います。 

  空中散布による薬剤防除をやめて、もうかなりの年数たちます。この効果はあったと考え

られると私は思っておりますけれども、もし効果があったと検証されていれば、今後の実施

の考え方はないのかどうか。 

  また、県の林務部で平成23年11月ですか、松くい虫防除のための農薬散布の今後のあり

方について、農薬の空中散布検討連絡協議会と有人ヘリ松くい虫防除検討部会が、約31ペー

ジにわたって、この方法論等いろいろなメリット、デメリット等について出してあります。

空中散布のあり方の検討、空中散布を取り巻く現状、松林を守るための必要性と農薬散布の

位置づけ、今後の農薬散布のあり方等についての文章でございます。この内容を十分精査し

た上での空中散布の検討は、村としてあってもいいのではないかと私は思いますけれども、

ここら辺のところは、村長どう思っているか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 空中散布をやめましてしばらくたつわけでありますけれども、この空

中散布をすべきという御質問いただきましたのは、大変勇気の要る御質問であったというふ

うに思います。 

  本当に明治38年に長崎で最初に発生して、それが延々と昭和56年に長野県でこれの発生

が検証されて、その後広がってきたというふうに思っております。先人たちが守ってきた、

汗水流して長い年月を育んできたその松、これはいろいろな面で効果があるわけであります

ので、一生懸命大事に守っていかなければならないというふうに思います。 

  データを見ますと、青木村で空中散布するかどうかの話なんですけれども、青木村では平

成19年から20年にわたり、年間50ヘクタールほど、最大の際には平成25年に163ヘクタール

で実施されております。 

  そうはいいながらも、今御質問ありましたように、県の指導書を見ますと、空中散布の健

康への影響について大変細かに指示をされております。使用される農薬の安全性について、

それから安全確認の調査の結果については、環境省の定めた生活環境の中の安全性の評価や、
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指導値を大きく下回る濃度で実施されなければならない。そういう中ではありますけれども、

化学物質敏感等感受性の高い人への影響、健康への影響の部分、あるいはこれを解明するこ

とは難しいということを言っておりまして、影響の可能性を否定するということではないと

いうふうに記述しております、言っております。それから、もう一つは、化学的物資の過敏

症等感受性の高い人などから健康への影響等が訴えられることがある、これは肯定をしてお

ります。こういった中で、空中散布との因果関係を容易にすることは困難であるというふう

にも、あわせて言っております。 

  こういうことから十分なこういった化学物質過敏性の高い人等々に対して十分な科学的な

分析調査が得られないために、これを評価すること、空中散布を評価することは難しいとい

うふうに、この報告書の中では言っておりますので、私どもも、実施する、しないについて

は、こういうことを前提として考えていかなければならないというふうに思います。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 確かにそのとおり書いてあるのが現状であります。そのやり方につい

ては、人家から200メートル以上離すとか、朝５時から７時の人の動かない時間帯でやるよ

うなというような、いろいろなやり方の方法論もその中には指摘されているのが現状でござ

います。そこら辺はいろいろな御意見、異論がありますもので、私も余り言えない部分も持

っておりますけれども、そのようなこともまた検討の中でやってもらえればと思います。 

  次に、青木村で今後もし単独で空中散布防除をした場合、事業費について国・県の補助金

は出るんでしょうかね。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 空中散布の事業費、村で今まで行った実績を見ますと、１ヘクタール

当たり６万円というふうに割り算をいたしました。当時、８ヘクタールで460万ほどでござ

いました。補助につきましては、県が４分の３、国・県で４分の３という規定がございます。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 国・県のほうでもまだ補助ができる状況にはあるということでござい

ます。 

  先ほど松くい虫防除対策、空中散布の今後のあり方についてで触れていますけれども、空

中散布による健康被害について心配しているという住民は、今青木村には、これは言いにく

いかわからないけれども、どのぐらいの数、上小管内にいるんでしょうかね。人数的なもの

ですけれども。 
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○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 前回中止をする直前に強く訴えられた方がいるというふうに伺ってお

ります。その数字については、今実施をするということで広く言っておりませんので、特に

反対をされる方がおられませんことから、その数字については承知をいたしてございません。

こういうようなことを、いるという前提で、もしするならば、この健康被害の因果関係につ

いてはリスクマネジメントといいましょうか、いろいろこういった方々への適切な方法を県

では指導をいたしております。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 今、村の松林の占める割合はかなり多いと思います。それと、虫の耐

久性についても、昔は500メートルぐらいまでというのが、今はもう700から800メートル近

くまでそれぞれ抵抗力がついてくる、マツノマダラカミキリが飛ぶわけですけれども、そう

すると、これからもまだまだ広がってくる可能性があるということです。 

  健康被害の問題、これが一番確かに大切なことですけれども、この人たちに丁寧なる説明

をして御理解をしていただきながら、健康被害を及ぼさないような方法での散布対策という

方法論というのはないものですかね。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） その答弁の前に、松くい虫の防除にかかわる空中散布の今の県内の状

況について答弁させていただきたいと思います。 

  有人ヘリと無人ヘリがありまして、今25年が７市町村で260ヘクタール、26年が８市町村

で268ヘクタール、27年で８市町村で268ヘクタールでございます。近隣では、坂城町と千

曲市が、千曲市は125ヘクタール、１年ですね、坂城町が25ヘクタールの有人ヘリ、特別防

除とデータ上はなっておりますけれども、実施しております。無人ヘリにつきましては、市

町村数が、25年が３市町村で合計69ヘクタール、26年は４市町村で98ヘクタール、27年は

４市町村で100ヘクタールの実績をいたしてございます。 

  空中散布をするとしたらという前提で県の指導書等、それから県の指導等を伺っておりま

すので、それについて、それで答弁にかえさせていただきたいと思います。 

  地域住民による詳細な空中散布に関する情報提供と説明責任、それから意見の交換をなる

べくたくさんするようにと、こういうふうに言っております。それから、周辺住民に対して

あらかじめ空中散布の実施計画等詳しい情報提供と意見交換、それから、今まで実施してき

た空中散布による周辺住民への影響の有無、化学物質の感受性の高い体質の住民等の部分、
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これまで健康への影響があったかどうか、それから、空中散布区域との距離によってそれが

どうなったかという把握、それから空中散布が影響を受ける人体に対する可能性を総合的に

評価するということを求められて、指導されております。 

  それから、もう一つ、県の考え方の中で、有人ヘリによる散布の実施区域をできるだけ減

少させて、より危険性の少ない予防対策をしていくことも重要だというふうにも記述してご

ざいます。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） ありがとうございます。 

  村の特産物であるマツタケ、重要な林産物であるとともに、山を守っていただいている経

緯がございます。なかなか外材等の問題もいろいろありますもので、大切に育てていかなけ

ればいけない山であるというふうに考えております。 

  何とかこの松枯れを防ぐ対策ということですけれども、今後、この対策について長期計画

等をこれから立てられていくかと思いますけれども、この中ではどのような位置づけをして

いくのか、そこら辺のところをお願いできますか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 道の駅がリニューアルされまして、ここでもマツタケが目玉商品にな

るわけであります。昨年度の実績ですと、マツタケは1,000万円以上売りました。マツタケ

の波及効果というのは大変大きいわけであります。今長期計画の中での位置づけについて御

質問をされましたけれども、幸いにして、ことし５カ年計画をつくる作業に入りつつござい

ますので、いろいろ住民の皆さんとの懇談会等々ありますので、そういう中でこういったこ

とも議論していただくようにしてまいりたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 最後になりますけれども、この質問については反対者の方や異論者が

かなり多いということで、私、この質問すること自身ちょっと迷ったんですけれども、いず

れにしろどこかで何らかの方法をとっていかなくちゃいけない時期というものがもう来てい

るのではないかなと思っております。 

  私としては、この被害木の後追い処理の伐倒駆除による村の財政を圧迫していくる予算支

出より、長期的に経済的に効果がある空中散布というようなのを、先ほど県の指針等、いろ

いろな人に御理解をいただきながら、今後検討していってもらえればということでございま

す。 
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  これ以上村長さんに聞いても御迷惑になるかと思いますもので、この質問は終わらせてい

ただきますけれども、今後の検討課題としてもらえれば大変よかったです。もし何かありま

したら、お願いします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 御質問の中でも答弁させていただきましたように、松枯れに対して村

では毎年多額の予算を使いながら、この保全に努めているところでございます。しかし、有

人ヘリコプターでするということは、健康被害のことも皆無ではないという厳しい現状も、

一方ではございます。 

  もう一つ、ことしの２月でしたか、農業シンポジウムをしたときに２つのテーマでしまし

た。その１つは、やはり私もこの松くい虫だということで、大きな２つのテーマの１つに、

この松くい虫をテーマにして、県の皆さんから、専門家の皆さんからいろいろ指導を踏まえ

ての講習会もいたしました。その中でも言われておりましたように、やはり青木村だけ守っ

てもだめだと、周辺のところを入れて守らないとというふうに強く言われたことを記憶して

おります。 

  御案内のとおり今、固有名詞を出して大変言いにくいんですけれども、筑北村では大変な

状況でございます。青木村は非常に防除しやすい地形だというふうに、いわゆる３方向を高

い山で囲まれておりますからというふうに思っておりましたけれども、900メートルでも今

後出てくるかもしれないという、海抜ですね、というふうなことを言われますと、筑北村と

の関係では1,000メートル、900メートル、800メートルぐらいのところもあるわけですから、

周辺のところと、こういうところをタックを組んでやらないとというふうに思っております。 

  広域連合の中でもこういうことを話題にしたり、あるいはちょっと坂城の町長さんからお

話もくださいというようなことを言って、有人ヘリのお話をお聞かせくださいというような

ことをやりながら、こういったことに取り組んでいきたいというふうに思っております。 

  それから、もう一つは、もしやるにしても、有人ヘリの場所は最小限にするということも

考えていかなければならないというふうに思っております。場所によっては樹幹注入、ある

いは地上散布、伐倒駆除だけではなくていろいろな方法を組み合わせながらやっていくとい

うことで考えていきたいというふうに思います。主には樹幹注入、地上の散布等々で、ある

いは緩衝帯を設けて防除できれば一番いいことであります。お金は単独費も相当かかります

けれども、こういうことに一生懸命取り組んでいきたいと思いますが、青木村だけではでき

ないので、いろいろ周辺の行政体等々関係の皆さんの御協力をいただきながら、御了解をい
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ただきながら、村民の皆さんへのＰＲをしながら、このことについては一生懸命取り組んで

まいりたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） どうもありがとうございました。 

  松くい虫に対してはこういう現状もあるということを、また村民の皆さんにもわかってい

ただきながら、いろいろな方策をとっていただければと思いますので、よろしくお願いしま

す。どうもありがとうございました。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員の一般質問は終了しました。 

  一般質問の途中ですが、ここで昼食のため午後１時まで休憩とします。午後１時から再開

とします。 

 

休憩 午後 零時０４分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（小林和雄君） 休憩前に引き続き、一般質問を再開いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 居 鶴 貞 美 君 

○議長（小林和雄君） ５番、居鶴貞美議員の登壇をお願いします。 

  居鶴議員。 

〔５番 居鶴貞美君 登壇〕 

○５番（居鶴貞美君） 議席番号５番、居鶴です。 

  通告に従いまして、村長、教育長、担当課長より一問一答方式で答弁をお願いいたします。 

  ４月に熊本・大分地域で震度７の地震が発生いたしました。罹災されました皆様には心か

らお悔やみを申し上げるとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。近年は自然災害

が多発しております。日ごろより防災には十分留意してまいりたいと思います。 

  健康で長寿は人類の永遠のテーマであります。健康寿命日本一の村づくりをつくり上げる

ための方策についてであります。 
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  １項目めとして、健康村づくりについてであります。 

  先ほど堀内議員からもありました。長野県は平均寿命において、男女ともに第１位であり

ます。健康寿命は10番台半ば、男性の場合は16番目ぐらいに位置していると思います。 

  予防対策といたしまして２点についてお聞きをいたします。 

  胃がん対策としてのピロリ菌除菌についてであります。 

  がん死亡におきまして男性は第２位、女性は第３位になっております。年間で12万人が発

症し、約５万人が死亡されております。ピロリ菌の感染者数は6,000万人と推計されており

ます。ヘリコバクター・ピロリとも言われております。このピロリ菌除菌が胃がんに対する

有効な手段だと言われております。 

  住民福祉課長にお聞きをいたします。ピロリ菌除菌費用補助事業についてであります。国

のほうになろうかと思いますが、平成24年度で終了と、このように出ておりました。現在の

状況につきましてお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 青木村におきましては、ピロリ菌の除菌につ

きましての助成制度は、今のところ実施してございません。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ピロリ菌除菌の料金についてお聞きをいたします。 

  自費診療で感染検査と除菌治療ではどのぐらいかかるかということでありますが、保険適

用の場合はおおむね5,000円から6,000円と、このように言われております。ただいまの感

染検査と除菌治療、この場合は大体どのぐらいの費用になるかどうかをお聞きいたします。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） ピロリ菌の検査につきましては幾つかあるわ

けでございますが、ピロリ菌の抗体検査、血液検査、もしくは、あとは尿素呼気テストとい

うこともございます。病院の検査は一般的に簡易ではやはり尿素の呼気テストがあるのかな

という、利用している方がいらっしゃるかと思うんですが、やはりそこら辺を踏まえまして、

検査の関係では大体7,000円ぐらいかと思われます。 

  また、その後の治療、お薬の処方などをしていただく関係もありますが、やはり恐らく３

万円程度かというふうに思っております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 年代別につきましてお聞きをいたしますが、データを見ますと、50歳
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以上が70％以上を占めていると言われておりますが、これは青木村においても同様と考えて

いいのかどうか、お聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 青木村独自では現在データの収集はとってご

ざいませんが、やはり今議員さんがおっしゃったとおり、一般的にはかなりの数値があるか

というふうに思われます。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ピロリ菌検査は15歳以上となっております。15歳と言いますと中学

３年生が対象になります。佐賀県で全中学生３年生にピロリ菌検査を実施したと、このよう

な報道がなされておりました。このピロリ菌、先ほど申し上げたとおり、早ければ早いほど

よろしいんで、中学３年生対象にどうかと、先ほどの佐賀県でありましたので、この点につ

きましてお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） ただいまおっしゃられましたように、佐賀県

のほうでは県を挙げて対応しているということでございます。中３ということで、私のほう

のちょっと資料の関係で、やはり恐らく除菌に係る治療薬は成人用しかないというふうにち

ょっと認識しておりまして、その関係かと思いますが、細かい医学的には、ちょっと申しわ

けございません、そこまでちょっと調べておりませんのでわかりません。 

  なお、服用の関係でございますが、中学生ということでございますが、やはり薬を服用す

るということもございまして、早期にそういうような対策も当然可能性としては大変効果が

あるかというふうにも思いますが、中学３年生と言いますと、やはりもう一つでは、受験を

迎える中で薬の服用ということで、やはり副作用ということも考慮する必要もあるのではな

いかと考えております。今のところ、まだ中学生についてはちょっとまだ検討してございま

せん。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 補助金につきましてお聞きをいたします。 

  次に、高齢者肺炎球菌予防接種をお聞きをするんですが、この予防接種に対しまして個人

負担、現在2,000円になっております。先ほどピロリ菌の関係でおおむね３万円という御回

答をいただいております。その点を踏まえまして、補助金の検討、現在されているのか、今

後されるのかどうか、その点につきましてお聞きをいたします。 
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○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 保険が適用された場合には、やはり標準的に

３割負担ということで対象になるかと思うんですが、やはり検査だけ、ちょっと検査だけ行

うという場合には、やはり自己負担になろうかと思われます。いろんな要件によりましてそ

のような負担が生じるわけでございますけれども、このピロリ菌につきましては、最近やは

りいろいろなお話も聞く中で、今後少し検討の余地があるのかなというふうに認識しており

ます。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 次に、高齢者肺炎球菌の予防接種についてお聞きをいたします。 

  肺炎による死亡者は、男性におきましては第１位、女性におきましては第２位と、このよ

うになっております。今年度を見ますと、対象者は今年度65歳から100歳まで５年刻みにな

っております。希望者に個人通知がされております。今年度の申し込み状況、この点につき

ましてお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 宮澤住民福祉課長補佐。 

○住民福祉課課長補佐兼地域包括支援センター長（宮澤章子君） 今年度、おっしゃるとおり

の年齢層に個人通知をさせていただいております。対象者が362名いらっしゃいますけれど

も、希望される方は直接医療機関のほうに予約をお願いしておりますので、こちらでは今そ

の予約状況ですとか申し込み状況というのは把握していないところでございます。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 村の広報によりますと、ただいまの指定医療機関で個別接種となって

おりますが、指定医療機関はどちらになるかどうか、お聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 宮澤住民福祉課長補佐。 

○住民福祉課課長補佐兼地域包括支援センター長（宮澤章子君） 上小地域で71の医療機関が

ございます。そして、長野県内の相互乗り入れ制度を使っておりまして、その他県内で838

件、計約900の医療機関で受けられるような制度となっております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ただいま65歳、70歳という５年刻みになっているんですが、私の場

合68歳ということで、私みたいな65と70の間とか、そういう人たちの対応というのはどの

ようになるのでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 
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○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 今回、高齢者の肺炎球菌の一応定期接種とい

うことでございまして、国に準じて定期接種を実施しているところでございます。 

  なお、65歳以上で５歳刻みの方がその年度の対象になるということで、一応平成30年ま

でを見越しまして、５年計画で該当する方は一応全員受けていただけるというふうに踏んで

おります。 

  なお、その年齢の間の方につきましては、これは要するに定期接種以外での接種というこ

とになりますので、その場合は予防接種法に基づくものではないということになりますので、

希望者の方につきましては任意予防接種ということになりますので、その予防効果、副反応、

また健康被害救済制度などをよく御理解の上で接種をしていただくということになります。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ただいま30年までというお話がありましたんですが、その30年以降

どういうような接種がなされるかどうか、お聞きいたします。 

○議長（小林和雄君） 宮澤住民福祉課長補佐。 

○住民福祉課課長補佐兼地域包括支援センター長（宮澤章子君） 平成26年10月から定期接

種化されまして、おっしゃったとおり30年度までは５歳刻みの年齢が対象となってまいりま

す。予防接種のガイドラインによりますと、31年度からは65歳になられる方と、あと60か

ら64歳の方で重い障害をお持ちの方に限られていくのかなというふうに記載がされておりま

すので、そう捉えておりますが、現時点では、その後の対象者の方とか方法については詳細

は示されておりません。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 続きまして、学校健診で生活習慣病予防対策についてお聞きをいたし

ます。今度は教育長にお願いしたいと思います。 

  生活習慣病の予防は子供時代からで、小・中学生の健康診断で血液検査を実施して成果が

上がっているということです。当村におきましても、小・中学校で貧血、コレステロール、

中性脂肪が実施されているところでございます。 

  香川県の三木町で14項目を調べて成果が大変に上がっていると、こういう報道がされてお

ります。 

  ただいまの青木村の状況と、この14項目を見まして拡充をされるかどうか、そういうお考

えがあるかどうかをお聞きをいたします。 
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○議長（小林和雄君） 沓掛教育長。 

○教育長（沓掛英明君） 小・中学校ですけれども、10年以上前から、今お話にありましたよ

うに血液検査を行っておりまして、貧血、中性脂肪、それから総コレステロールの検査を実

施しているところであります。中学生は１、２、３年生の全学年、それから小学生は４、５、

６年に実施しております。その金額は村で補助をして、保護者からの特別な申し出がない場

合は全員実施ということになっております。 

  香川県の例も調べてみたんですけれども、この例は中１の希望者のみに実施ということに

なっておりますので、したがって、青木のように全員に薄く網をかけて、必要な児童・生徒

に丁寧に対応することがよいのではないかなと考えております。 

  さらに、青木は、当然ですが、血液検査だけではなくて、医師による内科健診を行ってい

るために、継続した指導が可能であるというふうに認識しております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ただいま村のほうで健診をされておりますが、中に精密検査という、

余りなかったようにも承知してはおりますが、今後でも結構なんですが、説明会とか個別指

導、これにつきましてどのようなお考えを持ちかどうかをお聞きします。 

○議長（小林和雄君） 沓掛教育長。 

○教育長（沓掛英明君） 結果ですけれども、基準値を上回って病院での再検査を呼びかけて

いる生徒というのは、毎年一、二名程度ほど出ているというふうに認識しております。ここ

数年の経過では、医師の指導で生活習慣を改善するということで解決されるという事例があ

りまして、特別な治療ということではないということを承知しております。重篤な例はない

と認識しております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 今度、村長にお聞きをいたしますが、小児生活習慣病予防健診という

のが実施されているようでございますが、これの予算づけについての考えをお聞きをいたし

ます。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 学校の関係については、今教育長が答弁したとおりで、きめ細かくや

っているというふうに承知いたしております。今の小児の生活習慣については、今後、学校

あるいは保育園あるいは医師等の意見を聞いて、また考えていきたいというふうに思います。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 
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○５番（居鶴貞美君） 続きまして、心の病についてお聞きをいたします。村長のほうでお願

いをしたいと思います。 

  広汎性発達障害、これ自閉症と言われているものが主です。それから社会不適応症候群、

これはひきこもりになります。あと鬱病等がありますが、青木村におきまして状況的な把握

はどのように把握されているかどうか、まずお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 事柄の性格上、積極的にこちらがデータをとるというものではござい

ません。そういうことで、相談にあるものとか相談に来られた方については承知いたしてご

ざいますけれども、それぞれ聞いてどうだという判断はしておりませんので、そういった数

字は持ち合わせておりません。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ことしの４月１日から、改正自殺対策基本法というのが施行されてお

ります。青木村において該当というのは私も余りないような感じは受けてはいるんですが、

このように自殺対策基本法というものが制定されましたので、村としてこの法律につきまし

てどのようにお考えかどうかお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） ことしの４月１日から施行ということになりまして、改正された主な

点は、誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現、これが改正のポイントというふうに

聞いております。それから、対策については、保健のみならず医療、福祉、教育、労働、そ

ういった有機的な連携を図るというふうに法律の中では決まっていると承知いたしておりま

す。 

  今後、この法律の中で決められておりますように、県計画が今後策定されるというふうに

期待しておりまして、それを見ながら、私どものこの計画についての是非を判断してまいり

たいと考えております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ただいま村長から御答弁いただいたんですが、この中で自殺対策計画

の策定というものも求められております。ただいま御答弁いただいたと思いますが、この点

につきまして再度お聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 今申し上げましたように、市町村の必須事務ではございませんけれど
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も、望ましいということになっているというふうに承知しております。これもなかなか難し

い、プライベートに入ったり個人情報に入ったり、難しい面もあります。ただいま答弁申し

上げましたように、まず県がつくってくれる、これを上位計画として私どもは考えてまいり

たいと思います。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 住民福祉課長にお聞きをいたします。 

  心の健康相談が当村でも行われております。保健師、精神保健福祉士の方が担当されてお

ります。こちらにつきまして利用状況、この点につきましてお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 宮澤住民福祉課長補佐。 

○住民福祉課課長補佐兼地域包括支援センター長（宮澤章子君） 平成27年度の相談件数は延

べ246件、380人の方の相談を受けさせていただいております。主に精神保健福祉士さんに

対応していただいておりますけれども、必要に応じて保健師が同席、一緒に相談を受けると

いうような形をとっております。面接で80人、その他の訪問、電話等での相談を300人とい

うことで、内訳はそのようになっております。相談者の御本人への相談の支援と、それから

家族の相談支援、また家族間の調整等が必要な方が多くいらっしゃいました。それから、必

要に応じまして医療機関への受診の調整、また受診の同行、それから退院時、それから後の

お家での生活に向けての相談等も入らせていただいておりまして、退院時も継続して相談を

受けているような状況でございます。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） かなりの方が相談されていると、このように思いますが、課題という

か、これをやることによっての成果的なこと、あるいは課題等、何かありましたらお聞きを

いたします。 

○議長（小林和雄君） 宮澤住民福祉課長補佐。 

○住民福祉課課長補佐兼地域包括支援センター長（宮澤章子君） 平成26年度よりの継続相談

者が全体の６割を占めているという状況がございます。平成27年度の新規の方もふえてきて

いる状況があります。先ほど申しましたとおり、相談が大変長期化していく傾向にあります

ので、その相談できる場と悩みを共有して一緒に考えてくれるところがあってよかった、相

談できる人がいてよかったというような声、それから、話を聞いてもらってまた少し頑張れ

るかなというような声もいただいております。ひきこもりがちの方ですとか、高齢者の方の

精神保健にも少しずつ対応させていただいております。ということで、一定の成果は得られ
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てきたかなというところなんですけれども、まだまだ周知が必要かなというふうにも思って

おりますので、気軽に利用していただくために、深刻な相談に限らず、お茶を飲みながら少

しお話ししませんかというようなスタンスでお誘いすることをしています。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 次に、健診についてお聞きいたします。 

  国民医療費、2013年に40兆円を突破したと、このように報道がされております。やはり

この健診の重要性、この数字から見てもおわかりになるというふうに思いますが、まず、住

民福祉課長にお聞きをいたします。 

  今年度も２月までに健診の申し込みがされております。この赤い紙がそうでありますが、

特定健診から歯周疾患検診までにわたって保健補導員に提出と、このようになっております

が、こちらの申し込み状況につきましてお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 宮澤住民福祉課長補佐。 

○住民福祉課課長補佐兼地域包括支援センター長（宮澤章子君） 申し込み状況につきまして

は、昨年度と比較させていただいたところ、いきいき健診、循環器健診はふえておりまして、

特定健診はほぼ横ばいというような状況でございました。それから、がん検診は胃がん検診

が多少、申し込みが10人ぐらいですが、減っておりますけれども、あとの検診につきまして、

大腸、肺がん検診、それから乳房の超音波検診につきましては増加しております。それから、

女性のマンモグラフィ検診、子宮頸がん検診については、ほぼ横ばいといったところでござ

います。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） がん検診におきまして受診率をアップするために、個別に受診を勧め

るコール・リコール、個人受診勧奨制度と言われているものでありますが、長年受診されて

いない方がおいでになろうかと、このように思いますが、この制度を利用されるというのも

ひとつ考えられるところでありますが、この点につきましてお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 宮澤住民福祉課長補佐。 

○住民福祉課課長補佐兼地域包括支援センター長（宮澤章子君） がん検診の受診状況につき

ましては、午前中にもお答えさせていただきましたけれども、長野県の平均と比べると、全

ての検診では上回っておるという状況は今ございます。ただ、これでもちろんいいわけでは

なくて、さらに受診率をアップしていくことは必要だと思っております。そのために、おっ
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しゃるとおり、未受診者に受診を勧奨していくことは一番大事なところかと思います。 

  昨年度、子宮頸がん、それから乳がんのクーポン券の対象者の方に通知をしたんですけれ

ども、12月に入りまして、その時点での未受診者の方にもう一回個人通知で受診勧奨を行い

ました。その結果、12月から３月の受診者が全受診者の約７割という結果になりまして、や

はり受診を迷っていたとか、それからちょっと日がたっていたので忘れてしまっていたとい

うような方もいらっしゃいました。やはり個別のきめ細やかな対応が必要だなというふうに

感じております。 

  ただ、集団健診の場では健診時期が限られておりますので、再度受診勧奨するのはちょっ

と厳しいかな、難しいかなというような印象があります。 

  議員さんがおっしゃられましたとおり、申し込み時に受けないというふうに丸をされてお

られる方がいらっしゃいますので、そういった方のところへ受診勧奨するというところから

始めていきたいと思っております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ただいまありました、乳がんと子宮頸がんに無料クーポンが配付され

ているということでありますが、この無料クーポン、これの拡充をどのように考えておいで

になるかどうか、全くそういう拡充の考えはないかどうかとか、その点お聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 宮澤住民福祉課長補佐。 

○住民福祉課課長補佐兼地域包括支援センター長（宮澤章子君） 無料クーポン事業について

は、国の方針に従って実施していきたいと考えています。 

  ただ、実は今年度から、無料クーポン検診の対象以外の年齢の方にも、医療機関で検診が

受けられる県事業がスタートしております。ただ、今年度の村での申し込みの状況とか集団

健診での対応が可能と判断しまして、ことしはまだ事業に参加していないんですけれども、

やはり女性のがん検診申し込み者数が増加してきているのと、それからより受診しやすい環

境を整えるためにということで、来年度に向けての実施を検討していきたいと思っておりま

す。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 次に、食育についてお聞きをいたします。先ほど堀内議員のほうから

もございました。まず、村長にお聞きをいたします。 

  食育基本法というのが平成17年度に施行されております。この食育基本法に対する村の考

えはどうか、お聞きをいたします。 
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○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） この基本法についてでありますけれども、この法律は全ての国民が生

き生きと暮らせること、何よりもその基本は食だというふうに説いております。栄養だった

り、不規則な食事、肥満や生活習慣病の増加、食の海外への依存、伝統的な食文化の危機、

安全、さまざまな問題が食から波及しているわけでございます。こういった問題を解決する

キーワードが食育であるというふうに思っております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ただいま答弁いただいたんですが、村としてこの基本法の取り組み、

この状況につきましてお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 前座でも少し担当課長のほうから説明したところも、先ほどの質問の

中でもありましたけれども、青木村で、あるいは若い人たち含めて、生活習慣病の原因の一

つであります肥満でありますとか、塩分の取り過ぎでありますとか、糖尿病でありますとか、

そういった栄養の関係で不規則な食事などからこういうことになるというふうに言われてお

りますので、そういうところを注視していく、あるいは対応していくことが必要であるとい

うふうに思っております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 食育推進会議、こういうものがあるんですが、この組織化につきまし

てのお考えをお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 似たようなもので、青木村には食生活改善推進委員会、食改がありま

す。メンバーを募っても同じようなメンバーにほぼなるかと思いますので、そこを大事にし

ながら、今御質問の趣旨に沿ったこともあわせて行ってまいりたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 今度、教育長にお聞きをいたします。 

  子供の食育における活動状況、取り組み状況につきまして、まずお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 沓掛教育長。 

○教育長（沓掛英明君） 食の乱れが大変大きな問題であるということを、国や県、文科省で

も認識したというところで、その結果、できる改善をしようということになりました。その

一つとして、栄養士、それから栄養教諭制度ということが出発したわけですけれども、栄養
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教諭は一人でも食育に関する授業、指導ができるということで、さまざまな取り組みが工夫

されております。青木の小・中学校の給食をお願いしている桜井先生も栄養教諭でありまし

て、例えば小学校では地産地消を進めていて、青木村の誰々さんがつくった、きょうはジャ

ガイモを使っているよということをランチルームの廊下に掲示したり、それから、その日の

献立の狙いとかポイントを、一口メモとして伝えたりしております。 

  さらに、青木村では小中ともに残菜が大変少ないという状態であります。残菜の多さとい

うのが子供たちの生活の乱れのバロメーターにもなることから、これからも油断することな

く、食育については注意を払っていきたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ただいまの改革、食べるものの、ただいま教育長からもお話があった

んですが、できるだけ有機的な食材、こういうものをとることによりまして、旧真田町中学

校に大塚貢先生がおいでになったようであります。それで、この食べ物の改革によって子供

たちのさまざまな問題とか悪循環が解決されたという、このような報道がなされておりまし

た。食べるというものが、その人の性格あるいは人生まで変えると、このように言われてお

りまして、最近かなり見直されてきているかなと、このように思います。 

  ただいま教育長から御答弁いただいたんですが、教育と食育、どちらも非常に大切なもの

でありますが、ちょっとダブルかもわかりませんが、食育に対してのお考えなりを、もう一

度お聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 沓掛教育長。 

○教育長（沓掛英明君） 先ほどもちょっとお話ししたんですが、数年前の子育てフォーラム

で朝御飯を重点的に扱いまして、全家庭に協力をお願いして、お勧め朝御飯レシピというの

を集めました。200枚程度、文化会館のロビーに張り出して掲示したり、その中で、さらに

その中でもお勧めレシピを全体の場で公開したりして活動を進めました。そのためには、朝

御飯のアンケートを全家庭にとったというような活動、それが評価されて、早寝早起き朝ご

飯運動が文部科学大臣表彰につながったと思っているんですが、このように学校でも取り扱

うけれども、家庭も巻き込んで、村を挙げて子供たちの食事を考えていくという方向を、幸

い５カ条がありますので、それを大事にしながらこれからも進めていきたいと考えておりま

す。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ２番目の項目に入ります。 
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  自然保護についてでございますが、自然保護といっても非常に範囲が広いんで、その中で

特定外来植物の２点に絞りましてお聞きをいたします。オオキンケイギクとアレチウリにつ

いてでございます。 

  この関係につきましては、昨年来、村の広報等にも大々的に出していただきまして、12日

もこの駆除活動が行われたんですが、住民の方の中から率先して駆除に当たっている方も出

ていると。前年に比べると減少傾向にあるんではないかなというような声も中にはございま

す。 

  その点も踏まえまして、まず村長にお聞きをいたしますが、この２つのオオキンケイギク、

アレチウリ駆除に対する村の考え方、この前も聞いてはいると思うんですが、また再度、す

みません、お聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 自然保護という点では、毎年、居鶴議員から御質問をいただいている

ところでございます。 

  この２つの外来種は、流通した経過について見ますと、一生懸命この村でも自然環境を守

るために、すばらしい自然環境を守るために駆除していかなければならないというふうに思

っております。もう一つは、やはり日本古来の自然体系が崩れてしまうという意味でも、こ

の駆除は大変重要なものであるというふうに思っております。 

  いろいろな関係の皆さんの御努力によりまして、減少傾向にあるという評価をいただいた

ことは、ひとつ安堵ではありますけれども、絶対的な駆除というのは青木村だけではなくて、

いろいろな取り組みの人たち、特に毎回申し上げますけれども、下流の皆さんも含めて全県

的な取り組みの中でしていく必要があるというふうに思っております。 

  村の景観を守るためにも、大変重要な駆除対策をしなければならないと考えております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） この関係につきましては第５次青木村長期振興計画、この中にも取り

組み方針としてございます。この点を踏まえまして、今が一番大切な時期かなと、このよう

に認識しているんですが、長期的に見てどの時点ぐらいまでには駆除を終わらせてしまうと

か、そういうようなお考えがありましたらで結構ですが、今の状況だとかなりの数がござい

ます。アレチウリもそうですし、オオキンケイギクもそうです。この点を踏まえまして、長

期的な視点に立ったお考えをお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 
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○村長（北村政夫君） 終焉はなかなか言いがたいところがありますけれども、毎年毎年この

駆除を実施していく、そしてたくさんの皆さんの参加をいただいて、共通認識のもとにして

いくということが必要ではないかと思っております。平成23年度より自然を守る会の皆さん

を中心に、このアレチウリの駆除活動に取り組んでいただきました。27年度は村の主催によ

りましてこれの駆除の講習会等々行いまして、30名近くの方々に参加をいただいております。

新聞等にも書いてありますように、この根まで抜かなければだめだということであります。

そういったことを実感しながら、この作業をしていただいているところでございます。 

  今後もこのオオキンケイギク含めて、いろいろな皆さんの御協力をいただきながら、村内

の分布の調査をしながら、確実に除去に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） このオオキンケイギクが、６月12日信濃毎日新聞で、佐久地区で駆除

活動が行われたという記事が出ておりました。これを見ますと、各地区の衛生委員さんのお

力もおかりしたと、このようになっておりますが、これは各地区、自治会等と連携するとい

うのもかなり重要かなというふうにも思われるんですが、区長会を通じてこういう駆除活動、

こういう方法はどうか、お聞きをまずいたします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 区長さんには毎年お願いしております。区長さんは原則毎年かわられ

てしまうという悩みがありますので、最初の会議に、担当課長のほうから改めてお願いをし

ております。それから、駆除だけではなくてこの特性ですね、これがどんな特性を持ってい

るのか、どういう駆除の方法があるのか、それからこれを放っておくとどうなるかというよ

うなことを含めてお願いをしております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 予算づけについて村長にお聞きしたいんですが、オオキンケイギク、

これの駆除に対して、現在のところ予算づけがなされていないというふうに。今後につきま

してですが、この予算づけの考えにつきましてお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 現在、駆除する当日の飲み物とか軍手等々は予算をいただきまして、

予算化をお認めいただきましてやっております。危険な箇所等につきましては、毎年の区の

ほうからの要望を踏まえて、そういう中にあれば、また検討をしてみたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 
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○５番（居鶴貞美君） 住民福祉課長にお聞きをいたします。 

  先ほども申し上げましたが、広報とかいろいろな場面を通じて、積極的にこの駆除を村民

の方にＰＲをしていただいております。 

  また、現状を踏まえて、さらに何か具体的な対策ということをお考えでしたらお聞きをい

たします。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） この特定外来植物に関しましては、なかなか

本当になから労力もかかりますし、時間、また経費もかかるという問題かと思われます。 

  なお、この駆除に当たりましては、以前に青木村の自然を守る会の皆さんが先陣を切って

大分進めていただいたことに関しまして、大変感謝を申し上げるところでございますが、そ

こで、村も今後やはり一緒に駆除に力を入れていきたいと思っております。 

  なかなかこれ本当に地道な作業がやはりメーンになろうかと思われます。かなり広範囲に

わたって広がっているために、まずはやはり村民の皆様に認識を本当に高めていただくとい

うことが、まず第一かなと思っておりますので、今後ともいろんな媒体を使いまして啓蒙活

動を図りたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） アレチウリにつきましては、駆除全県統一行動日、ことしは７月31日

に実施されます。このオオキンケイギクにつきましては、各自治体がそれぞれ自主的に設定

をして行っているようであります。青木村におきましては、12日に、自然を守る会が中心に

なって行われました。統一行動日というようなお考えがおありかどうか、お聞きをします。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 今議員さんがおっしゃられましたように、ア

レチウリにつきましては、今年度は７月31日に実施をする予定でございます。また、これに

際しましては、各団体、また村民の皆さんの御協力をいただければと考えております。 

  また、オオキンケイギクにつきましてはなかなか、統一行動日の関係でございますが、こ

れも自然を守る会の皆さんが現地調査などを２年にわたり大分調査をしていて状況が大分わ

かっておりますが、広範囲にわたっております。 

  また、やはり、きれいな花ということもございまして、民地にもかなりあるということで、

これが外来生物であるという認識がまだ少しちょっと弱いのかなということを考えておりま

すと、統一行動日というよりは、その前にまずはもう少しオオキンケイギクの生態、またい
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ろいろな生物の性質ですかね、そういう普及をまずはしっかり認識を高めてから、今後につ

いて検討したいと思います。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 12日の県の日なんですが、実は東信ジャーナルのほうでも記事の掲載

がございました。それを見た方で丸子の方が見学に来られました。丸子地域でもオオキンケ

イギクの駆除を大々的にしたいと、そういうことで来られたんですが、今、青木村がほかの

近隣の地域に先駆けてどんどんやっていただければというふうに思います。御回答は結構な

んですが。 

  続きまして、最後になりますが、体験学習の村についてであります。村長にお聞きをいた

します。 

  この体験学習村の基本的な考え方につきましてお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 日帰り農村体験ほっとステイ青木、こういうことで非常にこれを活動

されている皆さんには、感謝を申し上げたいというふうに思っております。生きる原点、農

村の感動を伝えるということが基本的なテーマでありまして、ふだんの農村の日常体験をす

る中で、人と人との心の触れ合い、あるいは自然の恩恵、食と農のかかわり、作業だけでは

なくて、収穫とかこういったいろいろ青木村が持っている知恵を学んでいただくということ

になっておりまして、思っております。 

  それから、このデータを見ますと、25年度に1,817人、26年度に1,935人、27年度に1,545

人と、毎年1,500から2,000人ぐらい、うち外国人が300名から500名と大変なたくさんの皆

さんに来ていただいております。こういった結果、村のＰＲはもとより、農家の皆さん、あ

るいは高齢者の皆さんの生きがいの場であったりしているわけであります。お伺いしますと、

別れるときは涙、涙であるという家もあるようでございますし、外国人の皆さんからは、た

どたどしい日本語で御礼状が来ているというふうに聞いております。道の駅の10選、道の駅

に選ばれた一つの要因は、この皆さんの活動もあったというふうに感謝を申し上げておりま

す。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 道の駅新聞、道21世紀新聞ルートプレスという新聞なんですが、ここ

に村長が旅行業登録で旅行会社へツアーを売り込むと、このようにされた記事が載っており

ました。この旅行業登録、これにつきまして、現在の進展状況についてお聞きをいたします。 
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○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 少し説明が足りないのかもしれませんけれども、なりわいとしてこう

いうような免許を取って、こういう登録をとって旅行業をするという意味ではなくて、今皆

さんにやっていただいているような農家体験、農業体験を、こういう村の観光あるいは道の

駅を起点としたことでやっていきたいと、こういう意味でございます。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） そうしましたら、旅行の登録につきましては第１種から第３種、それ

から旅行業者代理業と、このようにありますが、これとは違うということでよろしいんです

かね。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） その募集型の企画旅行をするとか、受注型の企画旅行をするとかと、

そういうことではなくて、今やっているような、この村を中心にやっているようなこと、あ

るいは新しく先ほど申し上げましたようなことを売り込みたいということでございます。既

に旅行業、道の駅をテーマに全国的に大手旅行会社の売り込みもあります。そういう中で青

木村の今やっていること、それを新しくして村の活性化、あるいは道の駅が大きなステップ

アップするような中に組み込んでいただくということで、今後考えていきたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ただいま村長から御答弁いただいたんですが、道の駅で旅行業の登録

というものも考えられるんではないかと、このようにも感じておりましたので、御回答はよ

ろしいんですが、また前向きに御検討いただければというふうに思います。 

  以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員の一般質問は終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 山 本   悟 君 

○議長（小林和雄君） 続いて、10番、山本悟議員の登壇をお願いします。 

  山本議員。 

〔１０番 山本 悟君 登壇〕 

○１０番（山本 悟君） 議席番号10番、山本です。 
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  さきに通告いたしました２点につきまして、村長並びに村長部局にお尋ねをしてまいりま

す。 

  まず、第１点目の青木村自治基本条例（仮称）の制定についてということでお尋ねしてま

いります。この問題につきましては、平成22年の第２回の定例会一般質問で前、宮原村長さ

んにお尋ねした経緯があります。同じ質問なんですが、理事者がかわったということと、そ

れから私の中では、非常に大事な本当に村の最高規範、憲法とも言うべきものだというふう

に思っていますので、あえてまたお尋ねをいたします。 

  今私、村の憲法というふうな言い方したんですが、何か最近、ちょっと余談になりますけ

れども、憲法、時の政権内閣が解釈をかえるとか、何か憲法も大分軽くなってしまったなと

いうふうに私の中で思っていまして、ちょっと民主主義の危機とまでいかなくても、何かち

ょっと心配だなと、そんなふうに思っています。これは余談でございます。 

  今言った、例えば首長や議会構成が変わっても住民の意思が反映されるという面で、また

余談になりますけれども、かつて鹿児島県の阿久根市という市がございました、今も市はご

ざいます。そこの竹原といったかな、その市長さんはちょっと個性の強い市長さんで、議会

を招集しないで専決、専決でやって、県とか総務省とかが何かいろいろ指導しても頑として

言うことをきかないと。都道府県知事とか市区町村長というのは大統領ですから、その辺の

権限があるわけですから、相当なことができたんだなと、こんなふうに思っています。 

  これ、平成22年、前村長に私が質問したときの内容、きょうも同じですので、朗読する形

でお聞きをいたします。 

  青木村のよりよい地域づくりのための基本的な理念や原則あるいは住民、村、議会の役割

分担、あるいは仕組み、権利や義務、それからコミュニティのあり方、常設型の住民投票条

例の制定等について明文化したものが自治基本条例だというふうに私の中では認識をしてお

ります。先ほども言ったように、最高規範であり憲法であるということは言うまでもありま

せん。 

  今、じゃどうして必要なのという話なんですが、近代日本になって今第３の改革と言われ

る地方分権が大分進んではいるんですけれども、言われています。かつての幕藩体制から維

新、それから明治憲法の制定、さきの大戦での敗戦を経ての日本国憲法の制定、そして平成

の大合併、それから三位一体改革の推進、これは税源が移譲されたというのもありますけれ

ども、後になってよくよく考えてみると、何か交付税減らされただけかなと、こんなふうに

思っています。 
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  いずれにしましても、みずからの権利と責任において村づくりのかじをとることが求めら

れると。自治体の基本理念、原則から始まり、コミュニティのあり方までルールづくりが必

要だと思います。何と言っても、同じことを言いますが、首長や議会構成がかわっても住民

の意思が反映される村政でなくてはならないということに、この条例の意味があるんだなと、

そんなふうに思います。 

  そこで、制定状況でございますが、これ総務課長、制定状況をひとつ教えてください。じ

ゃ、村長。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） それじゃ、私のほうから、自治基本条例の制定状況について答弁させ

ていただきます。 

  26年４月現在でありますけれども、全国の1,718市町村、区は別であります。長野県には

77の市町村ありまして、全国では18.6％の制定率であります。長野県の場合には、市で５、

町で３ということで８市町村でありまして、制定率は10.4％でございます。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 実は私も事務局のほうへ聞いて同じ資料いただいたんで、あえてお

尋ねいたしました。 

  制定の状況はそうなんですが、６年前と比べてそれほど進んでいないなと。制定済み、長

野県だけ見ても７とか８という数字ですし、当時もかなりありましたので、あんまり進んで

ないなと、そんなふうに思っています。 

  お隣の上田市さんの状況なんですが、その当時は制定に向けて鋭意活動しているときでし

て、パブリックコメントとかいろいろたしかやっていらっしゃったなと、こんなふうに私の

中で思っています。結果的には、上田市さんは23年４月１日に施行をいたしました。 

  それで、内容については基本理念とか市民あるいは市、議会の責務とか権利とかというよ

うなことで、そんなにほかの条例と見比べても特別変わっているというか、何か特徴がある

ということでは私はないなと思っていたんですが、ただ非常に情報公開が進んでいまして、

例えば今言った条例の逐条解説したものを漫画的に中学生とか小学生が見てもわかるような

ものとか、あるいは概要版とか、何種類もの解説したものが市の中の公民館であるとか、い

ろんな地域自立センターですとか図書館ですとか、そういったところにあって、資料をいた

だくこともできるし、閲覧はもちろんできますというようなことでやっていると。 

  それから、施行してから丸６年目になったんですが、５年ごとに見直すというふうな附則
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がその条例の中にありまして、去年は見直しをして、この４月から第２回目の、２回目とい

うか、５年過ぎたので６年目に入ったと、こういうことのようでございます。それから、要

望があれば各地域へ出ていって出前の説明会をすると、非常に至れり尽くせりのきめ細かな

ことをやっているなと。大きな市としては、かなり私はすごいなというふうに感じています。 

  それでは、具体的にお尋ねをしてまいります。 

  一般論として本条例について、村長どんな感触をお持ちでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） この自治基本条例が必要になった背景、あるいは策定前の段階で整理

をしなければならないことが多くあるんじゃないかというふうに思っております。この背景、

分権の改革でこれは出てきた、平成12年に出てきたわけですよね。その背景として、国と地

方が対等の立場に今回初めてなったわけですね。自治体は国の下部機関でないということか

ら、当時、地方の政府と、こういう言葉も使われました。ということで、市町村の役割と責

任が非常に増大したと、こういうことで住民自治による協働のまちづくり等、住民の権利の

保障とか、あるいは権力者を統制する、あるいは自治体の目指す方向、こういった必要性か

らこれは出てきたというふうに承知いたしております。 

  非常にこのつくる過程で、つくった市町村のデータを見ますと、状況聞きますと、非常に

丁寧にやっておられます。その後これを使ったか、どういうふうに使っているかというのは、

上田の例は今お話ありましたけれども、つくった後どうかという検証は、それほどいろいろ

データに出ておりませんけれども、気になるところでございます。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 具体的に、例えば必要性がないとか、こんなメリットがある、いや

こんなデメリットだよとか、そういうふうなことでは何か具体的にあれでしょうか、つくっ

たらこういうふうな何かいいことがあるよとか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 今言ったように、最高規範というふうに位置づけられていますけれど

も、そこのところは私ちょっと異論があるんですが、最高規範というのはいわゆる憲法です

よね、憲法を上回る最高規範は国にも県にも市町村にあってもおかしいわけでありまして、

その使い方というのは、やはり既に私どもには長期構想もありますし中期計画もありますし、

それからいろいろな計画、条例がある中でやっているわけです。ですから、それを超えて、

超えてというか、枠を超えて必要になった場合にはつくるべきものである。必要になった場
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合にはつくるべきものであって、今、青木村でいかがかと、つくるかつくらないかと言われ

れば、いろいろな面でこれを超えるものは必要性は乏しいのかなと、こんなふうに思ってお

ります。 

  それから、また、住民の皆さんから、少しこういうことに関して必要性、これに類するよ

うなことで必要性だということは、いろいろな中でこの３年か４年の中で特に言われた感じ

はございません。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 前村長さんはお答えの中で、必要性についての認識は、各種会合や

取り決めで村政は動いている、不必要論もあり時期尚早と、庁内での研究もする、条例その

ものは否定しないと。それから、村内の団体とか個人から何らかの条例制定についての進言

等ありましたかとお聞きしたら、いや、それは全然ないよと、こういうお答えでした。 

  今の最高規範云々というようなことをお答えになったんですが、村としては最高規範で国

で言う憲法と同じような捉え方だと、こういうふうに私は思っています。 

  それから、次に、例えば町村会とかあるいは首長さん等々の集まりの中で、こういうのが

話題になったことはありますか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 町村会、非常に長野県の場合には活発な活動をしております。会合も

多くあります、分科会もあります。そういう中で、これは話題になったことはございません。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 最後は、村長、制定しませんかというふうにお聞きするんですが、

制定する形としては、自治体の職員を中心とした首長の発案でやる、あるいは学識経験者と

かあるいは市民を交えた研究会、懇談会等をつくってやるという方法、あるいは公募の市民

によるワークショップ的な形でやるというような方法、村長、ざっくばらんにどうでしょう

か。やるという気持ちには、ここでやる、やらないと言うんじゃなくて、研究してみるとか、

何か前向きな御発言がいただければと思うんですが。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 全国でできたこの過程をスタディする限り、いろいろ全て一つの項目

でこれが成り立っているというんじゃなくて、各自治体ごとに持っている課題に対応してつ

くっているというふうに思っております。 

  青木村の場合、例えば至近のいろいろな報道を見る限り、例えば一人の人が権力を持ち過
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ぎたとか、少しアンフェアなところがあるとか、公平でないとか、そういうようなときには、

まあ遅いのかもしれませんけれども必要性が出てくるのかもしれませんが、今、青木村の状

況ではそういう状況ではないというふうに思っております。 

  加えて申し上げれば、今、長和町が羽田町長の公約でこれをつくることを前提として、今

いろいろ議論を重ねているというふうに承知いたしておりますので、これをつくる過程をし

っかり勉強したいというふうに思います。 

  それから、もう一つ加えて申し上げれば、これは県もできるわけですね、自治基本条例を

できるわけですよ。県が必要ならばつくるでしょうし、上位計画ではありませんけれども参

考になると思いますので、県の動き、必要性等々を注視してまいりたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） そうすると、どういうふうに理解していいのか。ゼロではないがと

いうふうなあれでしょうか、捉え方は。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） もちろんゼロではありませんけれども、今必要性、今つくるかつくら

ないかという行動を起こすということは、今は考えておりません。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） はい、わかりました。 

  それでは、２問目の大北森林組合補助金不正受給事件をどう見るか、何を学ぶかというふ

うに聞きたいと思うんですが、この問題を私一般質問で聞くことに、ちょっと自分の中で抵

抗がありまして、これ何かよその話かなと、対岸の火事的な話かなと、そういうふうな思い

と、それからそうはいっても本村にも公有林もありますし、それから森林組合とのいろんな

関係もありますので、やっぱりお聞きしたほうがいいのかなと、こんなふうな中でお聞きす

ることにしました。 

  これ、質問に入る前に復習の意味も込めまして、きょう片山議員さんのほうからもお話あ

りましたけれども、森林の持つ公益的機能ということでちょっとおさらいをしてみたいと、

こんなふうに思います。 

  まず、森林の持つ機能でございますが、水源涵養機能、これは2000年９月６日に林野庁

が出した資料です。今言った水源涵養機能、それで、その中でこれ資料として、じゃお金に

換算したらどのぐらいのあれがあるのと、これは日本全体のことなんですが、水源の涵養機

能では、例えば森林の土壌が雨水を貯留し河川へ流れ込む水の量を平準化して洪水、渇水を
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防ぎ、さらにその過程で水質を浄化するという役割がある。これが約27兆円ぐらい。それか

ら、土砂流出防止機能でございますが、森林の一番土の部分に生えている植物あるいは落ち

葉あるいは落ちた枝等が地表の侵食を抑制する役割、これが28兆円だそうです。それから、

土砂崩落防止機能、木とかそういったものが根や茎を張りめぐらすことによって土砂の崩落

を防ぐと、これが約８兆円ほど。それから、保健休養機能ですが、森林が人に安らぎを与え

る、森林浴とかあるいは探鳥会ですとか、そういったことだと思うんですが、これが約２兆

円余り。それから、野生鳥獣の保護機能、森林が果たしている野生鳥獣の生息の役割。最近

はどうも鹿とか有害鳥獣がふえ過ぎちゃってこの機能がちょっとオーバーし過ぎちゃている

かなと、こんなふうに思うんですが、いずれにしても野生鳥獣にとっては非常に住みやすい

環境だと。それから、今問題になっております大気保全、地球温暖化ですとか二酸化炭素の

排出ですとか酸素の供給ですとか、そういったことに対する機能として約５兆円ほど。 

  全部合わせると約75兆円ほどになるそうです。国の年間の一般会計のあれが、たしか100

兆円割っていましたから、でもそれに近い数字かなと、こんなふうに思います。 

  それから、青木村のことなんですが、村の総面積が約5,709ヘクタール、山林が4,629ヘ

クタール、約81％ぐらい。その中で、これは例えば１ヘクタール300万円というふうに換算

するんだそうですが、そうすると、青木村で１年間に138億円のお金に換算すると効果があ

ると、こういうふうに林野庁は言っています。根拠はどのようなのか私ちょっとわかりませ

んけれども、これ森林組合から、もう15年から20年ぐらい前にいただいたかなり古い資料

ですけれども、だそうです。 

  それから、今度はいよいよ本題に入りますが、事件の概要でございますけれども、2007

年から2013年にわたりまして大北森林組合が森林作業道の整備あるいは間伐等をしたと偽

って国・県の補助金約14億7,900万円を不正に受給したというものであります。これに対し

まして県は、昨年の８月以降４回にわたり、８億6,500万円余りの返還請求をしました。現

時点までで約1,000万円の返還があったそうです。県は組合の財政的な資金難等を考慮して

この４月末まで延長したんですが、かなりの返還計画をつくって、もっと延長するというこ

とのようでございます。 

  この件では、補助金適正化法違反ということで、前専務のＮさんが逮捕、起訴されたと、

現在公判中と。それから、この補助金適正化法というのは両罰規定がありまして、組合員、

法人も起訴されているということのようでございます。 

  それから、大北森林組合が国・県に返還する補助金の額でございますが、組合が県を通じ
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て不正受給した約８億円、それから加算金３億5,000万円、これは、加算金というのは何か

ということなんですが、不正な事務処理に対する制裁金ということで、これは交付した時点

から現在までのお金に対して10.95％ですか、約11％近い金利というか加算をすると。した

がって、税金の重加算税や、それから返済金の加算よりは若干軽いかもしれないけれども、

かなりの高率だなと、こんなふうに私は思います。 

  きょう県会、開会されたようですけれども、こういった関係の予算をきょう県は補正予算

として11億円余りを議案として出すそうです。 

  それから、大北森林組合が８億円の返済のうち、県は既に６億円については組合に請求あ

るいは請求予定、組合は50年かけて返還すると。その中の８億円のうちの１億7,000万円は

時効のため、これは別途民法上の損害賠償請求をするということのようでございます。それ

から、残る3,000万円については、県が不正な森林整備の作業方法を指導したといういうふ

うなことから、県は組合に請求はしないということだそうでございます。 

  この事件の公表ということなんですが、県も昨年の１月、初めて公に報道しまして、今言

った８億円というのはあくまでも県に対する大北森林組合の債務といいますか、返還金であ

りまして、ほかに大北地方の５市町村に約4,800万円、それから金融機関の借入金が約１億

1,600万円、トータルで約10億2,800万円ぐらい赤だと、こういうふうに言われています。 

  返還の財源ですけれども、森林整備の収益金の中から毎年400万から2,000万ぐらい返す

というんですけれども、全部合わせて10億からある、これもし仮に金利がつくとしたら、幾

ら安い年利２％としたって10億あれば2,000万ですから、利息も返せないんじゃないかな。

利息は免除というふうな形でした別でしょうけれども、そんなふうに思います。 

  それで、具体的にお尋ねをしてまいります。 

  当初に私申し上げましたけれども、これはよその家の話だよと、よその話だよというふう

に受けとめるのか、いや、そんなことないよと、県下18森林組合の中で当村も当然森林組合

といろんな関係があるわけですから、そんな中で村長、あれですか、一連の事件をどんな視

点で捉えられますか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 大北森林組合が大変県政に与える大きな影響を及ぼしてしまったなと

いうふうに思っております。今額の話が出ましたが、御質問のとおりでありまして、国や県

から補助金を不正受給したということで、６月補正できょうから始まります県の県会に上程

しました。国庫補助金の返還額として11億5,300万円、さらに今も御質問の中にもありまし
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たように、補助金を返還するまで県が支払う加算金約3.5億円については、県が職員の採用

減あるいは残業代の節減によりまして生み出して返還するということであります。 

  私も事あるごとに朝礼だとか庁議を通じて職員の皆さんには、対岸の火事ではなくて、私

ども、ふとすると、こういう誘惑にかられることがあるかもしれないということで襟を正し

て業務を遂行しようと、こういうことを皆の共通話題、共通認識としていたしております。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 当村とそれから上小森林組合さんの関係についてお尋ねします。 

  森林の仕事というのもはたから見てそんなに儲かる仕事かなというふうな中で、村のいろ

んなことを請け負ってやってくださるのは森林組合さん以外にはもうないのかなと。民間の

ほかの業者さんで何かやってくれるところがあれば、競争原理を働かせた入札ですとか見積

もりですとかとれるんですけれども、そうでないとやっぱり随意契約で慣例で来てしまうと

いうような話があると思うんですが、当村と森林組合の関係について、業務委託等々、現在

の状況をお聞かせください。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 信州上小森林組合との関係でありますけれども、平成６年に上小地域

の５つの森林組合が合併いたしまして、現在の体制になりました。青木村の宮原、私の前村

長でありますけれども、当初は副組合長、平成９年５月から平成15年３月まで組合長を歴任

したという関係でございます。今私は青木村村長として常任理事を務めさせていただいてお

ります。 

  上小森林組合と青木村の関係でございますけれども、いろいろの山林に関する事業を委託

をしております。特に松くい虫の関係は、１社民間がありますけれども、こういう関係、病

虫害の防除あるいは山林の管理等々はお願いをしてございます。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） きょう、建設産業課長、それから前の兼務やっていた横沢さん、そ

れから新しい宮下さんもいないんですが、村の山林の中で国有林あるいは村有林、生産組合、

それから俗に言う区、私有林とあるんですが、いろんな形のものがあるんでしょうが、ほか

に今私が申し上げたより何かあれですか、所有権、所有の形態。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 所有の形態は、今お話あったとおりでありまして、組合で持っている、

区とか自治体同士が持っている、うちで言うと財産区ですね、それから各地区が持っている
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区有林、あるいは共同で持っている共同の区有林、それから国有林、あとは民間ですね、以

上でございます。 

  先ほどちょっと現在の青木村と組合の関係、申し落としましたのでやりますけれども、委

託料で松くい虫の防除については伐倒駆除、地上散布、樹幹注入等を委託してございます。

下草刈りなど合わせまして、3,500万円余をお願いをしております。補助金で森林組合が事

業主体となっているもので森林造成事業に対して１割のかさ上げを村でしておりますのと、

それから樹種転換についても補助をいたしてございます。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 上小森林組合は本当に優秀な団体で、青木の職員なんか見ても皆す

ばらしいなと思っているんですが、ただ、やっぱり同じ団体とずっと長く約束事、契約する

というのは、大北もそれというのが根底にあるんじゃないかというふうに思うんです。何も

しなくても自動的にうちへ仕事が来るよということになると、人間というのはどうしたって

努力しようという気がどうしても薄れちゃうと思うんですね。そんな中で、やっぱりもしで

きれば、ほかに上小森林組合と同じような民間というか団体があればいいと思うんですけれ

ども、そんな中で、これ実際にはないからどうしようもないのかなと思いますが、その辺、

村長どう思われますか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 先ほども言いましたように、全てを上小森林組合にしているのではな

くて、一部ではありますけれども、弘法にあります弘法林業株式会社に委託している業務も

ございます。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 今建設業から森林の関係の仕事に移行しているというような業者さ

んもあると思うんですが、最終的にはあんまりいい数字が上がらないからというようなこと

かもしれませんけれども、できるだけほかの業者さんにも見積もりというか入札というか、

そういったテーブルでやって、結果として賃金が下がるようなことは全く構いませんけれど

も、そういう競争原理を働かせてほしいなというふうに思います。今では対象がいないから

どうしようもないということなのかもしれませんけれども、そんなふうに思います。 

  いずれにしましても、この問題についてはちょっと私も聞きにくいというのもありました

し、それから、地元の上小森林組合が非常によくやっているんで、あんた何考えているんだ

いと言われるかもしれないし、そうはいっても一般論としてやっぱりお聞きするべきだろう
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し、なれ合いとか癒着とかそういったことがないように、これからもいい形で森林組合さん

とおつき合いしてほしいと思います。 

  それから、第三者といいますか、ほかの業者さんも育つような形をとってほしいなと、弘

法林業さんもそうですけれども、そんな形で、村長、いかがでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 今回の事件を受けて、県では林務部の改革を大きく始めました。ちょ

っと概要申し上げますと、林務部、非常に忙しかったという反省を受けて、不要不急の業務

あるいは非効率な業務の進め方を見直すということでございます。それから、もう一つは、

こういった２人体制で現地を確認することを義務化する、あるいは研修会を設けるというよ

うなことで、アクションプランを設定して、計画、現地機関と本省で開始していたこの考え

方というか、一つの方向を見てやろうということであります。実効性の高い目標を立てたと

いうふうに伺っております。 

  再発防止に向けて林務部では、改革推進委員会の設置、それから林務部コンプライアンス

推進行動計画取り組み重点事項、それから林務部コンプライアンス推進行動計画、推進計画、

それからフォローアップ委員会、こういうことを設けて、いわゆるこういったチェック体制

をしていくというふうに聞いております。 

  それで、上小森林組合では、大北の問題が自分のところでも見るべき、反省すべき点は反

省いたしまして、この大北問題が起こった後、森林組合の県の検査、国の会計検査院の検査、

それから現地での受検もしたそうでございます。特に問題はなかったということであります。 

  今後こういった新たに常例検査をすると、上小森林組合ではこれを新たにするということ

と、それから理事会に諮って報告をする、諮るということをいたしてございます。従来でも

そうだったそうですけれども、事務担当は１人ではなくて内部倫理をちゃんとして、補助事

業については自主検査基準を新たに設けてするということでございまして、検査に不合格な

ものは補助金の申請をしないということまで決定して、既に運用を始めたということでござ

います。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 村としてできること、あるいは県が決めて県と一緒にやっていく

等々いろいろあろうかと思いますけれども、いずれにしましてもこういったことが再びない

ように、きょうも、だから３人行って何か御苦労されているなと、別に当村はもうきちんと

やっていらっしゃることなので何も言われることはないと思いますけれども、結局こういう
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事件があったから、結局は呼ばれるというような形になろうかと思います。その中で村とし

てもできるだけできる範囲でこういったことが二度と起きないように、当村では絶対起きな

いと思いますけれども、やってほしいと思います。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 少し誤解のないように申し上げておきたいんですが、きょう県に呼ば

れて行っているのは大北問題とは全く関係ない問題でありまして、通常行われている会計検

査の一部だということを御理解いただきたいと思っております。ほかの補助事業含めて、年

に一度会計検査は受検するものということで実際受検もしておりますし、対象になっており

ます。農業含めて、福祉も含めてやっております。きょうのことは大北問題とは全く関係な

いということでありますので、誤解ないようにあえてお願い申し上げたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 私の勘ぐりというか、そういう先入観というか主観的なものかもし

れませんけれども、何かそんなふうに思えちゃうんだよね。なければ別にと思うんだけれど

も。 

  じゃ、これで私の質問終わりますが、いずれにしましてもいい形で当村の森林行政が回っ

ていくことをお願いいたします。どうもありがとうございました。 

○議長（小林和雄君） 山本議員の一般質問は終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 金 井 とも子 君 

○議長（小林和雄君） 続いて、１番、金井とも子議員の登壇をお願いします。 

  金井議員。 

〔１番 金井とも子君 登壇〕 

○１番（金井とも子君） 議席番号１番、金井とも子でございます。 

  私の質問は一括方式の質問ですので、よろしくお願いいたします。 

  私の質問は、熊本地震等から想定される女性の立場からの災害時の問題点についてでござ

います。村長さん初め村当局の関係の方の御回答をよろしくお願いいたします。さきに先輩、

同僚議員より同様の質問がございましたので重複する点がありますけれども、お許しいただ

いて通告のとおり質問させていただきます。 



－133－ 

  さて、６月11日の信濃毎日新聞では、政府の地震調査委員会では、今後30年以内に震度

６以上の揺れに見舞われる確率を示す全国地震動予測図の2016年版を10日に発表したと掲

載されました。それによりますと、糸魚川静岡構造線断層帯のうち安曇野市明科から茅野市

に至る中北部区間の付近で、前回の14年版に比べて特に上昇したとあります。明科が全国で

も最も確率が上がり、10.4ポイント上昇の29.5％とのことです。中北部ではマグニチュー

ド7.6の確率が13から30％と高くなりました。今回は評価が細分化されたことが大きく影響

した形になったとのことですが、いずれにいたしましても青木村も中北部に隣接し、その影

響ははかり知れないものではないかと推察されます。 

  2016年４月14日21時26分に発生の地震は、マグニチュード6.5、震度７、また、４月16日

１時45分に発生した地震はマグニチュード7.3、震度７で最大震度となりました。14日の地

震は熊本地震と命名されましたが、熊本地震がいわゆる前震で16日の地震が本震だと見られ

ると気象庁では発表しています。 

  熊本県の熊本地方や大分県中部を中心に被害が大きく、多くの犠牲者が出ました。この地

震において亡くなられた方々に対しお悔やみを申し上げますとともに、被害を被られた皆様

に対しまして心よりお見舞いを申し上げます。 

  被害に遭われた方々は、その後も大きな余震が続きましたので、多くの方が避難生活を送

っていましたが、熊本県内の16市町村で仮設住宅の建設を進めているようですが、最も被害

の大きかった益城町や嘉島町など３町では、14日から仮設住宅への入居が始まったとのこと

で、入居された方はほっとされ満足されているとの新聞記事もありました。 

  近ければ私も現地に行き実情を把握したい心境でございましたが、九州と遠く、日々の生

活に追われ、それもままならず、想像の範囲ですが、我が村でこのような地震や災害に見舞

われたらいかがなものか、女性の立場から疑問に思った点について質問させていただきます。

家庭のある女性は暮らし全般にかかわっております。子育て、家族の衣食住、お年寄りの介

護など、災害が発生し被災した場合には女性の両肩に重くのしかかってくることは、想像し

がたいことではないでしょうか。 

  さて、数年前のことですが、茅野市の上古田地区へ社協を中心に支え合いの会の方などで

視察をされたことがありました。私が行ったわけではありませんが、そのときに視察した人

のお話を聞きました。この地区ではこれ以上ないぐらいの万全な体制を整えておられていた

とのことで、大変驚いたという感想をお聞きしました。 

  上古田は2014年２月現在で総戸数86戸、総人口300人、高齢化率は38％と小じんまりした
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地区です。ここには区内の福祉の受け皿として上古田ひまわりの会という支え合いの会があ

りました。その主な活動では、上古田支え合いマップを作成し、全戸配布して活用している

ことが画期的なことであったとのことです。 

  これは、住民同士が平時の支え合いや見守りができ、有事のときは支え合いネットワーク

の中で気になる家を優先し、安否確認や避難誘導できる仕組みをマップに記載したものとの

ことです。災害時は気になる家を優先し安否確認が必要であるが、気になる家については消

防団も区長もよくわからないし、一部しかわからない、そのようなことから助け合える仕組

とみんなが確認できる方法を模索し、支え合いマップを作成することとなったそうでござい

ます。地区全体の住宅配置図を作成、人手の少ない平日の昼間を想定し、ひとりになってし

まう80歳以上の人がいる、乳幼児がいる、身体的に気になる人がいる、初動対応できる協力

者や支援者の位置、そういったことなどをマップに記し地区一軒一軒を把握し、いざという

ときに備えておくマップを作成し、各戸に配付してあるとのことでございます。当然プライ

バシーを考慮し、地区の方々のみがわかる方法や簡単なマークであらわしているようです。 

  また、災害時に消防団などの方にわかるよう、消火器具庫には各家の安否確認記入用紙を

備えてあるとのことでした。 

  さらに、家の外には避難された家では避難済みといったようなことを書いたカードを掲げ

るようになっているそうで、消防団などの方々が家に入って確認しなくとも一目でわかるよ

うな方法も考案され、実行されているそうです。 

  さて、当村でも避難をすることについてお年寄り、病人、乳幼児など、おひとりでは避難

できない方も大勢いらっしゃいます。また、突然のことで男手が留守の場合などでは、介護

する女性が何人ものお子さんを連れての避難は、女性おひとりでは大変厳しいと思います。

そういった方々を日ごろから把握して、マップなど作成して体制を整えておくことが迅速な

避難につながると思いますが、現在の村の状況はいかがでしょうか。 

  さて、万が一のことと思いますが、災害が発生し、避難生活で特に女性のニーズに応える

にはどうすればいいか考えたいと思います。 

  熊本県で震度７の地震が発生してから既に２カ月、今も大勢の方が避難生活を送り避難生

活も長引いてきていますが、だんだんと避難生活にも物資等は充足されてきているのではな

いかと思います。 

  しかし、避難直後は着のみ着のまま、今もあしたも当面も起きないだろうと思って防災用

具を準備してあった家は、そう多くはないと思います。 
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  ５年前の東日本大震災直後の被災地での物資の要望を男女別にまとめたグラフでございま

す。ちょっと小さいので見づらいかとも思いますけれども、こちらが男性で、こちらが女性

でございます。これはインターネットのホームページからちょっと引用させていただきまし

た。食料では男性も女性も同じぐらい。医薬品では、やはり女性がちょっと多いです。それ

から、生理用品はもちろん女性が多いですね。それから粉ミルク、これも女性のほうが多い

ですね。そして、小児用のおむつ、これも女性のほうが圧倒的に多いでございます。それか

ら離乳食、これも女性のほうが要望が多いでございます。 

  食料や医薬品は男女ともほぼ同じですが、生理用品、赤ちゃんの粉ミルク、おむつ、離乳

食などは女性の要望が圧倒的に多くなっています。それだけ女性の目線から見て必要な物資

が足りなかったということです。 

  また、粉ミルクがあっても哺乳瓶や消毒用品、お湯を沸かす道具がないといったこともあ

りました。特に女性が必要とする物資は、生理用品、化粧品、衛生用品、ダブりますが乳児

の粉ミルク、ミルクをつくるためのお湯、それを沸かす道具、哺乳瓶、それを殺菌する道具、

紙おむつ、離乳食等直ちに必要なもので、現在文化的生活をしている現代においては代替品

の調達も難しく、地震で物が残っている場合はいいのですが、水害等ではそれすらもできな

いこともあるようでございます。特にミルクは、働くお母さんなどは母乳等もだんだん出な

くなり、ミルクに頼っている方も多くいらっしゃいます。これは、ないと本当に命にかかわ

ることです。 

  村ではそのような物資の調達についてはどのように考えられているのでしょうか、備蓄の

状況はいかがでしょうか。化粧品はぜいたく品と思われがちですが、女性にとっては常日ご

ろからしているものであり、お肌の荒れを引き起こしたり、メイクしないと今までとのギャ

ップがあって恥ずかしいと引っ込み気味になりがちです。なくても過ごせるかもしれません

が、気持ちのモチベーションを上げるためには必要なものです。 

  今回の地震でもこれらの物資は不足していて、過去の震災の教訓が生かされているとは言

いがたい状況のようです。 

  さらに女性にとって避難所の運営でもさまざまな問題が起きているようです。 

  その一つはプライバシーの確保の問題です。今回の地震の避難所でも、段ボールで間仕切

りするといったプライバシー確保の動きが見られました。ただ女性にとってはこれだけでは

十分ではありません。着がえや赤ちゃんに授乳する場所がないといった悩みは、５年前の震

災でも問題になりました。村ではこのような場合に対しどのような対策をお考えでしょうか。 
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  女性専用のスペースを避難所に設けることが大切になってきます。女性専用スペースでは

着がえや授乳のほか、洗濯物の下着類を干すとか、女性同士がおしゃべりする、昼寝すると

いった女性が安心して過ごせる場所になると思います。ただ、役割はそれだけではありませ

ん。女性専用スペースには行政やＮＰＯの相談窓口も設けられ、体や心の悩み、生活や経済

面の不安といったさまざまな相談に応じたほか、女性を暴力から守ることにもつながったと

いうことです。 

  次に、避難所で夜になると男の人が毛布の中に入ってくる、20代の女性、更衣室を段ボー

ルでつくったところ上からのぞかれた、13歳から16歳の女子、避難所で成人男性からキス

してと言われた、男性がトイレまでついてくる、６から12歳女子、携帯などからわいせつな

写真を女の子に見せたなど、困ったことがインターネットに載っていました。避難所での性

被害についての対策は村ではどのようにお考えでしょうか。 

  続いては、トイレの問題です。仮設トイレには女性の長い列ができているようです。また、

男女別に分かれていないこともあるようです。女性は男性に比べてどうしてもトイレの所要

時間が長いので、男女別にして女性のトイレをふやす工夫も必要ですが、このようなことに

ついて対策はお考えでしょうか。 

  さらに、物資の配布に関して、物資が届いても、配布しているのが男性ばかりなので受け

取りにくいといった声は、これまでの災害でも聞かれたようです。生理用品や下着といった

支援物資は女性が配布する、これは炊き出しなどにも言えることで、女性は一日中避難所の

食事の世話に追われ、子供や両親の面倒を見る時間がないといったような声もあったようで

す。少々具体的な内容でそのときにならなければわからないかもしれませんが、何か避難所

での運営などに対して計画やお考えはおありでしょうか。 

  インターネットにこのような書き込みがありました。避難所にはそれこそ小さい子供から

お年寄りまで集まっていたんだけれども、特に子供たちをどうにかしないといけないなと思

った。彼らは状況ができているのか、ストレスがたまっているのかよくわからないけれども、

とにかく避難所内を走り周る、人が寝ていようがいまいが関係なし。５日目からは小学校高

学年か中学生ぐらいの子供たちが避難所内でバスケし始める始末。さすがに注意されていた

けれども、体育館ってあんなに響くものだったか。意外なところでストレスが出てくる。こ

のような書き込みがありました。 

  このような状況から、遠慮して車の中で避難生活を送る家庭も少なくありませんでした。

そのうちテントが多数設置されましたが、村としてはこのような状況についてどのように対
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策をしようとお考えになっておられるでしょうか。 

  そのほか、まだまだもっと私の乏しい想像力では思いもつかない問題が多々あることと思

います。女性に優しい防災、心配の少ない避難所生活など、村として問題視し、対策等のお

考えがありましたらお教えいただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

〔村長 北村政夫君 登壇〕 

○村長（北村政夫君） 金井議員から女性の立場からの災害時の問題点の御質問をいただきま

した。 

  災害時、役場がまずしなければならないことは、さきの議員さんたちにもお答え申し上げ

ましたように、村民の命を守ることであります。そうはいいながら、今回の熊本では二次災

害の被害を最小限に抑える、その必要性も提起されたというふうに考えております。 

  御質問１点目の災害弱者の把握についてでありますけれども、介護を必要とされる方ある

いはひとり住まいの高齢者の方々については、役場の地域包括支援センターで承知いたして

ございます。おおむね全員の最近の心身の状況まで詳しく承知しております。近隣の市町村

からは、青木村は小さい行政で目が届いていてという羨望の目で評価されているところでご

ざいます。一昨年の豪雪あるいはその後警報が出たような台風の際には、保健師の皆さんが

手分けをいたしまして約２時間ぐらいで村内のこういった方々の健康状況あるいは医薬品、

食料の不足の有無など確認できたわけでございます。そういった方々からは、電話をいただ

いた、あるいは情報電話で顔が見えたので安心したということもいただいております。 

  御質問の中で地域支え合いの話がございました。特に青木区では熱心にしていただいてお

りまして感謝を申し上げておりますが、弱者の把握については、やはりその地元の皆さんが

一番よくわかるわけでございますので、中挟等々含めまして、地域支え合いの皆さんはそう

いうことまでプライバシーに配慮しながら把握していただいておりますので、今後も、地域

支え合いの皆さんにはそういうことも御期待申し上げていきたいというふうに思っておりま

す。 

  それから、２点目の女性や乳幼児が必要とする物資についてであります。データを示して

の具体的な説得力のある御質問をいただいたわけであります。 

  粉ミルクの必要性は前々から私が問題を提起しておったところでございます。特にその粉

ミルクあるいは離乳食は、保存期間あるいは賞味期限が短いことから、備蓄することはなか
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なか困難な状況でございます。近隣の薬局にもこれを扱ってないところもあるわけでありま

して、さらに今回、熊本の地震の際には食物アレルギーの子供もいるというようなことで、

こういったことにも配慮する必要があるわけであります。女性の必要とする物資あるいは紙

おむつなど一定の期間保存できるものは備蓄するとして、他は提供する店舗、１日目の店舗、

３日目の店舗、１週間目の店舗、そういうようなことに配慮し、災害援助協定等々を締結す

る方向で考えてまいりたいと思います。 

  一昨年になりますけれども、体育館の屋根の上に青木村という大きな表示をつくりました。

これは、こういうことはなかなかあっては困るんですけれども、ヘリコプターで支援物資を

持ってきてもらって投下してもらう、そういうための目印を大きく書かせていただきました。

ちなみに、色は航空隊の皆さんに、あるいは大きさも航空隊の皆さんに相談してやったわけ

であります。 

  備蓄についてという御質問もいただきました。少しせっかくの機会でありますので細かく

説明、答弁させていただきますけれども、青木村の防災関係の設備、備蓄についてでありま

す。 

  小学校には太陽光の設置をいたしまして、非常時には電源をとれるようになっております。

ふるさと公園にはヘリポート、それから災害時に設置可能なテント、遊具も可能になります、

マンホール等でかまどベンチ、防災貯水槽。それから、役場には災害時のテレビ用アンテナ、

これは発電機が各地区にありますが、災害でいわゆる情報が入らないというような場合を想

定して、公民館にあるテレビにこれを接続して、アンテナから電気を通して見られるという

のを３基用意してございます。それから、役場消防庫には土のう、ブルーシート、発電機、

可搬ポンプ、土のうのセット。それから、義民センター付近の水防庫には、土のう、かけや、

とび、のこぎり、つるはし、剣スコップ、縄ひも、鎌、ハンマー、くわ、ブルーシート、木

ぐい、投光機、浄水器、皮大小。それから、小学校体育館の横には、飲料水、アルファ米、

ビスケット等々がございます、食料がございます。それから、各地区には発電機、投光機が

各１台ずつということと、場所によってはラジオ、それから救急用セット等々があります。

ある意味では除雪機もその一つかというふうに思います。 

  これで絶対量が足りているかというと不足しているわけでございますので、不足の器具、

機器等含めまして、数の充足を図ってまいりたいというふうに思います。 

  これは全村民の皆さんへのお願いでございますけれども、災害の際は公助のほかにも自分

で自助、自分の命は自分で守ると、それからお互いにさっきの支え合いの姿勢のような共助
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もお願いをしてまいりたいというふうに思います。 

  次に、御質問の３点目、４点目につきましてはプライバシーの保護についてであります。 

  これは、阪神・淡路あるいは東日本の災害を経て一歩前進したかなというふうに考えてお

ります。いろいろな面で工夫をされています。 

  災害直後の避難所で、こういった性別に関係なく、年代に関係なく大勢の人が密集する状

態で共同生活を送るわけであります。テントの間仕切りの確保等々がありました。体育館以

外のところに、あそこは２回の震度があったということで、なかなか屋内で避難する人がい

なくて、車の中も大変、今でも50人いるという話でありますけれども、屋外が期待されたと

いうことで益城町ではテント、その後もテント村を登山家の野口さんが提案いたしましてテ

ントの設置をしたそうでありまして、最大には600人がこれにより生活をしたということで

ございます。 

  そして、今のプライバシーの話でありますけれども、益城町では死角ができるということ

を懸念いたしまして、ほかの自治体の町村の職員に応援をお願いいたしましてパトロールを

しました。それから、妊婦あるいは高齢者の方々には、１日１回顔を出して直接体調などを

確認したということでございます。 

  それから、間仕切りもいろいろ新しい製品が出てきまして、個室的なものが38の避難所に

1,988のユニットができたということであります。これは四方を囲む布でできておりまして、

あけたり、昼間はおしゃべりしたり、夜は仕切ったりというようなことができました。特に

外のテントの場合は暑さが課題だそうでありまして、寒さはある程度しのげる、九州ですか

らしのいだということでありますけれども、この暑さ対策が大変だということであります。 

  もう一つは、今の御質問の中にもありましたように、間仕切りも各家庭がニーズが違うわ

けでありますので、子供が大きな声を出したり走ったりするような人たちのために、子育て

家庭、あるいは高齢者、あるいは地区ごとに区分けをしたということでございます。 

  なお、山岳用テントも非常に、たためば1.5キログラムで２万円ぐらいからあるそうでご

ざいまして、必要な人にはお買い求めいただくということも一つのアドバイスかなというふ

うに思います。 

  それから、５点目の御質問でございますが、女性のトイレについて、被害の状況によって

は全く違った状況になるかというふうに思います。体育館とか屋内が使える場と全く使えな

い場と想定する必要があるかと思います。仮設トイレはふるさと公園あおき、あるいは日赤

奉仕団がわずかではありますが確保いたしてございます。トイレが汚れるということは、衛
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生上からも好ましいことではありません。こういった益城町の対応なども勉強させていただ

き、今後のことに勉強させていただきたいと思います。 

  ６点目の物資の配布についての女性への配慮についてでございますが、これは当然のこと

であります。そのときにならないと状況が全く想定できないことではありますけれども、御

質問にありましたような事例は、避難所の運営に携わる、そういった者の共通認識としてす

る必要があるかというふうに思っております。 

  災害から今数カ月たって落ち着いてみると、しなければならないことは山積しているなと、

こういうふうに思っております。 

  次に、御質問７点目についてでありますけれども、多くの災害の現場で支援をしてきた福

井大学の酒井明子教授のデータの論文が載っておりました。子供のことで変化に気づくこと

が必要だと。一番何も言わないのが子供であって、ストレスがあってもなれない大勢の中で

いい子にしないとということで無理をしてしまうと。異変に敏感なのは保育あるいは教育の

専門家ですので、支援が落ちついた後で学校の先生が子供たちの変化に気づいても、今は生

命あるいは生活が優先だと思って余り言わなかったというような反省もあるようでございま

す。避難所で、できれば子供が自由に遊べたり、スペースをつくっていかなければならない

と思います。 

  また、心のケアあるいは歯科医、こういったグループあるいは宗教者など多くの支援者が

さまざまな支援をテーマを持ってやってきていただけるということでありますので、連携の

できるコーディネーター役も必要であるというふうに言っておられます。避難所生活を支え

るさまざまなキーワードを多角的に捉えていかなければならないと思っております。 

  最後の８点目についてでありますけれども、当然のことでありまして、村民の避難者の半

分は女性であるわけであります。女性は男性と違いまして、金井議員の御質問の中にも多く

指摘されておりますとおり、こういった有事の際には男性と違う配慮が必要であります。 

  少し話は変わりますけれども、国会議員の一定数を女性に占めるという法律も今議論され

ているようでございますので、きょう金井議員が女性議員としてこの当村の議会にいるとい

うことを、一つは敬意を表したいというふうに思います。 

  今回、熊本地震等から想定される女性の立場からの災害時の問題点という御質問をいただ

きました。女性の視点、詳細にわたりまして、私どももしっかり村の防災、減災、縮災を最

重点の課題として対応してまいります。 

○議長（小林和雄君） 金井議員。 
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○１番（金井とも子君） 大変私などよりもいろいろな角度から考えていただいて、幅広いお

答えをいただいて、本当にありがたいと思います。安心して災害にも対処できるかなという

ふうに思いました。 

  片山議員からも先ほどおっしゃっておられましたが、ちょっと重なりますけれども、５月

15日の信濃毎日新聞では、自主防災揺らいだ熊本の見出しで、組織があっても機能しない例

が見られた、皆自分の身を守ることで精いっぱいで、救助活動は一切できなかったと、益城

町の自主防衛組織の婦人防災クラブの会長は、悔しそうに振り返ったとありました。訓練は

していても差し迫った感覚がなかった、頭が回らなかったとのことです。実態はそうなりが

ちですが、そうならないために、本番を想定した日常活動が不可欠で、訓練を積んだ組織が

ある地域とそうでない地域では、災害時の被害に決定的な違いが出るとも書かれておりまし

た。 

  当村にも立派な防災計画がございますが、災害はないにこしたことはありませんけれども、

もしも起こってしまったときのために、机上のものに終わらぬようにお願いしたいと思いま

す。 

  いろいろと予想して御質問申し上げましたが、いつのことかわからないのに随分取り越し

苦労をしていると思われるかもしれませんが、転ばぬ先のつえ、なかなか実行に移すことは

難しいことですが、このような問題が起こることがあると認識しておくことが大切なことで、

いざというときにはきっと役に立つと思いますので、ぜひ、当局の皆様には頭の中にしっか

りと置いておいていただきたいと思います。 

  最後に、村には日赤奉仕団も活動していただいております。女性の多い組織ですので、さ

らに強化して非常時には女性の困り事にも対処できる組織として、ぜひ活用、活動していた

だきたいと思っております。 

  以上で質問を終わります。 

○議長（小林和雄君） 通告にありました７人の議員の質問は、これで全て終了いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎資料の配付 

○議長（小林和雄君） ここで、報告第１号 専決処分の承認についての７項目め、ふるさと

公園あおきの指定管理者の指定について、事務局より議員の皆さんに資料を配付します。 
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〔事務局資料配付〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（小林和雄君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  これにて散会といたします。 

  御苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時０６分 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

平成２８年６月２１日（火曜日） 
 

（ 第 ３ 号 ） 
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開議 午前 ９時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（小林和雄君） 定刻になりましたので、本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（小林和雄君） 本日の日程は、道の駅あおき高機能拠点化プロジェクト関連事業特別

委員会について、取り組み経過報告を委員長よりいただき、その後、日程第３、報告第１号

から審議、採決を行います。 

  各案件の説明が終了しておりますので、質疑、討論、採決の順で行いますので、よろしく

お願いします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎委員長報告 

○議長（小林和雄君） それでは、道の駅あおき高機能拠点化プロジェクト関連事業特別委員

会について委員長より報告を願います。 

  居鶴委員長。 

○道の駅あおき高機能拠点化プロジェクト関連事業特別委員長（居鶴貞美君） おはようござ

います。 

  道の駅あおき高機能拠点化プロジェクト関連事業特別委員会における調査の結果を、次の

とおり会議規則第74条の規定により御報告を申し上げます。 

  平成27年９月の定例議会において重点道の駅あおきの高機能拠点化プロジェクトについて

の調査研究機関として、全議員による道の駅あおき高機能拠点化プロジェクト関連事業特別

委員会を設置いたしました。これまでに計５回の特別委員会の開催をしてまいりました。 

  平成28年３月定例会以後の取り組み状況について御報告をさせていただきます。 

  平成28年５月13日、第５回の特別委員会を開催し、村長、担当職員から基本計画、基本

設計の内容について説明がありました。委員からは、総事業費や工程、住民などの意見を受
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けて改善された点、完成後の運用方法などについて意見が出され、その後、道の駅あおきに

て現地の状況を確認いたしました。 

  道の駅あおき高機能拠点化事業は、今後の村の存続をかけた大きなプロジェクトです。村

内外から広く親しまれ、産業・観光・交流・防災など多機能な拠点施設として整備を進めら

れることを要望し、委員長報告といたします。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 委員長報告が終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎報告第１号の質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） これより、報告第１号 専決処分の承認を求めることについてを議題

とします。 

  なお、報告第１号につきましては、１項目から13項目までありますので、１項目ずつ質疑

をしていただき、討論、採決は一括で行いますので御承知ください。 

  １項め、職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例の質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  １項め、終了します。 

  ２項め、青木村税条例の一部を改正する条例の質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

  沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） それでは、今回の専決処分について議長にちょっとお願いしたい。議

会の会議規則の中では１議案３回までとありますけれども、今回のこのやつ、かなり項目多

いもので、各項目ごとにこして説明や質問させていただければと思いますけれどもよろしい

でしょうか。 

○議長（小林和雄君） この報告第１号では１番から13番ありますので、これ１項目ずつ質疑

を行いますので。 



－147－ 

○３番（沓掛計三君） いいんですか。 

○議長（小林和雄君） いいです。 

○３番（沓掛計三君） いいですか。それでは議長、それでは質問に入らせていただきます。 

  今回の税条例の改正、この間の中身のやつはちょっと細かいもので私のほうからはあれで

すけれども、このうちの何点かについて、私のほうからまず説明をお聞きしたいと思ってお

ります。 

  まず今回の税務課長の説明のでいきますと、これが10％に上げた時点でのやつだというの

が大前提というような説明がございましたけれども、今国のほうではこれから選挙になりま

すけれども、10％に上げないという今与党のほうでは言っていますけれども、今回専決して

これがもし10％に上がらなかった場合、この専決条例はどういうふうに処理していくのか、

そこら辺のところまず第１点でお聞きできると。 

○議長（小林和雄君） 小宮山税務会計課長。 

○会計管理者兼税務会計課長（小宮山俊樹君） また改めて一部改正条例を提出したいと思っ

ております。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） はい、わかりました。それが大前提になるだろうと思いますけれども、

そういうことで。 

  それではその次に、まず村民税の法人税課税ですけれども、これについてもそれが前提に

なっておりますけれども、今回の改定の中では地方の法人住民税を減らして、それを国のほ

うの税金にして、それを交付税でバックということになってきておりますけれども、これ事

実上、青木村に対してはどんな影響が出てくるのか、そこら辺のところは税務課長、どうい

うふうに。 

○議長（小林和雄君） 小宮山税務会計課長。 

○会計管理者兼税務会計課長（小宮山俊樹君） 交付税につきましては、その中身のほうを総

務省のほうから示されることはございませんので、具体的な数字ということは私どものほう

でも把握はできませんが、実際法人住民税を多くいただいている都市部より、こういった地

方、青木村のほうがより有利に働くものと思っております。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） そうするとこれ実際には、実質的には減るということですけれども、

それと交付税の算定基準というのは、なかなか私も疑いの目を持っていつも交付税というの
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を見ていますけれども、確かに都会の企業のほうが多いですから、都会の企業のやつを法人

税を減らしてやれば都会の企業の持っているところは確かに不利になるのは、これは見えて、

それを国の財源化して交付税でバックということであれば、財政力のないこういう市町村の

ほうが当然有利になるかと思いますけれども。これも確実にバックできるような方法という

ものを、また数字的なものはどんなふうに入ってくるのかというのをまた今後、今度は財政

当局になるかと思いますけれども、調べていただいた中でまた教えてもらいたいと思います

が、よろしくお願いします。 

  次に、個人所得の課税がございます。これについては私、今回特に自主服薬といいますか、

スイッチＯＴＣ薬控除というやつ、これについて今度は所得税の中で控除するという話にな

ってきております。これについて、これは今までの専決処分の中では、単なる税率の変更と

か状況に合った中でのこういうふうに専決処分変更だったんですけれども、全くこれ、新規

に出てきているやつかと思います。 

  それで、買ったやつを10万を限度に１万2,000円を控除した中で８万8,000円を所得申告

のとき控除するということですけれども、これについては、それは控除はいいですけれども、

保健師である住民課長補佐にお聞きしたいんですけれども、実際こういうふうに市売品のや

つのほうを使いなさいよというような、実際これ医療として、先生にかからないほうが当然

安くなっていくわけですけれども、保険料も安くなって医療費が安くなっていきますけれど

も、そこら辺の的確に皆さんが使いこなせるかどうか、そこら辺のところは保健師の特に住

民課長補佐にちょっと、自分の御意見でもいいですからお聞きできればと思います。 

○議長（小林和雄君） 宮澤住民福祉課長補佐。 

○住民福祉課課長補佐兼地域包括支援センター長（宮澤章子君） 少し私も調べてみましたけ

れども、セルフメディケーションというものの定義が、そもそもＷＨＯでは、自分自身の健

康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすることというふうに定義されておりま

す。 

  今回のこの医薬品に関しての条例、控除のことをちょっと読みますと、まず健康の維持増

進が疾病の予防への一定の取り組みを行っている個人に対して行われるという要件が１つあ

ります。これは特定健康診査ですとか予防接種、それから定期健康診断、がん検診等を受け

ている方というような要件のようでございます。 

  それから、対象となる医薬品は成分と薬の種類によって定められているというところで、

まずはその２つがあります。 
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  議員さん質問のやはり販売の辺がどうなるのかなというような御質問かと思うんですけれ

ども、そちらは薬が４つに分類されておりまして、種類により販売方法について対応する専

門家とそれから説明義務等が定められているというふうになっております。 

  ２種類につきましては、薬剤師さんによる書面での情報提供が必要とされておりまして、

薬剤師さんが不在の場合は購入できない医薬品もあるというふうに記されておりました。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 医療費が高くなってくる中では、このようなこともやっていかなくち

ゃいけない。 

  ＯＴＣ医薬品の種類ということで、これもインターネットで引いてみたんですけれども、

これかなりの広範囲なもの持っております。うがい関連ではうがいの薬、喉スプレー、トロ

ーチ、ドロップ剤、鼻炎剤、せきどめ剤、総合風邪薬、解熱剤では頭痛、生理痛、歯の痛み

どめ、バファリンみたいなものですかね、そういうのとか、あと胃腸炎では消化剤とか下剤

とか、これかなり一般の使用のものです。外皮系では虫刺され、たむし、要するにいろいろ

なこれもかなり一般的に売られている薬が対象になるのかなという感じで見ております。あ

と養毛剤とか禁煙のやつ、あと滋養強壮の補助薬とか漢方のほうでもございますけれども。 

  これだけのものを今度税控除に対して持っていくということですけれども、この条文読み

ますと、平成30年からということですと、来年の29年１月１日から12月31日までの間に、

この薬の領収書をまずとっておかなくちゃいけないということになるかと思います。そうす

ると、その領収書をとるとき、ここら辺の池田薬局さんだったら薬局だからいいけれども、

もっと総合的な大きいストアみたいなところに行くと、領収書を別々にもらわなくちゃいけ

ないのかどうか、税務の申告のとき。ここら辺を住民にどういうふうに理解してもらってい

くのか、どういうふうに申告を受けていくのか、そこら辺のことは税務課長のほうではどの

ような方向でやっていこうという考え方ですか。 

○議長（小林和雄君） 小宮山税務会計課長。 

○会計管理者兼税務会計課長（小宮山俊樹君） お店で購入した薬がＯＴＣ薬に該当するかど

うかということにつきましては、レシートもしくは領収書の中にそれが明示されていないと、

私どものほうでもそれがはっきり判断することはできない状況でございます。29年１月１日

からということですので、実際の申告は30年２月ということになります。ここからあとまだ

来年の１月１日まで期間がありますので、その間に国のほうでもまたどのようなやり方で申

告をしていくのか、そういった情報が流れてくるかと思います。今現在は特にそういったも



－150－ 

のはないもので、今待っているというような状況でございます。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） しつこくて申しわけないんですけれども、これ、そうすると来年の当

然１年間集めておいて、10万円を限度でやっていくと。そのほかに今度は医療費にかかった

ものについては、10万円以上については控除、これは別枠だということ。これは普通２種類

をそろえていかなくちゃいけないわけですけれども。 

  実際そうすると、かなり難しい買い方していかなくちゃいけなくなってくるのかとともに、

今言われたように来年の１月、全体がそうなんですけれども、来年の29年１月１日からとい

うことであれば、何でここで専決しなくちゃいけなかったのかどうか。もう少し広報しなが

ら、６月議会なり９月議会でもそれじゃ間に合ったんではないかということなんですけれど

も。この専決、新規の専決なもので、私どうしても今回このことについても何でやったのか

なというのが、そこら辺は準則流れてきているといえばそれまでの話ですけれども、準則と

いうのは予測をもって今回流してきた中で２％も、８パー、10％にもしないというのも、そ

こら辺も国がそういう考え方の中で簡単に動かしたことなんですけれども、今回どうしてこ

こら辺ところ、この辺についてやったのかも、ほかのやつも私、こういう条項がありますも

ので、そこでも聞きますけれども、そこら辺のところは税のほうとしては今回はどうでしょ

う。 

○議長（小林和雄君） 小宮山税務会計課長。 

○会計管理者兼税務会計課長（小宮山俊樹君） 専決でございますので、本来はことしの３月

の議会に提出するべきものではあったと思っております。この６月に提出したとしても、施

行が来年の１月ですので十分間に合うということで、今回６月にさせていただいたというこ

とで御理解お願いいたします。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 間に合えば本当は一条例として出して審議してもらうのが建前であっ

て、専決でやることだったかどうかというのは私はちょっと疑問には思っていますが、これ

についてもひとつ検討してもらいたいと思います。 

  それと、その中でいろいろ軽自動車税、車体税とかグリーン化税とか、これいろいろあり

ますけれども、これらについて私それほど詳しくないもので私のほうからは遠慮しておきま

すけれども、今回の説明の中で、地方創生型の今度は企業版のやつ10万というのが入ってき

ておりますけれども、これについてもあくまでも10％になった時点のやつだという話、これ
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もここで専決なってしております。 

  ここら辺のところについても、そんな早くやる必要あるのかどうか、またこの企業版のふ

るさと納税自身も、政権が変わってしまえば全くやらなくなる可能性もあると。私は、ふる

さと納税自身に私いわゆる賛成の立場の人間ではないもので、税の根本的体系がどうしても

崩れているような気がしますもので、もっと前々から私はふるさと納税というのはどうなの

かなという感じは持っておりましたけれども、ここら辺のところも今回の専決でいいのかど

うかということでございます。 

  それともう一つですけれども、この間の説明の中で、６ページでございます。農地保有に

対する固定資産税の強化・軽減について。これについても、これ言葉はいいです、農業経営

の規模の拡大等農地の利用効果及び高度化を求めて、農地の生産性の向上を資するため、農

地の保有強化やっていくんだと。それで荒廃農地を減らしながらやっていくという中で、そ

うすると荒廃農地にしておくと、今度は課税ですけれども、今まで軽減していたものが課税

を元へ戻したり課税強化しますよということでございます。 

  これについて、今度建設課の農業委員会担当している奈良本係長にお聞きしたいんですけ

れども、この中に農地法に基づく農業委員会による協議の勧告を受けた農業振興地域内の遊

休農地を対象にするとあるんですけれども、実際、これは建前上は今までも勧告の義務はあ

りましたけれども、そこはほとんど個人には入っていないかと思います。今回、今度は金が

絡むことですので、これを確実に勧告していかなくちゃいけないということであれば、そこ

の勧告すべき土地というものを今の農業委員会さんの中で検討した中でそれを判断できるか

どうか、そこら辺のところは農業委員会の奈良本係長にお聞きしたいんですが。 

○議長（小林和雄君） 奈良本農業振興係長。 

○建設産業課農業振興係長（奈良本安秀君） こちらに書いてあります農地法に基づく農業委

員会による協議の勧告というのは、いわゆる遊休農地について農地中間管理機構に貸すこと

への協議を農業委員会から所有者に対して勧告するという意味でございます。 

  農業委員会は毎年農地の利用状況調査というのを農地法第30条に基づいて実施をしており

まして、その利用状況調査で遊休農地等を判定していくわけなんですけれども、遊休農地と

して判定された後、その遊休農地の中で再生可能な農地と再生困難な農地という２つのパタ

ーンに分けて判定をしていきます。再生可能な農地と判定されたものについて、今度所有者

に対して農業委員会は利用意向調査というものを、これも農地法に基づき実施をしていきま

す。その利用意向調査というのは今後その農地をどうしていくか、みずから耕作するのか、
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もしくは農地中間管理機構等を通して賃貸借等を行うのかと、そういったような意向確認を

していきます。 

  その意向確認をしてから１カ月以内を経過しても、その表明された意思に基づく行動がさ

れていないとか農地としての利用をされないということが確実であるときは、農業委員会が

総会の中で判断をいたしまして、その所有者に対して農地中間管理機構に協議をしてくださ

いという勧告をするということで、その勧告をした時点でその農地は固定資産税の増税の対

象になっていくわけですけれども。 

  利用状況調査は毎年実施をしております。意向確認調査については本年実施をする予定で

おりますので、その意向確認の結果を見て、勧告は法律上勧告するということになってはお

りますけれども、勧告するかどうかというのはまた、従来は農業委員会がみずから所有者に

対して是正の勧告等を行うようになっておりましたけれども、今度は中間管理機構に対して

協議をしてくださいという勧告に変わってきますので、これは税金もかかわってきますので、

その勧告するときの判断については慎重に対応をしていきたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 本当にそのとおりの答弁になるかと思います。本当に慎重にやらなく

ちゃいけないとともに、中間管理機構も今までは10年という、今回の条例の中でも10年と

いうことを書いてありますけれども、10年は長過ぎるから中間管理機構は５年でもいいじゃ

ないかというようなニュアンスの言い方ももうここへ入ってきております。まだまだこの農

地に対する動かし方というのも、まだ国自身が中間管理機構ですか、国がつくった管理機構

自身も固まっていないんじゃないかという中で、今回このような専決で出てくるということ

ですけれども、これ今度は税務課長さんにお聞きしたいんですけれども、今回この専決やっ

たとき、各課にまたがったいろいろな問題というのがあるんですけれども、そっちとの調整

はしてきましたか。 

○議長（小林和雄君） 小宮山税務会計課長。 

○会計管理者兼税務会計課長（小宮山俊樹君） まず最初に申し上げますが、この資料の４ペ

ージ、参考というところから以降の分については専決処分ではございません。私どもの税条

例ではなく税法の上で全て賄われるということで、条例改正は必要なく、ここから後の分に

ついては実施されるということをまず御承知願いたいと思います。 

  その上で今の御質問でございますが、これから農政、農業委員会、そちらのほうとも十分
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な連絡をとって調整を図っていきたいというふうに考えております。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） これで最後にいたしますけれども、総務さんにお聞きしたいんですけ

れども、今回の、私、専決処分というのは、これはかなりのもう既に決まっちゃっているこ

となので、これを否決するということもなかなかできないというとともに、なものでやはり

条例を出すに当たっては審議できるものと、時間があるものについてはもう少し中で検討し

てもらって専決なら出してもらう。出しちゃいけないことはないですけれども、専決という

ものについての慎重性をもう少し持ってもらいたいと思いますけれども、そこら辺のところ

村長さんの答弁をいただいて終わりにしたい。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 専決に対する基本的な考え方ですけれども、これはまず大前提として、

いろいろ今沓掛議員から御質問いただきましたけれども、国が行うことは私は性善説だとい

うふうに、原則ですよ、というふうに思っています。ですから、国が来たものを専決しない

で、あるいは時間があるから少し議論を重ねてという方法も私は決して否定するものではあ

りませんけれども、これによって私ども見えないところ、国から全てパーフェクトに示され

ているわけじゃないので、これで村民が受ける受益が、あるいは受けられる受益が受けられ

なかった場合どうするかということも見えないところもありますから、国から準則が来れば、

国から指導があれば、原則としてこれは専決させていただくということであります。 

  それからもう一つは、例えば10％の話が等々ありましたけれども、これは賢島のサミット

の以降、これは10％にしないという総理大臣の基本方針が変わったわけでありまして、３月

の時点では誰が見てもわかりませんですよね。ということで、これは10％ありきで国から来

た準則に従ってやっております。 

  それから、国の、年度によって多少差がありますけれども、私どもが３月下旬に議会が終

わった後、国のほうが３月31日付でいろいろ法律ができるということを３月下旬に受けて、

私どもは議会と３月31日の間で原則として専決するのが多いわけですよ。それをまず御理解

いただきたいというふうに思います。 

  時間的に当然議会が３月議会のうちに出せるものは出すし、それからその議会の間でさら

に追加議案で出せるものは今後も出していく、そういった基本方針は貫いてまいりたいと思

います。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 
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  内藤議員。 

○６番（内藤賢二君） ちょっと関連なので、次もちょっと年と年度の関係で１ページの関係

なんですけれども、個人所得課税の関係で平成29年１月１日から平成33年12月31日までと

いうようなことで控除できるというようなお話でありますけれども、その下に平成30年度分

から適用ということは、個人事業関係は１月から12月31日までだと思いますけれども、こ

れは29年度で確定申告でそういう控除ができるということで理解してよろしいのか、30年

度からの適用ということは、これどういうふうに捉えたらいいか、その辺ちょっとお伺いし

たいと思います。 

○議長（小林和雄君） 小宮山税務会計課長。 

○会計管理者兼税務会計課長（小宮山俊樹君） 施行は29年１月１日からです。ここから１年

間、それからあと１年間、領収書等納税者の皆さんは用意しておいていただいて、30年の申

告からこれをお願いするということでお願いしたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 内藤議員。 

○６番（内藤賢二君） そうすると29年度分は翌年度の申告から控除がされるということで、

その年度内の12月31日までの、要は支払った分に関しての控除はその年の申告は適用にな

らないということで、１年送りになるということで理解させていただいてよろしいですか。 

○議長（小林和雄君） 小宮山税務会計課長。 

○会計管理者兼税務会計課長（小宮山俊樹君） 住民税につきましては翌年度課税ということ

になりますので、おっしゃるとおりでお願いいたしたいと思います。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。よろしいですか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  ２項め、終了します。 

  ３項め、青木村国民健康保険条例の一部を改正する条例の質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

  よろしいですか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  ３項め、終了します。 

  ４項め、青木村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の質疑に入ります。 
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  質疑のある方。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  ４項め、終了します。 

  ５項め、あおきふるさと体験館・農産物直売所の指定管理者の指定について質疑に入りま

す。 

  質疑のある方。 

  片山議員。 

○４番（片山順雄君） 質疑というか、この指定管理先というお話になるかと思いますけれど

も、株式会社道の駅あおきの役員体制、持ち株内容、定款についてもできればということで

すけれども、正式に議会に報告をしてほしいと思いますが、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） ちょっと細かい数字持ち合わせておりませんけれども、株式でいうと

750株余ですね。加工組合が500、村が250、ＪＡ信州うえだが10で、ほか若干でございます。 

  それから役員は、社長が林寛夫さん、取締役として私、北村政夫、それから課長の片田幸

男、小林孝吉、沓掛正一です。それから監査で堀内富治さん。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） 大変申しわけないですが、改めて書面でお願いできますか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） はい、後ほど、では提出させていただきます。 

○議長（小林和雄君） ほかに。 

  山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 実績もあるし妥当な指定だと思うんですが、業務内容の線引きとい

うか、この新たにできた株式会社は、例えばアルコールの販売をするとか、ここでは今体験

館と農産物ですけれども、観光センターで例えばアルコールを売るとか、そういった意思決

定をするのは、どこまでが村と協議した上でこれはとめてもらう、ここから先は意思でやる

とかとそういうような、そういう何といいますか、委託内容といいますか、権限の線引きと

いいますか、その辺はどんなふうにお考えですか。 

○議長（小林和雄君） 片田課長。 
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○建設産業課長（片田幸男君） この指定管理につきましては、施設の管理についてお願いを

していくものでございまして、中の業務内容といいますか、それにつきましては委託先であ

る会社のほうで検討していただくと。その中で村長も私も一応取締役ということになってお

りますので、御意見を申し上げるべきところは申し上げていくと、そういう形になろうかと

思います。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） では具体的に今度はアルコールを売りたいと、直売所で。そうする

と税務署といいますか、許可の関係もありますけれども、では直売所の意思でもってできる

と。ある程度私は裁量を持たせてやったほうが自由なあれができて、結局それが活性化につ

ながるんじゃないかと思うもので、思い切ってそういったことはお任せしたほうがいいんじ

ゃないのかなというふうに思いますが、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） ほかには。 

  居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 先ほど片山議員からもあったんですが、改めて書面でいただけると、

こういうことでございますが、先ほど組織の関係で取締役の方が６名かな、これについての

人選について、どういう観点というか視点からお選びになったかどうかまずお聞きをしたい

と思いますが、おわかりの範囲でお願いします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 株式会社化というのは、もともとは直売所組合の皆さんから出た話で

ありまして、私どももそれに賛成をしたという経過から来ております。したがいまして、い

ろいろな考え方、進め方については、直売所組合の皆さん方から上がってきたものを私ども

も相談にあずかったということであります。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 取締役の中に村長と片田課長がお入りになっているということでござ

いますが、この点について課長も役場の職員でございますが、全くそういうことに関しては、

そこに取締役で入るということについては全く問題がないと、こういうことでよろしいとい

うことですか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 野田村に昨年視察に皆さんと一緒に行きました。そこも社長は村長で
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すよね。ということで、全国的に見れば社長もしくは役員として入っている首長あるいは職

員というのはたくさんありますので、全く問題ないというふうに思っております。 

  ただ私ども考えておりますのは、先ほど山本議員からありましたように、なるべく株式会

社の意向でやるということでありますので、そういうことも尊重してまいりたいと思ってお

ります。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 先ほど小林孝吉さんという方が取締役になっております。この方は、

私の記憶では上田商工信用組合の最後の理事長をされた方だというふうに認識しております。

この点も踏まえて、この方、今申し上げたように最後の理事長さんだったので、その当時の

例えば出資とかそういう関係で被害を受けたという方もおいでになったりしますので、法的

には全く問題ないことでありますが、道義的な関係でという声もあるんではなかろうかと、

このように思いますが、この点につきましてちょっとお聞きをしたいと思いますが。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 一番は、小林孝吉さんが今出荷組合のメンバーでたくさんいろいろ出

荷されておられます。そういうことが一つのポイントであったというふうに承知しておりま

すけれども、過去いろいろ人間ってある、そういう中でいろいろ反省をしてその次に生かし

てもらうということも大事なことではないかというふうに思っております。 

  私もこの取締役会含めてその以前からもおつき合い含めて、大変そういうことでこのこと

にふさわしい熱心な方だというふうに思っております。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  堀内議員。 

○９番（堀内富治君） ちょっと私も今発言するには微妙な立場であるというふうに考えてお

りますけれども、指定管理者の指定につきまして３件提案があるわけでありますけれども、

私が一番心配してまいりましたことは、現状の道の駅以上にこれから非常に煩雑をきわめ、

それからさらに大変な状況に変わっていくだろうというふうに私は考えております。そうい

う面から考えて、果たして道の駅にお願いしてもよろしいかどうか、非常に私は心配をして

おるところでございますが、その辺を村長にお伺いをしたいと思います。 

  それから、前に委員会かどこかで質問をしたときに村長の答えでありますけれども、従来

からの道の駅の対応も非常によくできていたと、こういうことでありまして、実績も当然考

えられましてこういう提案がされたんだというふうに私は考えておりますが、繁忙の中をし
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っかりと指定管理をやってもらえるかどうか、その辺も含めてお伺いをいたします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 道の駅が青木村の大きな発展軸の根幹をなしているというふうに思っ

ております。そういうことで、こういったいろいろのチャンスを生かして道の駅をさらにバ

ージョンアップしていきたいと、いろいろな人の御協力をしてやっていきたいと、こういう

ふうに思っております。 

  そういう目でいろいろ県内とか近県とかいろいろ視察したり、見たり、写真を撮ったり、

話を聞いたりしている中で、こういうふうにやればもっとというのはいろいろ私の頭の中に

もあります。そういう中でいろいろ不満といいましょうか、こうやればいいなという、さら

にその延長上にあるものを求めるいろいろのことはありますけれども、今この道の駅を受け

ていただけるのは、あるいは託せるのは、今回の株式会社であるというふうに思っておりま

す。 

  それともう一つ、株式会社の大出資者であります生産組合の皆さん、直売所組合の皆さん

は原則村民の方でありますので、こういう点も加味をしておりますし、また期待もいたして

おります。 

  私ども２人役場から取締役ということで入りましたので、役場で言いにくいこと、できな

いこと含めてこの中で発言をして、しっかり運営をしてまいりたいと思っております。議会

を含めいろいろ皆さんの応援をいただきたいとさらに思っておりますので、よろしくお願い

します。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 内容的には理解はしたわけでありますけれども、非常に大変だという

ことだけは実態として伺っておるわけであります。 

  隣の道の向こう側の面も含めていろいろこう考えますと本当に御苦労かなと、こんなよう

に思うわけでありますが、どうもあそこでやらないでシルバー人材センターに行ってしまっ

たわなと、こういうようなことのないように、村長、きちんと精査をお願いしたいと思いま

すし、なお、それからできるだけ青木村の人をとにかく雇用をして対応していったらどうか

というふうに考えておりますが、その件だけお伺いをしておきます。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 直売所の並ぶ商品含めて、生産者、雇用含めて、なるべく村民の方と

いうふうに思っております。しかし、シルバーを使えと言う人もいらっしゃるんですよ。シ
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ルバー使ったらと言う人もいらっしゃいますけれども、原則私は、もし村内で間に合えば村

内の方々で間に合わせたい、足りなければまたシルバーなりお願いすることがあるかと思い

ますけれども、基本的にはそう考えております。 

  それから、大変だというのは、私も村長という立場と取締役になったというこの２つの立

場を考えて、立場といいましょうか、さらに物事を深く入り込むと大変さはよくわかります。

本当に、私は朝夕あそこを出勤で通っていますから、私ごとでありますけれども、いつもあ

そこに行くと頭が痛くなるといいましょうか、胸が絞めつけられるといいましょうか、仕事

がいっぱい頭の中に浮かんでくるんですけれども、今まで10年間やってきた売上高、来客数

あるいはことしの連休の数字を見ると、頑張ればもって伸びていくな、もっと村民の人に期

待される、応えられるような道の駅にしていかなければならないなという決意を新たにする

わけであります。一生懸命やっていきたいと思っています。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） もう１件お願いをしておきます。 

  きょうは提案だけでございまして、指定の内容だとかそういう文案につきましてはありま

せんけれども、これは何らかの形で議会には出ますか。お伺いします。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 指定管理者とのやりとりということになりますと、特にこの

施設につきましては基本協定ということで５年間の協定の締結をしております。それから年

度協定ということで、毎年毎年その１年の指定に関する協定も実施しております。その辺の

協定書等の書類についてはございますので、またごらんいただければと思います。 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

  内藤議員。 

○６番（内藤賢二君） 先ほど監査委員の関係で１名の名前が挙がりましたけれども、定款上

問題はないからそういうことになったと思いますけれども、この方の事ある場合の対応とし

てどういう対応をされるのか、１名で十分なのか、そこら辺ちょっと疑問で、指定管理者で

あり村のほうの対応もありますので、ちょっとその辺心配で質問させていただきますので、

よろしくお願いします。２名ですか、では。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） それで私も心配になりまして、複数というふうに聞いてみたんですが、

相談してみたんですが、司法書士がこれずっとリードをしていただいておりまして、こうい
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う内容でしたら、規模でしたら１名でいいということをいただいたので１名になったという

ふうに聞いております。 

○議長（小林和雄君） 内藤議員。 

○６番（内藤賢二君） じゃもし、そんなことあってはいけないんですけれども、事ある場合、

どうしても監査できないような状態になった場合はどういう対応をするのか、そこら辺ちょ

っとお伺いしたいと思いますけれども。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 監査できない状況というのはちょっと私も頭の中で想定できませんけ

れども、監査委員が欠けたということでいえば、またそのときしかるべき手続をとりたいと

いうふうに思います。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 堀内議員さん、監査ということで御苦労いただくんですが、本当に

御苦労さまです。 

  ちょっと私心配になったのは、兼業兼職の禁止という条項があるんだけれども、これは当

然検討された上での就任ということだと思うんですが、その辺一応念のためにお尋ねします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 一番、これも全員協議会かどこかで申し上げたかと記憶しております

けれども、議員の中で選ばれた堀内監査役ではない。いろいろ農業に関すること、今までの

経歴を含めて、そういう中でこちらから堀内富治さんに監査委員をお願いしてございます。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 法律的に何か抵触しなければ全く問題ないんですが、その辺では十

分に精査、研究された上でということでよろしい。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 先ほど申し上げましたように、司法書士にも相談しまして、その辺は

チェックしていただいております。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  片山議員。 

○４番（片山順雄君） ちょっとお伺いしておきたいんですが、今度この会社に村長、片田課

長が入られているということになりますと、我々議員の立ち位置というか、立場はどうなる
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んでしょうかということです。例えばいろんな意見とか提案とかあったときに、今までどお

りの指定管理先という形と同じ考え方でいいのかどうか、その辺を具体的にお答えしてくだ

さい。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 村長である北村政夫と、道の駅株式会社の取締役北村政夫は別人格で

ございます。 

○４番（片山順雄君） わかりました。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  ５項め、終了します。 

  ６項め、青木村観光センターの指定管理者の指定についての質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

  山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 公が営んでいる、現時点で株式会社になるわけですけれども、大変

あのそばが好評でいいんですが、私ども食べに行っても、取引先の人なんか「いやあ、なか

なかうめえそばだなあ」と言って褒められて本当にいいんですが、そんな業者の皆さんとの

中で、お互いに努力し合って相乗効果で青木村全体がそばが有名になってたくさん売れてと

いうことならいいんですが、その辺あれでしょうか、そばのおやりになっているお店の皆様

とはたまにお話し合いとか何かされているんですか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 大変私もその辺は冒頭、当初、苦労、配慮したところであります。い

ろいろの意見、お客さんからは道の駅の食堂で手打ちのそばを食べたいというお話がある一

方、今山本議員がおっしゃったようなことも私も大変心配しました。 

  それで、一度、決定する前に集まりを持ちました。道の駅側と、それから村内のおそば屋

さんに集まっていただきまして、こういうことをやってよろしいかと。全員参加せずに、口

答でいいよという方もいらっしゃいました。そういうことをしてスタートをさせていただい

ております。 

  おそば屋さんによっては、もっとおそば屋さんをふやせと、おそば屋を営業していながら、

例えば福島の矢祭町みたいに、あるいは飯山の富倉みたいに一部落一地域全ておそば屋さん、
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たくさんそば屋があるわけ、山形村にもありますよね、そういうようなことをイメージする

というおそば屋さんもおられますので、問題はないというふうに承知しております。 

○１０番（山本 悟君） わかりました。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。いいですか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  ６項め、終了します。 

  ７項め、ふるさと公園あおきの指定管理者の指定についての質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

  沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 今回、委託料の積算資料を出していただきました。いただきましたけ

れども、この中で金額的というよりか、あそこの芝の中の雑草の問題なんですけれども。 

  前回は何か北野建設さんが、あれだけのところですから責任持つ会社ですから、ある程度

のことはやってくれたようでございますけれども、既にまたかなりの雑草があの中に生えて

きている中で、この除草工ですか、16万1,000円というものが今回の中で１つとして入って、

あとは小さい２万3,000円とかという。 

  私はもう芝というのの怖さが、一番それがいつもずっとつくるとき怖いんですけれども、

それと、これ暗に言ってはいけないけれども、あそこ指定管理受けたけれども大変でねとい

うような言葉がもう既に私のほうへ入ってくるわけなんですけれども。 

  実際あの状態の中でこの金額で管理運営していかれるのかどうか。本当に精査してやった

のかどうか。あの除草をこれでもう既にきのうおとといと私も行ってみて、中へ入っちゃい

けないというから入らないでは見ていますけれども、かなりの除草がもう出ています。そん

な中でこれで運営していかれるのかどうか、そこら辺のところはどうですか。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 今現状管理していただいている道の駅のほうでも、大分月の

サイクルとかではやるべきことがはっきりわかってきて、大分軌道に乗ってきたというよう

なお話も聞いてきているところでございます。 

  除草については御指摘のとおりかと思いますが、今まだ芝がしっかり育ってきていないよ

うな状況もございます。芝がしっかりしてきますと、芝刈り機で草を刈るとかそんなような

ことで雑草の生育も若干抑えられるのかなというふうに考えてございます。 
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  これは積算資料ということで、今年度についてお示しして契約をした金額でございます。

この状況を見ましてまた次年度以降の管理料については検討していくと、そういうことにな

ろうかと思います。よろしくお願いします。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 芝についてはこれからの問題だからじっくりまた私も見させてもらっ

ていきますけれども。 

  それと中低木の管理、これ今回私も指定管理を道の駅あおきにやるという中で、ノウハウ

あるのかどうかという話を私かなりしていたつもりでございます。そういう中でこういう、

これから剪定とかいろいろなものについて、指定管理を受けたあの中でどんなふうに、道の

駅あおきの株式会社のほうでどんなふうに計画を立てていくんだというような、当然申請の

中にも出てくるかと思います。運営方法の申請が出てきているはずだと思います。ですから、

そこら辺のところはどんな運営方法にしていくのかというのは、どんなふうに出てきていた

のかお教え願えないかと思います。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 具体的に中低木についてどんなふうにやっていきますという

ような提案といいますか、あれは現状の中ではなかったわけでございますけれども、道の駅

で直営で賄える部分と、ある程度専門家にお願いしなくちゃいけない部分というのは出てく

るんではないかなと。 

  例えば遊具の点検の委託料も見ておりますけれども、自分で点検はできないと思います。

そうするとやっぱりしかるべき業者にお願いをして点検をしていただくと。その辺の通常の

様子を見ていて、やはりしかるべき業者に委託をしていくとか、そういうことも一つの管理

の中だというふうに考えております。 

  そんなことで、自分たちだけで賄えない部分については委託に出していく、そんなような

ことも想定してございます。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 先ほどから出ておりましたけれども、指定管理を受けた道の駅あおき、

それなりの気持ちを持って、丸投げのないような方法の中で業務遂行していってもらえれば

と思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 道の駅側は今まで経験ある管理でありますけれども、公園は確かにお
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っしゃるように初めてのことでありますから、私どもも取締役になっているというだけでは

なくて、行政としても深くかかわってまいりたいというふうに思っております。 

  それで管理費は、特にあづみの公園の云々と書いてありますけれども、いろいろの場所の

数字をいただいて、基礎としてこの数字を出しております。それでわかりましたのは、やっ

ぱりあそこは非常に草の種がいっぱい舞ってくるところなんですよ。どこでもそうなのかも

しれませんけれども、先ほど課長が答えましたように、芝生がしっかり根を張っていないの

で、やっぱり雑草のほうが強いので雑草がどうしても、肥料もしっかりやってありますし配

水もしっかりしているものですから、どうしても雑草が繁茂してくると、しばらくは繁茂し

ている状況であります。 

  それから、樹木も５年間と言われておりますので、５年間すれば支柱もとれますし根もし

っかり張ってくるので、そうすればいいんですけれども、この数年間というのは芝生と樹木

は今沓掛議員おっしゃったようなことをしっかりやっていかなければならないというふうに

思います。 

  それからもう一つ心配なのは、やっぱり遊具なんですよ。遊具で事故があるということは

あってはならないことでありますので、私も行って点検といいましょうか、自分でできるこ

とはやってみるんですけれども、３年間の瑕疵担保がありますので、その点北野を元請とし

ていろいろ時々来て見ていただいておりますので、３者であそこはそれぞれの分担の中で管

理を一生懸命やっていきたいというふうに思います。 

○議長（小林和雄君） ほかに質疑ありますか。 

  宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 沓掛議員のほうからも除草のことで話が出たわけですが、私も先日見

たら、これはかなり雑草出てきているなというふうに思っています。 

  通常の田んぼの土手とかそういうのだったら除草剤駆除ということもできるんですが、あ

あいったところはやはりお子さんが出入りするところなので、除草剤というのは絶対使っち

ゃいけないものだと。 

  その中で、先ほど沓掛議員のほうからも費用面で出たのですが、あれを年間を通して雑草

を取り除くということは大変な労力が必要だと思うんです。タンポポなんかも次から次へと

種が舞ってまいります。それから、今現在の食堂の横にある芝の部分ですが、あそこもかな

りクローバー等がはびこってきて、だんだん芝の面積が少なくなってきているような状態で

ありますので、その管理というものを本当に徹底してやっていくには、相当な費用というも
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のが必要になってくるかなというふうに思っております。 

  道の駅のほうで前段の観光センター、それからこの公園という指定管理についてですけれ

ども、観光センターのほうとしても本当にもうちょっと機能していただきたいなというのが

私の通常思っているところでございますけれども、こちらのふるさと公園のほうも通常の管

理は女性方がトイレの掃除なんかしておられるが、実際の管理、これから年間通しての費用

というものが相当かかると思いますが、その辺のところはどう考えておられるかお聞きした

いんですが。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 今御指摘がございましたけれども、４月から管理がスタート

してまだ２カ月、３カ月ですかね、というところで村も協力しながら、様子を見ながら、助

言をしたりあるいはマンパワーで協力できることはしたりしている状況でございます。 

  ただ、先ほども申し上げましたとおり、１カ月の例えばサイクルの中ではやるべきことが

見えてきて軌道に乗ってきたというようなお話もいただいております。これを１年間繰り返

し、１年のサイクルの中でどこに問題があるのかとか、どこがどうなのかということもしっ

かり検証しながら、また次年度以降の、何ていうんですかね、管理に生かしていきたいと。

ことしについては今申し上げましたとおり、お願いもしておりますけれども、村も一緒に入

って助言などしながら進めているという状況でございます。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 片田課長のお答えはわかりました。 

  それから工事中ですけれども、水辺公園のところが大分アオミドロですとか、そういった

のが非常に出てきて、ああいうところへ子供たちが入ったりすると転倒する危険が非常に多

いと思うので、あの辺の管理もきちんとやっていただいて滑らないようなふうに通常やって

いっていただかないといけないなと思っていますが、その辺のところもひとつよろしくお願

いします。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 水辺ふれあい広場につきましては、御承知のとおり浦野川か

ら水を引いている用水というような性質もございまして、水道の水とは違いましてやはりア

オミドロが出てきたりですとか除草した草がつっかかっているとか、そんなようなことで、

ごみの処理なんかについては道の駅のほうでも小まめに対応していただいているところでご
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ざいますが、今申し上げたとおり、水につきましては川の水を利用しているというようなこ

とで、滑りやすくなっていますというような注意喚起の表示等もしているところでございま

すけれども、一方で、例えばカワニナみたいなものが生息していたりですとか、カニがいた

りですとか、ドジョウがいたりですとか、そういうような、何ていうんですか、自然をそこ

でまた一つ味わえるような場所にもなっているかなというふうに思います。 

  危険については十分注意喚起をしながら、自然の川の姿というか様子なんかをあそこでま

た体験してもらうというような施設としても活用していただければなというふうに思ってお

ります。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  金井議員。 

○１番（金井とも子君） 宮下議員のほうからもおっしゃられておりましたけれども、今の親

水公園ですけれども、やはり自然の川の水ということで、そういったこともありまして、う

ちの孫なんかもこの間行ってはだしでちょっと遊ばせてみたんですけれども、オタマジャク

シがいたり大変子供が喜んで、いい場所だなというふうに思います。 

  ただ１つやはり気になるのは、自然の水ですので上流のほうでいろいろ変なものを流した

りすることがあるようですので、その点について特に注意をしていただきたいと思います。 

  また、はだしになったりしますので、危険物、そうですね、ガラスの破片とかそういった

ものの管理もしっかりやっていただきたいと思います。 

  それから、この積算の資料の中ですけれども、ドクターヘリの、何ていうんですか、来た

場合の手数料といいますか、人件費みたいなものとか、それから、やはり冬なんかは除雪も

しなければいけないと思うんですけれども、そういうようなものがこの中に入っておりませ

んので、また補正等で考慮していただけたらよろしいんじゃないかと思います。 

○議長（小林和雄君） それについて答弁は。 

○１番（金井とも子君） 答弁もしお願いできたら。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） ドクターヘリは、原則ドクターヘリがおりる前に消防署の方々が来て

全部安全確認をしておりるということになっております。もちろん道の駅のほうでも協力で

きるものは、放送とかですね、そういうものはいたします。 

  それから、除雪なんかは機械を道の駅は新しく、今までよりはちょっと大きいものにした

りして、そういうことも態勢を整えておりますけれども、また必要になりましたら改めて議
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会のほうにお願いすることがあるかもしれません。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。ありませんか。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  ７項め、終了します。 

  ８項め、平成27年度青木村一般会計補正予算の質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

  沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 補正予算専決で今回地方創生関係のやつだと思います。ちょっと私が

勘違いしているかもしれませんけれども、よろしくお願いします。 

  この間の全員協議会のとき、計画書を担当者さんの説明いただいたわけでございますけれ

ども、この中の２ページの中で一番下のＤの欄ですか、字小さくて私も読むの嫌だったんで

すけれども、国の交付金活用先民間企業などの協力が得られ、生産者、民間企業、行政が一

体となって地域農業商社設立に向けて基盤整備をするということ、これがまず１つと、もう

一つ、４ページですか、キッチンカーが900万といいますけれども、キッチンカーの900万、

これ今度の予算かどうか私間違って聞いているかわからないということをちょっと聞きます

けれども。それともう一つ、その下の生産規模拡大のための300万の生産基盤整備、この３

点について、もし間違っていればほかの場所で聞くようにいたしますけれども、お聞きをし

ます。 

○議長（小林和雄君） 塩澤事業推進室係長。 

○総務企画課事業推進室係長（塩澤和宏君） 申し上げます。 

  28年度の一般会計の補正予算の中身になろうかと思いますので、今回の専決では入ってご

ざいません。 

○３番（沓掛計三君） はい、わかりました。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  ８項め、終了します。 

  ９項め、平成27年度青木村一般会計補正予算の質疑に入ります。 

  質疑のある方。 
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  よろしいですか。 

  沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） すみません、林業費でございます。 

  負担金補助及び交付金九百何万の減額補正かかってきております。当初予算はこれどのぐ

らいだったんですか。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 申しわけございません。ちょっと今予算書、予算の額確認さ

せていただきます。申しわけございません。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 私よく見たら当初予算1,062万9,000円の森林造成事業補助金と下の

樹種転換について397万8,000円かと思います。 

  今回補正で合計でこれだけのものをこれだけの減額補正というのは専決でやるべきだった

のか、それとも３月補正の中で見えなかったのか。これは今回ちょっと一般質問でありまし

たけれども、今までの県の事業のやり方の中でこれをやらざるを得なかったのかどうか、そ

こら辺のところはどんなふうに思いますか。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 事業主体であります信州上小森林組合も年度内に、何ていう

んですかね、成果を上げるべく努力をしてきていただいたところでございますけれども、３

月末日まで頑張ってみたけれども、先日お話ししたとおり、不在村者が多くて当初予定して

いた施業箇所の森林所有者への取りまとめに多くの時間を費やしたということでございます。 

  また、森林組合から文書でいただいておりますけれども、森林造成事業の仕様の確認及び

作業実施後県の申請の見送り等があって、27年度を予定していた計画数量の一部を変更させ

ていただきますというような文書をいただいてございます。 

  そんなことで、なかなか県自体も全体で申請を見送ったというようなふうに聞いてござい

ます。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 事情は大体わかるような気がしますけれども、できたら３月補正の中

で本当は減額補正すべき事柄だったと思うんです。 

  それともう一つ、鳥獣害対策事業の補助金ですけれども、補助金が来なくなったから一般

財源化した中でやっていくということですけれども、これからの計画と、あとどのくらい残
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っているのか、そこら辺のところを具体的に。 

○議長（小林和雄君） 奈良本農業振興係長。 

○建設産業課農業振興係長（奈良本安秀君） 平成27年度末時点で延長にしまして４万2,550

メートル設置が完了しております。進捗率にしまして82.6％でございます。 

  今後については、主にですが、当郷地域それから入田沢地域を設置ができれば、おおむね

村内全域がカバーできるものと計画しておりまして、それを完了するまでにはあと２年から

３年の月日がかかるというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  片山議員。 

○４番（片山順雄君） 14ページの総務管理費、目企画費の報償費の関係、たしか地域おこし

協力隊の話だったような気がするんですけれども、もし違ったらあれですけれども、お聞き

したいことは地域おこし協力隊の予算が減額されているというところでございます。それで、

どうして減額になったかということと、地域おこし協力隊の今の現状の活動状況とかそうい

ったことを御説明をちょっとお願いできればと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 塩澤事業推進室係長。 

○総務企画課事業推進室係長（塩澤和宏君） では、お答えします。 

  報償費の100万円の減額ですが、お給料に係る部分ではなくて、導入１年目ということで

例えば活動先へのお礼ですとか、受け入れていただいた謝礼等を予算ベースで多目に見込ん

でございましたので、年度末における減額となっています。 

  それと、地域おこし協力隊の活動内容でございますが、平成27年４月採用の３名につきま

しては、雇用形態のない御自身の、何ていうんでしょう、村づくり、青木村を手伝う活動を

されていまして、１名につきましては５月中に体調を崩されて退任されたということです。

もう１名につきましては、村の臨時職員ということで道の駅あおきに委嘱をして道の駅あお

きに関する活動をされているような状況です。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） そうすると現状は３人ということですか。それともう１人何か採用す

る予定だというお話が３月議会にあったような気がするんですが、その辺はどういうふうに

なっているか。 
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○議長（小林和雄君） 塩澤事業推進室係長。 

○総務企画課事業推進室係長（塩澤和宏君） おっしゃられるとおり、５月24日付で退任届が

出されました。現在３名です。 

  28年度予算に１名の採用予定でございますが、各課の職務の内容ですとか村のほうでどん

なことに取り組んでいただきたいかということを今検討しておる段階ですので、採用につい

てはもう少し先になろうかと思っております。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） その下の14番に賃借料30万減額になっております。これも地域おこ

し協力隊というような説明があったかというふうに思いましたが、再説明をお願いいたしま

す。 

○議長（小林和雄君） 塩澤事業推進室係長。 

○総務企画課事業推進室係長（塩澤和宏君） お答え申し上げます。 

  先ほども申し上げましたとおり、地域おこし協力隊導入初年度ということで、住宅の借り

上げ料について１カ月当たり５万程度を想定してございました。実際に借りられた住宅につ

いてはそれより安い価格でお借りできましたので、年度末において精算の減額となってござ

います。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 農林水産業費の畜産業のところですけれども、繁殖和牛購入費それか

ら乳用育成牛購入費ということで130万、120万ということで減額になっているんですが、

これは今青木村の中の現状はどうなっておるのか。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） こちらの仕組みについて、まず改めてお話ししたいと思いま

す。 

  村のほうで予算化をして、購入の希望のある方にこちらの村の繁殖和牛の基金を使って購

入資金をお貸し出しをして、牛が売れたときに返していただくというような仕組みでこれ動

かしているものでございまして、今回返してもらって入ってくるものがもう計上されており

ます。これも予算の段階でＪＡ等に確認をしまして、27年度何頭ぐらいの導入の予定ござい
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ますかねというようなことで確認をして予算どりをしたわけですが、現実的にはこの制度を

使ってお買いになった方がいらっしゃらなかったということで、減額をさせていただいたと

いうことでございます。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） かつてはかなりの農家の方がおったわけですけれども、ここ数年どん

どん減っている状態にあると思うんですが、今どんなような状態になっていますでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 今繁殖牛に携わっている方が２軒になりましたですかね、こ

れで。あと酪農、お乳が１軒、そういう状況だと承知しております。 

○議長（小林和雄君） ほかにございますか。 

  堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 宮下議員と関連の内容でありますけれども、28年度の予算にも関連し

てくるわけでありますけれども、28年度予算だけをちょっと私は申し上げたんですが、非常

に寂しい思いでございます。従来の畜産業の形を見るともう全くなくなってしまったという

ようなことでありまして、毎年こういうような金額が出てくるわけです、ここに。これは、

平気でやっぱりのっけてというわけにいかないと思うんです、私は。きちんとやっぱりここ

へのっけたからには、きちんと実行するなり、あるいはまた増頭をするなり、そういうよう

なやっぱり努力は青木村として考えるべきだと思いますよ。 

  青木村の今の農産物を考えれば主体は米ですけれども、そうではなくて、やはり今こうい

う時代でありますから、畜産業をもうちょっと研究をしながら増頭対策を進めていくべきだ

というふうに私は考えておりますが、お伺いします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 農業、工業含めて大変若い人が少なくなりまして、後継者もいなくな

った。そういう中で行政は何をすべきか、できるだけのことはやっていかなければならない

と思いますし、新しい試みもしております。 

  畜産に関して新しい試みとして、最近、残念ながら亡くなられた方の牛舎があいておりま

すので、そこを使ってくれる人がいないか、あるいは県内でもよそから来てもいいですけれ

ども、ということをやりまして、現地まで見ていただいたこともございます。 

  そういうようなことで、新しくやる、全てゼロからやるということじゃなくて、そういう

ものを活用してやっていただくことも一つの方法だということで、県等の御協力をいただい
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てトライをいたしてございます。 

  なかなか予算したものが消化されていないじゃないかという話でございますけれども、私

どもがこういうふうにやったらというふうなところもなかなか、皆さんお年を召されてきた

り廃業したりする中でなかなかうまくいきません。 

  ただし、若い女性が１件、研修してきた後自分も含めて家族でやっているというのが新し

い希望の芽でありますけれども、畜産業含めて農業もそういった視点で一生懸命やっていき

たいというふうに思います。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 労力的にはそんなに大変な労力ではありませんし、昔の経過を考えま

しても、いろいろ考えてみればやはり畜産業ももう少し見直してもいいではないかというふ

うにも私は考えているんですよ。そんなことも含めて28年度の予算の中にもしっかりと盛っ

てありますから、それを十分に使い切るような、そういう施策をお願いをしておきたいと思

います。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 答弁よろしいですか。 

○９番（堀内富治君） はい、いいです。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） ただいま堀内議員のほうからも畜産業の振興というお話が出ましたで

すが、先ほど片山議員のほうからも地域おこし協力隊１名募集云々というお話があったわけ

ですけれども、もう１名募集するときには例えばそういう畜産業に携わってくれるような人

を募集していただくとか、北海道なんかはかなり都会から行って畜産業に励んでいる皆さん

がいるというふうに日ごろ聞いておりますけれども、そういうような方向で、農業の振興で

畑でものをつくるとかそういうこともですけれども、畜産業の振興で、村長も今言ったよう

にあいている畜舎があると、そういうところを活用してくれるような地域おこしの方を募集

してみたらどうかなと思うんですが、よろしくお願いします。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 先ほど担当係長のほうから新しい地域おこし協力隊の募集の考え方に

ついて答弁申し上げました。村の課題、一番喫緊の課題についてというふうに考えておりま

す。農業がいいか工業がいいか、どういうものがいいかもう少し必要性を議論してから決め

てまいりたいと思っております。 
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  地域おこし協力隊に限らず、畜産に限らず、若い人たちが来ていただく方策いろいろあり

ますので、その中で今の御質問はやってもらいたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

  ほかにありますか。 

  金井議員。 

○１番（金井とも子君） 13ページの19諸収入、雑入のことですけれども、028の危険家屋解

体費立替受入金というのがありますけれども、これについて御説明をお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） この危険家屋解体費立替受入金でございます

が、これは昨年27、26年の年度末におきまして、青木地区の１軒の危険家屋につきまして、

御本人等との相談の中で村で一時的に解体をさせていただきました。その関係の費用、また

昨年の６月にはその方所有の土地の抵当権を設定させていただきまして、抵当権費用として

両方で269万1,751円ということで、その数字につきまして村で立てかえておりますので、

それを順次当人から納めていただくようにということで雑入のほうに計上させていただきま

した。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 金井議員。 

○１番（金井とも子君） これは未納金というか未収入で繰り越しになる予定なんでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） これにつきましては契約してございますが、

当人も生活困窮でございまして現在では月5,000円を入れていただくという話の中で進めて

おります。なお、27年度につきましては収入はありませんが、28年度から何とか入れさせ

ていただいている状況でございます。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 25ページの教育費のところでございますけれども、２点ほどちょっと

お聞きしたいんですが、臨時雇人料40万、これスーパーバイザー分というふうにお聞きした

んですが、もう一度ちょっとここの点を御説明いただきたい。 

  それから、その下の私立幼稚園の就園奨励補助金の件ですが、今何カ所ぐらいの幼稚園に

対応しているのか、その辺ももうちょっとお聞きしたいんですが。 
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○議長（小林和雄君） 沓掛教育長。 

○教育長（沓掛英明君） まず臨時雇用人、インクルーシブ教育システムのスーパーバイザー

についてお話しします。 

  スーパーバイザーというのは、大変な困難事例の指導あるいは先生方の専門性向上のため

に指導をしてもらう外部の講師のことです。 

  予定していたのは元教員であった先生をお願いしていたところなんですが、実際予定より

も数少なく、それで効果が上がったので、それで今回の減額ということになりました。 

  その少なくても済んだ理由というのは、１つは圏域障害者支援センター、外部ですね、と

の連携ができたり、通所療育施設蓮の音こども園、そことの連携ができたこと、上田養護学

校の先生を指導にお願いできたこと、そういう外部との連携ができたことと、もう一つは小

学校の先生全部と中学校の代表の先生で東京都の日野市を視察したり、それから新潟県上越

市の春日新田小学校という先駆的な学校をみんなで行ってきて、先生方の専門性が向上でき

たということが主な要因でありました。 

  その結果、３年間の研究で大変効果がありまして、ことしの３月には信毎に記事で載せて

いただきまして、現在県教育委員会の教育委員さんたちが視察をされました、インクルーシ

ブの。それから、来月には新しい県の原山教育長やそれから文教企業委員の県議さんたちが

視察をされることになっています。青木村と岡谷市しかインクルーシブ、研究していません

ので、しばらくはこういうふうに全県のトップに立って、こういう効果があるよということ

はこれからもお話ししていくと思います。 

  それから、２つ目の私立幼稚園奨励費ですが、現在３件で３人が該当ということになって

おります。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 今の新聞ってこれの、この記事のことですか。 

○教育長（沓掛英明君） それです、そうです。 

○２番（宮下壽章君） これのことですね。 

  この新聞の記事読ませていただいても、非常に青木村の取り組みというのは模範になるよ

うな取り組みされていると思います。どんどん今後とも引き続きお願いしたいと思います。 

  それから、私立幼稚園のほうですけれども、これは認可された幼稚園もありますし不認可

の幼稚園もあるかと思うんですが、その辺のところの境はどうなっているか。 

○議長（小林和雄君） 沓掛教育長。 
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○教育長（沓掛英明君） これは前、沓掛議員からも実は質問があって回答した部分ですが、

私立幼稚園の奨励補助金は、青木村については全員について支出をするというふうな考え方

ではなくて、青木、上田の幼稚園、上田ですね具体的には、上田の幼稚園に行った場合、保

護者の負担が青木の保育園に出すよりも高くなる場合のみという限定であります。そういう

限定もかけておりますし、さっきのインクルーシブもあるんですけれども、できるだけ青木

の保育園で丁寧に指導をしたお子さんがそのまま移行支援を丁寧に小学校に行って、スムー

ズなスタートが切れるという事例が大変多いですので、私どもとしては青木の保育園に行っ

てほしいという強い願いがありますので、現在県の要綱の中には認可幼稚園という内容が入

っていて無認可は対象ではないということも含めて、無認可を対象にするというのはしばら

くはないかなと考えております。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 青木村の教育は保小中一貫ということでやっておりますので、できる

だけ上田市内のほうの、青木村の中には幼稚園というものはございませんけれども、皆さん

上田の幼稚園へ行くと思うんですが、なるべくそういった引き継がれていく、保育園から小

学校、小学校から中学というような保小中一貫教育をやっておりますので、なるべく村内の

保育園を活用していただくように日ごろから対応していただければありがたいと思っていま

す。 

  答弁は結構です。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  ９項め、終了します。 

  10項め、平成27年度青木村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

  よろしいですか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  10項め、終了します。 

  11項め、平成27年度青木村簡易水道特別会計補正予算の質疑に入ります。 

  質疑のある方。 
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  沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） ここの説明ですが、繰り越した説明、もう少し詳しく教えていただき

たい。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） この繰り越しの明許費の関係でございますが、

殿戸地区の配水池電磁弁設置工事によるものでございます。 

  この殿戸地区の原水につきましては山間部の頂上部の岩から湧水を利用しておりますが、

今年度も２月にはかなりの雨が降りまして、その雨天でも色合いの影響が出てきておりまし

た。その関係で、色度濁度の関係で異常を来しておりましたところ、その間地域の住民の皆

さんには節水の御協力をいただいているところでございます。 

  なお、この問題につきまして、以前よりは雨の降るたびにかなり濁りが出るという問題の

中で、今回この整備配水池につきましては、自動式の色度濁度の異常時には配水をストップ

し配水池には水を入れない仕組みにするということで、安定供給の分を３日ほどもたせて何

とか回復しようというものでございます。 

  なお、これにつきまして、事業が今後ことしの梅雨入り前には何とか完成させたいという

こともございまして、これにつきまして３月発注の５月までという工期の中で施工するもの

でございます。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 殿戸の水自身の出ているの、私も知ってはいますけれども、通常雨降

って濁るはずの場所じゃない。ですからあの沢をずっと上ってきて川沿いに走っている管が

あるから、そこの管の亀裂とか、そういうことは考えられなかったですかね。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 現状濁りのある時点で原水の頂上までも担当

が行きましたが、そこでもやはり不透明ではないような状況でもございます。当然その管路

につきましては、埋設の部分もありますが、表設の部分も現時点で目視ですが見た限りその

ような影響はちょっと見受けられなかったものですから、詳細部までの調査はしておりませ

んが、一番は配水池で何とかとめてしまうということで今回の施工に至っております。 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

○３番（沓掛計三君） わかりました。 
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○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  11項め、終了します。 

  12項め、平成27年度青木村介護保険特別会計補正予算（第２号）の質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

  堀内議員。 

○９番（堀内富治君） ５ページの歳入でお願いしたいと思います。 

  款１の保険料でありますけれども、第１号保険者の保険料ということでございまして、マ

イナスの313万1,000円ということになっておりますが、ここの内容については現年度分の

特別徴収と普通徴収があるようでございますが、この辺の内容についてお伺いをします。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 主な考えられるものとしましては、当初にお

きまして今回10段階の介護保険料を設定してございます。なお、その関係で標準以下の第１

から第４段階につきましては当初677人を見ておりましたが、経過の中で711人ということ

で軽減措置される人がふえてきたということが主な要因かと思われます。 

○９番（堀内富治君） わかりました。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  11項め、終了します。 

  12項め、平成27年度青木村介護保険特別会計補正予算の質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

  質疑なしと認めます。 

  12項め、終了します。 

  13項め、平成27年度青木村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の質疑に入りま

す。 

  質疑のある方。 
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  山本議員。 

○１０番（山本 悟君） ２ページお願いします。 

  歳出なんですが、納付金が240万円ほど減ったということなんですが、その要因というの

は何でしょうか。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 後期の納付金の関係ですね。すみません。 

  これにつきましては、後期高齢者の医療費の関係が、給付が少なくなったということが主

な要因かと思います。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 例えば対象の人員が少なくなったとか、今課長おっしゃられたその

納付金が少なかった、だから自動的に減ったというようなことなんですが、ということは疾

病にかかった人も少なかったという意味ですかね。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） これにつきましては、広域連合のほうから毎

年毎月請求があり納めているわけでございますが、広域ですので県内全域の中で、広域の中

で対応した金額が算定されていると思います。 

  やはり具体的な要因につきましては、昨年度の分にしましては医療費の給付が少ないとい

うふうに想定しておりますが、具体的な内容につきましてはこれから精査をするところでご

ざいます。 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

  ほかにありませんか。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  それでは、13項目終わりましたので討論に入ります。 

  反対の方の討論を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 賛成の方の討論を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 討論終結、報告第１号の採決を行います。 

  本案は原案のとおり採決することに賛成の方の挙手願います。 
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〔挙手全員〕 

○議長（小林和雄君） 全員賛成。 

  よって、報告第１号 専決処分の承認を求めることについては、原案のとおり承認されま

した。 

  それでは、ここで45分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時３６分 

 

再開 午前１０時４５分 

 

○議長（小林和雄君） それでは、議会を再開します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎報告第２号の質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） 続いて、報告第２号 平成27年度青木村土地開発公社事業報告につい

てを議題とし、質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

  山本議員。 

○１０番（山本 悟君） １ページの事業報告書の中にあります土地造成事業、それと８ペー

ジにあります、上のほうですが同じく望岳及び駐在所土地ということで詳細な説明があるわ

けなんですが、今まで民対民で契約していたかと思うんですが、それを今度は要するに開発

公社が中入ったというのはどういう経緯があったのか、どんな目的があるのか、どんなメリ

ットがあるのか、その辺お尋ねします。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 当該用地につきましては、従前から土地開発公社が仲介しま

して農地の所有者へ、使用者である望岳さんから土地の使用料をいただいて農地の所有者に

お金をお支払いしているという事務を行っていたところでございます。それが、農地の所有

者のほうから土地を手放したいということで御相談がございまして、そのまま公社で一時的

に購入させていただいたと、そういった経過でございます。 
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○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 望岳さんの利用した土地とそれから駐在所の用地なんですが、駐在

所の用地というのは県の予算で県がやるのかなと思ったんですが、村はあれですか、開発公

社が取得をして貸せるという意味ですか。 

○議長（小林和雄君） 井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） 今現在の話をしますと、現駐在所な

る土地は個人の所有、それを青木村が中間に入りまして警察署のほうへ貸しているというの

が今の状況なんですよ。今回この土地開発公社の中で案件で上がっています内容については、

所有が現在土地開発公社になっておりますので、その分村が開発公社から購入という形にな

ると思いますので、こういう計上をさせていただいてあります。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） わかりました。 

  あと、面積とか単価はあるんですが、単価を決めるのはどういう形で決めたのか、不動産

鑑定士さんが中へ入ったとか、あるいは相手の希望で折衷案的に決めたのか、その辺のいき

さつはどうでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） この土地の中身が、駐在所につきま

しては先ほど建設課長のほうから答弁したとおり地主さんに売った経緯がございますので、

そこら辺の単価を参考とさせていただいてここに計上してあります。 

○議長（小林和雄君） 山本議員、いいですか。 

  居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ６ページに未収収益で189万3,957円がございます。それで付属明細

の（３）に書いてありますが、昨年まで誰なのかということがなかったと思いますが、今回

ここに３名の方出ております。金額的に見るとかなり大きい金額であるので相当前から未納

が続いていたと、このように思われますので、まずは現在の状況についてまずお聞きをいた

します。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 未納の土地代でございます。当人とのお約束の中で現在分割

で月幾らというような形で納入をいただいているという状況でございます。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 
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○５番（居鶴貞美君） そうしますとこの金額から推すと大分先までかかるという見通しでよ

ろしいでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） この方の今後の生活状況等にもよりますけれども、現状でい

きますとまだもう少し時間がかかるかなというようなことでございます。話し合いを重ねる

中で早期に完済といいますか、入れていただくということを都度お願いをしているところで

ございます。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 監査報告の中にも審査の結果の中に早期収納に向けて根本的な検討を

願いますと、大体毎回こういう審査意見がついております。これ10年も20年も、今具体的

に幾らという数字が出ていませんでしたので、189万3,000円が状況によっては延滞利息と

かそういうものも加味してくると、なおふえていくではないかと。そうすると、どこかで法

的な手段に出なければいけない場面も考えられますが、開発公社として健全な経営をしてい

く上で、そういうようなこともちょっと危惧されますので、今の審査の結果を踏まえてお考

えをお聞きいたします。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 現状こちらの土地に生活というかお住まいになっていたりと

いうようなこともございまして、現状ですぐにというようなことがなかなか今までできてい

なかった部分もございます。そんなことで今監査のほうでも指摘をいただいておりますので、

理事会等で相談をしまして対応をしていきたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

  ほかにありますか。よろしいですか。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終了します。 

  質疑を終結、討論省略、報告第２号の採決を行います。 

  本案は原案のとおり承認することに賛成の皆さんの挙手をお願いします。 

〔挙手全員〕 

○議長（小林和雄君） 全員賛成。 

  よって、報告第２号 平成27年度青木村土地開発公社事業報告については、原案のとおり
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承認されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎報告第３号の質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） 報告第３号 平成27年度繰越明許費繰越計算書の報告について（青木

村一般会計）を議題とし、質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

  よろしいですか。ありませんか。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終了します。 

  質疑を終結、討論省略、報告第３号の採決を行います。 

  本案は原案のとおり承認することに賛成の皆さんの挙手をお願いします。 

〔挙手全員〕 

○議長（小林和雄君） 全員賛成。 

  よって、報告第３号 平成27年度繰越明許費繰越計算書の報告について（青木村一般会

計）は、原案のとおり承認されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎報告第４号の質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） 報告第４号 平成27年度繰越明許費繰越計算書の報告について（青木

村簡易水道特別会計）を議題とし、質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終了します。 

  質疑を終結、討論省略、報告第４号の採決を行います。 
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  本案は原案のとおり承認することに賛成の皆さんの挙手を求めます。 

〔挙手全員〕 

○議長（小林和雄君） 全員賛成。 

  よって、報告第４号 平成27年度繰越明許費繰越計算書の報告については、原案のとおり

承認されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１号の質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） 議案第１号 青木村国民健康保険条例の一部を改正する条例について

を議題とし、質疑を行います。 

  質疑のある方。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終了します。 

  討論に入ります。 

  反対の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 賛成の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 討論終結、議案第１号の採決を行います。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（小林和雄君） 全員賛成。 

  議案第１号 青木村国民健康保険条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可

決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎議案第２号の質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） 議案第２号 平成28年度生活基盤耐震化施設等交付金事業に伴う市之

沢浄水場設備工事の請負契約についてを議題とし、質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終了します。 

  討論に入ります。 

  反対の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 賛成の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 討論終結、議案第２号の採決を行います。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（小林和雄君） 全員賛成。 

  議案第２号 平成28年度生活基盤耐震化施設等交付金事業に伴う市之沢浄水場設備工事の

請負契約については、原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３号の質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） 続いて、議案第３号 青木村浄化センター機械設備・電気設備更新業

務委託契約についてを議題とし、質疑に入ります。 

  山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 財源を含めてもう一度御説明をお願いします。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 今回の青木村浄化センター機械設備等の委託

契約の件でございます。 

  これにつきましては、浄化センターの長寿命化計画に沿いまして、耐用年数が経過し老朽
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化した設備を平成28年度から29年度にかけ更新するものでございます。計画におきまして

は、揚水設備、受変電設備、水処理運転設備などでございます。 

  なお、この契約方法につきましては随意契約でございます。この随意契約に関しまして、

今回の地方共同法人日本下水道事業団につきましては、この団体につきましては、日本下水

道事業団法に基づく地方共同法人で国交省の認可法人でございます。多種にわたり高度な技

術を要する事業でも多くの実績があり、村の長寿命化計画の策定にもかかわっておりまして

当施設の細部まで熟知しているところでございます。工事は発注から完成検査までを一貫し

て確実に代行できる機関でもございまして、今回、日本下水道事業団に業務を代行すること

を決定したところでございます。 

  なお、財源につきましては２分の１が国庫補助となってございます。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 地方自治法には契約という項目がありまして、御案内のとおりなん

ですが、ちょっと読みます。 

  「売買、貸借、請負その他の契約は、一般競争入札、指名競争入札、随意契約又はせり売

りの方法により締結するものとする」というふうになっています。 

  一般競争入札ではなくて指名競争入札にできる場合というのは、地方自治法施行令の167

条で一般競争入札に適しない場合あるいは一般競争入札にすることが不利な場合は指名競争

入札でいいと。それから、次に随契にできる場合ですが、これもやっぱり施行令にありまし

て、一般競争入札あるいは指名競争入札に適しないというようなものについては随契でもい

いですよ。それとあと金額的にその地方公共団体が規則で定めた額を超えないこと、一般的

には地方自治法では130万円と書いてありますけれども、そんな中で、じゃ随契にしたとい

う、そのどちらのほうを選択したんでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 花見住民福祉課長。 

○住民福祉課長兼保健衛生係長（花見陽一君） 今議員さんがおっしゃられたとおりでござい

ます。 

  なお、今回この随意契約に際しましては、地方自治法施行令第167条の２第１項第２号の

規定により運用してございます。その内容につきましては、不動産の買い入れまたは借り入

れ、普通地方公共団体が必要とする物品の製造、修理、加工など、使用させるために必要な

物品の売り払いその他の契約で、その性質または目的が競争入札に適しないものをするとき
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ということでございます。この項目によりまして随意契約とさせていただきました。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 文言では競争入札に適しないという抽象的な文言なんですが、具体

的にはどういう面が競争入札に適しないんでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 若林上下水道係長。 

○住民福祉課課長補佐兼上下水道係長（若林喜信君） まず、今回提出させていただきました

議案の中にも書かせていただいてありますけれども、契約の目的ですね、青木村浄化センタ

ー電気設備工事その４というふうに書かせていただいています。この「その４」というのは、

現在の青木村の浄化センター、建設当初からの工事の流れの中でその４ということで、これ

は事業団のほうの名称になります。 

  この辺のところからも読み取れますように、当初の設計からの基礎資料も含めた中で事業

団のほうでは全て完備されていると。また、これに伴います会計検査も村と同等の位置で語

っていただける、そういったところを含めまして事業団での契約が有利だというふうに判断

いたしましたのでお願いした次第です。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 当初の事業を下水道事業団にやっていただいたということで継続し

て後もやっていくのが有利だというふうな今説明だったと思うんですが、そうすると、最初

にもう契約してつくってもらえば、その業者に施設を更新しない限り半永久的に委託してい

くと、こういうことになると競争原理が働かないので、それと当村、小さな村で本当に職員

が少数精鋭でそれこそ内野も外野も守るくらいの仕事を頑張ってもらってやっています。そ

の中で下水道の専門家はいないわけなんですが、だから安いのか高いのかという判断もでき

ませんし、品質がいいのか悪いかということの判断もできない。もう言いなり、はい幾ら幾

らですと、ああそうです、さようでございますかというふうに、私はなりかねない、やっぱ

り競争原理を働かせるというのが私は基本だと思うんですよ。競争入札に適しないというよ

うな判断のほうは、それはいろんな判断の仕方があるんでしょうけれども、その辺どうでし

ょうか。私はどうもいまいち競争入札にすべきだと、全てのいろんなことにおいてどうして

もこれはできないというのは別ですけれども。 

  例えば上田市さんなんかの場合は、もう30万以上は全部一般競争入札をやっているそうで

す。青木の場合は、地方自治法で言うところの130万でもよろしいかと思うんですが。だか
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ら、5,000万円も超すようなものを随契でやる。それを本当に今言ったように品質だとか単

価だとかというのをチェックする方法もないという中で、下水道事業団を信用するしかない。

それは、かつていろんなお役所にいてすごい専門知識を持ったすばらしい方がいっぱいいら

っしゃる、決して天下り先なんていう言葉は使いませんけれども、そういった中では、値段

も高いけれども品質もいいものをつくってくださるだろうなというふうには推測はできます。 

  でも、あくまでもやっぱり競争原理を働かせるというのが、税金でこれやるわけですから、

民間の企業でしたらどこへ頼もうが全く関係ありませんけれども、あくまでも税金でやるわ

けですから、少なくともその努力はすべきだと思うんです。 

  四千何百人の村でもって限られたスタッフの中で、それを例えば一般とか指名競争にする

と、うんと労力的に大変だと思うんですよ、後々も。その辺を含めて村長どうでしょうか。

私はそういう努力をして、結果としてはやっぱり随契でしてということならまだわかるんで

すが、もういいや、最初からじゃ事業団にもう丸投げしちゃえと。それで、事業団がじゃ全

部自分で工事をやるかというと、私はよく定かではありませんが、多分御自分ではやらない

でまた事業団がどこかへ丸投げされるんではないかと、こんなふうに思いますけれども、そ

の辺いかがでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 山本議員には日ごろから競争性についていろいろ指摘をされておりま

す。当然私もそのとおりだと、原則的にはそのとおりだというふうに思っております。 

  私もこれの予算をとってさあどういうふうにしようかという相談を受けたとき、競争性を

するための発注方法を検討するように言いまして、それをしていただいております。しかし、

一番は青木村の場合には技術屋さんがいないんですよ。今安いかいいかという判断とおっし

ゃいましたけれども、私どもこれを見ても正直言いましていいか悪いかわかりません。そう

いうような行政のかわりをしていただくのがこの事業団だというふうに私は理解、形成の成

り立ちとか法律の位置づけからそういうふうに思っております。 

  もう一つの難しさは、新規のものをつくるということではなくて長寿命化ですから、先日

図面をお配りして説明をさせていただいたように、部分部分、パーツパーツのチェンジにな

るわけです。ですから、しかもなおかつ下水道ですから、１秒たりともとめることなくこれ

をやらなければならないという難しさもあります。 

  そういうようないろいろありまして、競争性が必要だということは十分承知しております。 

  それからもう一つは、補助金の申請だとか、あるいは会計検査を受けるとき、役場の職員
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ではなかなかこれを説明できないところもありますので、これは事業団がかわりにやってい

ただくということも、お願いをしてかわりにやっていただくということもありますので、そ

ういうことを総合的に考えると、競争性も大事でありますけれども、確実なものをつくると

いうためには今回の方法をとらせていただいたわけであります。 

  当然競争性を否定するものではありませんけれども、できるものは競争をするということ

ですけれども、今回の場合は今言ったような理由で随契とさせていただいております。 

○議長（小林和雄君） 山本議員。 

○１０番（山本 悟君） こういった大きな事業をできる会社というのは限られていると思う

んですけれども、日立さんですとか、そういった日立グループとか結構ほかにも何社かある

と思うんですけれども、何らかの方法で今後そういったことも視野に入れてほしいなと、も

う最初からそっくり随契だというんじゃなくて、やっぱりこの規模の村でもどこまでできる

のか考えていただいて、結果としてこうなったというなら、私はそれはそれでまたしようが

ないと思うんですけれども。そうでないともう何か、本当に税金を使うのに何か、しかもこ

ういう大きな金額ですから特にそういう点は今後配慮していただいて、何らかの形でとにか

く随契ではなくて少なくとも指名競争入札ぐらいにはしてほしいなと。 

  例えば上田市さんなんかの話を聞くと、一般競争入札にしたら、これはごく世間話ですが、

水道屋さんの前での水道がパンクしちゃったと。それでやったらとにかく問題があって、そ

うしたら同じ市でも一番外れのほうの市の業者さんが来てそれほど時間もかからないでやっ

たというような、何かそうするといろいろもっと合理的じゃないなと。 

  ライフラインですから当然業者の組合さんと村がいろんな緊急時、地震とかあるいは大雨

とかいろんなときのためにいろんな契約はして、とにかく対応できるようにはやっていると

思うんですが、そういうふうなこともあるから、何でもかんでも競争入札するという意味で

はありませんけれども、ケース・バイ・ケースなんですけれども、少なくともそういうこと

は考えてやってほしいなと思います。いかがでしょうか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 長野県でも何代か前の知事のときに、競争性ということでゾーニング

だとかあるいは県内県外だとか、そういう枠といいましょうか、壁を取り払ってやった、そ

の結果非常に粗雑のものができたというふうに聞いております。私も身近でそういうことを

経験してございます。しかもこれだけのお金をかけて、しかも１秒たりとも休止できない工

事でありますので、今回はそういう方法をとらさせていただいたわけであります。 
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  法律が求めるところは山本議員がおっしゃったとおりでありますので、今後もそういうこ

とを意を用いてまいりたいと思います。 

○１０番（山本 悟君） よろしくお願いします。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終了します。 

  討論に入ります。 

  反対の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 賛成の方の討論を許します。 

  山本議員。 

○１０番（山本 悟君） 質疑でいろいろお尋ねしましたけれども、実際の現場の問題として

は事業団さんにお願いせざるを得ないのかな、それが一番現実的な対応かなというふうには

私も思うんです。 

  そんな中で、条件つき賛成という討論はないと思いますけれども、気持ちの中では、今後

いろいろほかの競争相手とか少しでもコストを安くとか、そういったことを努力していただ

くことを期待し、条件つきというのはおかしいかもしれませんけれどもということで賛成討

論をいたします。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） ほかに討論ありますか、賛成討論。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 討論終結、議案第３号の採決を行います。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（小林和雄君） 全員賛成。 

  議案第３号 青木村浄化センター機械設備・電気設備更新業務委託契約については、原案

のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎議案第４号の質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） 続いて、議案第４号 寄附採納についてを議題とし、質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

  よろしいですか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終了します。 

  討論に入ります。 

  反対の方の討論を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 賛成の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 討論終結、議案第４号の採決を行います。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（小林和雄君） 全員賛成。 

  議案第４号 寄附採納については、原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５号の質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） 議案第５号 平成28年度青木村一般会計補正予算についてを議題とし、

質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

  沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） すみません、先ほど間違えた質問をしましたけれども、先ほどの答弁

のほうよろしくお願いします。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員、ちょっともう一遍、具体的に。 

○３番（沓掛計三君） そうですか。はい。 
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  この間の全協の中で御説明あった件ですけれども、２ページの交付対象事業の構造的なも

のの解決理由という中で、地域農業商社設立に向けて基盤を整備するという項目と、それと

４ページのキッチンカー900万というやつ、これもそばを中心に動いているようでございま

すけれども、この使用頻度、目的、どうなのか。それとその下にある生産拡大推進事業の

300万ということで、生産基盤の整備等をするものということですけれども、この３点がど

のような考え方をもって今回の補正また長期計画のほうへ出てきたのかどうか、この３点で

ございます。 

○議長（小林和雄君） 塩澤事業推進室係長。 

○総務企画課事業推進室係長（塩澤和宏君） では御説明します。 

  今回の地方創生推進交付金につきましては、ただ単に１つの事業を単発のを行うのではな

く、連続性を持った雇用ですとか人口対策、ある程度成果を求める形で計画をつくりなさい

というのが基本的な国のスタンスでございます。 

  実施計画書につきまして、地域商社等の設立を目指すというような表記があったんですが、

何年後かには雇用を生むような地域商社を目指そうという形で表記させていただいてござい

ます。この内容につきましては、内閣府から直接村のほうにこういう内容でやってはどうか

というような助言がありましたので、それを受けての表記でございますので御理解いただき

たいと思います。 

  また、備品購入の中でキッチンカーということで1,026万円計上してございます。これは、

よく露店で販売しますクレープですとかラーメンといった車の中で調理ができるタイプの車

を購入するものでございます。車自体は300万から400万ですが、改造費、設備費等で合計

1,000万程度かかる予定でございます。主にはタチアカネの試食を目的に各種イベントに参

加したいということでありますが、移動道の駅ですとか移動直売所といった使用目的も可能

ではないかというふうに考えております。 

  最後になりますが、作付面積の拡大に係る補助金ということで300万計上してございます。

こちらにつきましては、機械の補助になるのか、作付を推進していくために何らかの助成を

行うか、今後農政担当課と相談する中で進めたいということで、一旦は計画で計上してござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） なかなか作文でということですけれども、わかりました。 
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  ただ、キッチンカーの中で、あれですかね、今言ったこれでタチアカネをある程度もとに

してつくっていますけれども、あの中でそば打ちできるのかできないのか。実質的にそのよ

うな車というとかなり大きい車になってくるんですけれども、誰がやるのか。どういう人が

そういうキッチンカーをイベントのところへ持っていって、誰が打つのか、誰がどういうふ

うにやるのかというなのはまだ計画の中にはない中で、今回こういうものを買うというよう

な計画の中に入ってくるということですか。 

  それと、今の300万の補助ですけれども、荒廃農地ということで恐らく村長言われていま

すけれども、実際ソバつくっていくには小さい面積の中でもと言いますけれども、今転作田

につきましてはいろいろな国からの補塡がありますもので何とかやっていますけれども、荒

廃農地、実際ソバつくって収益は上がりませんね。ほとんど上がらないと私考えています。

あのソバをじゃ１俵売って幾らになって幾ら稼げるかといったら、多分無理だと思います。

そこら辺含めた中で、どんなふうにこれからタチアカネの振興を図っていくのかどうか、そ

こら辺のところをお聞きします。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） タチアカネにつきましては、先ほど来というか、ずっとお話

がありますとおり大変好評をいただいておりまして、青木村のブランドとして確立していき

たい、またそこの先が見えてきているかなというような評判をいただいているところでござ

います。ソバもただつくって売っているだけではただのソバでございますけれども、タチア

カネということで何かこちらからもアクションを起こしていきたいと、そういった形の中で

計画をしてきている事業でございます。 

  荒廃農地等の問題もございます。このソバを作付けることによって、それは食べていくこ

とはとても困難かと思います。ですが、ちょっと今補助の考え方もこれから精査していかな

くちゃいけないわけですけれども、何もつくっていないところから、何も生まれないところ

から作付していただくことによって、ソバは幸い草も生えにくいというようなことで管理も

しやすい作物でございます。何も生まれないところから少しでも生み出して、たとえ小遣い

の1,000円でも2,000円でも１万円でも取っていただけるようなことでも考えられないかと

いうようなことで、内部で検討して計画にしていったということでございます。 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

○３番（沓掛計三君） もう一つ、キッチンカーの運用計画。 

○議長（小林和雄君） 塩澤事業推進室係長。 
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○総務企画課事業推進室係長（塩澤和宏君） 先ほど車の大きさ等について御質問があったん

ですが、当然そば打ちに関しましては、何ていうんでしょう、その車に合わせまして屋外で

そば打ちを見せるようなテント形式も含めた移動キッチンカーの中で、一つのイベントに参

加できるような形を計画してございます。 

  また、どんな方が運用するのかというお話がありましたが、当然タチアカネのそば屋さん

を初めとして、村内の障害者施設のほうから今後タチアカネに関する加工品を製造販売して

いきたいと、その中で移動、ＰＲできる車も検討してくれないかというお話もあった中での

今回の予算計上でございますので、御理解いただきますようお願いします。 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

  片山議員。 

○４番（片山順雄君） 今の沓掛議員の関連したことを、ちょっともう一度重複しますけれど

も御質問させてもらいます。 

  まずキッチンカーの話ですけれども、まず１つ保健所の問題等は、今外で打ったりしてや

ることは、許可の関係はクリアできるのかということです。 

  それと、そばを打って、私自分のことでございますけれども、そばを打ってそれをうでて

提供するまでに相当の水の量を使います。その水の量を確保できないと、キッチンカーとい

えどもそういった対策がとれていないとそばを打って提供することはできません。ですから、

そういった設備があるところというか、水の供給ができたりまた水の排水ができるところで

ないとできないわけですが、やれる場所というのはかなり限定されます。そういうことも検

討した上でこういうことが果たして実現できるのか、私はちょっとクエスチョンマークがご

ざいます。 

  それと、先ほどこのキッチンカーによってそばのおいしさを実感してもらって、さあじゃ

その次はどうするんだというところですが、私はもしこれが実現できてそういったことがで

きれば、私の持論ですけれども、青木村へ行ったらそういったそばを食べるところがたくさ

んあって、本当にそばのおいしい青木村だよというところを売り込めれば、これはいいかな

というふうに思います。 

  それで、先ほど採算が合わないというようなことでお話がありましたけれども、以前青木

村では約５トンぐらいお店とかいろいろで使っているという予想ですが、もし５トン食べる

そばとして売れれば、約4,000万以上の売り上げが可能だというふうに私は試算しています。

であれば、その倍も売れば、もうちょっと力入れて10トンも売れば、ちょい１億近くの売り
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上げになるというような、これあくまでも概算ですからこの数字が合うかどうかわかりませ

んが、そのくらいの数字にはなるんであって、あえて加工品をやるとかそういうことに力を

入れるよりも、そういった現実を見たことの販売を目的としたことをしてもらいたいと、こ

ういうふうに思います。 

  それで、個人的で申しわけないですが、お店をやっていると、信州そばはどういったもの

か、何か、本物のそばを食べたいんだというふうに言ってくる人がたくさんいます。これは

本当に事実です。あちこちのお店に行って食べてみるけれども、そばってあんなものかい、

こんなものかいという話を聞きますので、できればそういった地元の粉で、氏素性のはっき

りしたそばで、そういったものを提供できる青木村としてそのそばを売り込めば、かなりの

売り上げは見込めると思います。 

  であれば、そんなに収量を多く確保しようとしなくても、今の量で青木でそういったこと

を賄えれば十分採算も合うし、働く場所も確保できたりすることが実現できると思うんです

けれども、そういったことの考え方で進めることはできないですか。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） キッチンカーについて今２人の議員から御質問いただきました。 

  キッチンカーでそばではありますけれども、その前に青木村の動く広告塔という御理解を

いただければというふうに思います。まず、アオキノコちゃん入れたり横に張ったりですね、

そこにとめた、そばをやりながらいろいろ青木村の観光・農業のＰＲをすると、そういうこ

とも大きな目的の一つでございます。 

  それから、そばですけれども、普通の盛りのようにそれを１人前何百円で１枚ということ

ではなくて、それよりもむしろわんこそば風に売って、青木村のたくさんの皆さんにそばを、

旅行で青木村に来られるような範囲内のところに出かけまして青木村のＰＲを、あとそばの

ＰＲもしたいというふうに思っております。 

  御商売上のいろいろ御提案をいただきましたので、またいろいろアイデアをいただきなが

ら実現をさせていただきたいというふうに思います。 

  その前に、ちょっとこの間もこの説明の際に申し上げたんですが、これの推進交付金は６

月補正で予算化してあることが前提なんですよ。ということで、ですから今まではついたこ

とを前提でいろいろお話ししてきましたけれども、これが村の６月議会で予算化することが

初めて向こうで受け付けしてくれるという、今実現性を強く求められておりますので、そう

いう順番であることもあわせて御理解をいただきたいと思います。 
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○議長（小林和雄君） 片山議員。 

○４番（片山順雄君） 私は特に反対はしているわけではございません。できれば積極的な推

進を図ってもらって、個人的ではございますけれどもうちのお店も繁盛すればというふうに

願っていることも正直なところでございますが、やるに当たっては、どうのこうのというこ

とをちょっと今私は申し上げてきた。自分の経験からして大変なことだと、これが本当にで

きるのかというところがちょっと絵空事みたいな感じで、もっと本当に、何ですかね、そう

いう現実的なことをもっとクリアできるようなことがちょっとこの文章から見ると足りない

んではないかなというふうに思ったもので、できれば積極的に、今の村長申し上げていただ

いた広告塔みたいな形で全国各地を歩いてもらって、青木村をＰＲしてもらえればありがた

いと思います。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  堀内議員。 

○９番（堀内富治君） それでは、11ページをお願いしたいと思います。 

  農林水産業費の農業費でございますけれども、補正額が580万8,000円と、こうなってお

ります。 

  12ページでありますけれども、説明の中で補助金としてこういう明細が記してあるわけで

ありますけれども、009花それから野菜の栽培の施設、それからもう１点は経営体育成の支

援事業補助ということでございまして、この経営体のほうにつきましては、トラクターだと

いうふうにお伺いをしておるわけであります。トラクターで県から30％助成だというふうに

聞いておるわけでありますけれども、補正が580万8,000円のっかったと、こういうことで

ございます。 

  この内容についてお伺いをします。 

○議長（小林和雄君） 奈良本農業振興係長。 

○建設産業課農業振興係長（奈良本安秀君） 経営体育成支援事業の補助金の件の御質問だと

思われますが、議員さんおっしゃいますように国の補助を使って、２つの経営体でございま

すが、農業機械に対する補助でございまして、１経営体はトラクター、もう１経営体は汎用

コンバインの機械補助を得て補助金として支出するもので、補助率は先ほど議員さんおっし

ゃいましたように30％でございます。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 
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○９番（堀内富治君） 経営体の名前はおわかりですか。 

○議長（小林和雄君） 奈良本農業振興係長。 

○建設産業課農業振興係長（奈良本安秀君） こちらの経営体育成支援事業の補助金の経営体

は、補助事業上は認定農業者に限定をしておる事業でございます。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） いいですか。 

  堀内議員。 

○９番（堀内富治君） 内容的には、個人で利用するというふうに私は解釈をしておりますけ

れども、そういう考え方でよろしいですか。 

○議長（小林和雄君） 奈良本農業振興係長。 

○建設産業課農業振興係長（奈良本安秀君） 認定農業者が対象者ですので、個人の場合もあ

りますし法人の場合もございますので、個人に限った対象者ではございません。ただ、今回

青木村のほうで挙げさせていただいた２つの経営体につきましては、１人が個人、１つが農

業生産法人でございます。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 堀内議員。 

○９番（堀内富治君） どうしても個人の名前は言えないと、経営体の名前も言えないという

ことですか。 

○議長（小林和雄君） 奈良本農業振興係長。 

○建設産業課農業振興係長（奈良本安秀君） そういうわけではございませんで、申し上げま

すと、法人は青木村機械作業受託組合、それから個人は認定農業者であります西沢明さんで

ございます。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

○９番（堀内富治君） はい、わかりました。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 13ページの観光費をお願いいたします。 

  ここに13委託料と15、二地域居住者向けコンパクト住宅、この関係がございます。これ

は、このとおり都会の方が青木村にも生活拠点を持つと、こういうものということのようで
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ありますが、まず観光費の中に入っていますので、この事業につきまして、いろんな事業あ

るんですが具体的にはどういうものをおやりになるのかどうかお聞きをいたします。 

○議長（小林和雄君） 依田商工観光係長。 

○建設産業課商工観光係長（依田哲也君） こちら先ほど議員さんおっしゃるとおり、村のほ

うへ交流・移住を希望される方に対する施設ということで考えております。 

  具体的には、宿泊体験の住宅ということでございますので、この後ほかにも補正してござ

いますけれども、都会からの住民の方々を、青木村に御興味のある方々をこちらのほうにお

呼びいたしまして、そういった住宅を使用もしくは見学等していただくことで、移住や交流

を希望される方がふえていただけるのではないかというようなことで、そういったツアーも

しくは企画を通して活用させていただきたいと考えております。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） 観光費の中にあるので、空き家対策のものかなというふうに私は思っ

ていたんですが、今の御説明だと既存の建物、これについての事業費ということなのかどう

か、私は今申し上げたとおり空き家に対してこれを使うと、こういうことには思っていたん

ですが、その点についてお聞きをします。 

○議長（小林和雄君） 依田商工観光係長。 

○建設産業課商工観光係長（依田哲也君） こちらの住宅でございますが、新築のものでござ

います。 

  こちらのほう、県のほうの二地域居住向けのコンパクト住宅普及促進事業という事業がご

ざいまして、そちらの事業についてのコンセプトとしまして、地域の若手の建築士さんが提

案するコンパクト住宅の普及ということの観点もございまして、あくまでも新築の住宅を建

てていただいてその住宅を利用する、もしくは見学していただく、そういったことで利用す

るということでございますので、空き家という考え方ではございません。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 副知事が来られたときに二地域住居の話を十分されましたよね。そう

いう考え方をここに踏襲してございます。 

  今、空き家との関係なんですけれども、これは平たく言えばお試し住宅というふうに御理

解いただきまして、これで青木村がいい、青木村で仕事ができると、青木村へ越してこよう、

これはお試しですからそのときに空き家とかそういうものの活用も十分考えられますので、

頭の中に入っておりますけれども、これは一歩前進のお試し住宅という御理解をいただきた
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いと思います。 

○議長（小林和雄君） 居鶴議員。 

○５番（居鶴貞美君） ここに設計・監理業務委託料というふうにありますので、これ具体的

にはもうどこかの場所の想定があるという解釈でよろしいですか。もしそうであったらどこ

の場所かどうかを聞かせてください。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 場所につきましては、役場のすぐ下といいますか、池田薬局

さんの横に村営の駐車場がございまして、奥に砂利で少し広くなっているところがございま

す。そこの一部を使って建設をすると。 

  当初お試しというようなこともございまして、交通の利便性みたいなことを県のほうから

も指導がございまして、ほかの場所も何カ所か検討をいたしましたけれども、村有地でもあ

りますし、ここに建設するのが利用的にもいいだろうということでございましたので、そち

らに建設をする予定で進めてございます。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  内藤議員。 

○６番（内藤賢二君） 12ページお願いいたします。 

○議長（小林和雄君） すみません、内藤議員。 

○６番（内藤賢二君） 12ページお願いします。 

  林業費の関係なんですけれども、一番最後のほうの委託料の関係、林務委託料で30万計上

してあります。この関係、旧若林商会の採石場の関係の一応太陽光発電の関係で、村独自の

地籍調査ということだそうですけれども、具体的にどうやられるのか、ちょっとその辺から

お伺いしたいと思いますけれども。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） こちら林地開発に当たりまして許可は長野県の許可でござい

ます。許可の段階で青木村にも意見を求められるということになってございます。その際に、

県が許可した例えば雨量の計算ですとかそんなようなことが、意見を求められたときに我々

がそれを判断できる技術があるかという中で、必要があればこちらの予算を使わせていただ

いて検証するような形で使用をさせていただく予定でございます。 

  以上です。 

○議長（小林和雄君） 内藤議員。 
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○６番（内藤賢二君） この関係なんですけれども、５月ですか、地元の説明会もございまし

た。一応旧若林商会、一番上のほうになりますけれども約2,000キロワット。それで、パネ

ルの数なんですけれども１万枚ほどというようなことで、一番地元として心配されるのは大

雨のときの洪水対策なんですけれども、22年７月に大分、弘法地籍の方々苦い経験をしてお

ります。その後、県の御配慮をいただいて各青木峠、沢という沢、全て砂防堰堤等何基もつ

くっていただいているような現状であります。当時ゲリラ豪雨というようなことで、あの地

籍相当な雨量、時間雨量等もそうですけれども、あったようであります。 

  そんなことで、この計画の内容なんですけれども、一応規模的には全て含めれば４万ヘク

タールばかり、あと事業面積の関係では３万ヘクタール。それで、要は雨水の関係なんです

けれども、調整池２カ所設けて、その深さも二、三メートルだそうですけれども、そこへ降

った雨を一時的にためて自然浸透という説明でありました。 

  そんなことで22年の思いをすれば、あの当時推測であの地籍、青木峠なんですけれども、

下手すれば87ミリも時間雨量で降ったような報告等もされています。それで自然浸透となれ

ば時間的に相当かかります。そのときもいろいろ質問もあったわけですけれども、どうして

沢へ暗渠で溝を掘って常設、そちらのほうへ流し入れる計画を立てなかったのかというふう

な質問もさせていただいたり、持ち帰ってまた検討していただくようにも業者にお願いもし

てあります。 

  一番心配されるのは、採石場の跡であって非常に崩れやすい。もしかすればゲリラ豪雨ら

しきものが来た場合、池はあるんだけれどももし崩れて鉄砲水でも来たら、その下の、結構

軒数もありますけれども、一遍にそちらのほうへ流れ込んでいって危険な状態を起こしかね

ないというようなことで、現時点では弘法地籍の方々は反対ということで意思表示しており

ますけれども、その後業者のほうで持ち帰って再度一応話し合いを設けていただきたいとい

うふうなことでその説明会は終わったわけですけれども。 

  そんなことで、要は、いろんな業者に言わせると県の基準に合っているから、また池の関

係も時間雨量90ミリを想定しているというようなお話もありましたけれども、非常に私の思

いでは時間雨量90ミリでその池が持ちこたえるかどうか、それが心配するようなことを、今

22年を思い出していろいろそんな簡単なものではないというふうに思っているわけですけれ

ども。 

  村のほうで直接関与する部分ではありませんけれども、今回こういう配慮で30万とってい

ただいて、いろいろそんなことでさっき課長のほうからも説明ありましたけれども、よくよ
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くこの関係、一番は安全性を重視、パネル自体、太陽光自体は地元としても別に反対はしな

い、しかし、そういう雨水の関係、豪雨等の危険性が非常に含まれているため、その改善が

なされぬ限りは一応賛成というまでは言えないというような状況下であります。 

  そんなことで、村として30万、いろいろまた調査等もするかと思いますけれども、どの程

度この30万を使って、地元に納得させるということじゃなくて、村の考えとしての、業者へ

のこれこれこういう状況だからいろんな口添え等もしていただけるのかどうか、その辺ちょ

っとお伺いできればと思いますけれども。 

○議長（小林和雄君） 北村村長。 

○村長（北村政夫君） 大変膨大な数の、あるいは広大な面積の太陽光の開発でありまして、

私も大変心配といいましょうか、立場としても苦慮しております。 

  それで、こういったところの先進は県がいろいろデータを持っておりますので、県とも何

回かし、県の方々にも現地を調査し、こういうところももう一度詳しく見ていただきたいと

いうお願いもしてございます。 

  県の林地開発ですから、林務の皆さんもいろいろ経験の中でアドバイスをいただいたり心

配していただいたり、向こうに宿題を出したり、開発業者にですね、心配をしていただいて

おります。 

  通常ですと自治体がこういうのは調査費をとってやるというところは恐らく県内にはない

だろうというふうに思いますが、私どもも県からこれについて意見をというふうに言われた

場合に、何か我々の、何ですかね、経験だとかあるいは数量的にチェックするものを持ち合

わせておりませんので、大学あるいはコンサル等にお願いするような場合があるかもしれな

いということで、緊急を要することでありますから、あらかじめこういうことを用意させて

いただいております。 

  地元の皆さんからいろいろ話も聞いておりますし、区長さん、大区長さんとも現地も一緒

に歩いていろいろ現地の状況、それから皆さんが苦慮されている心配の状況も聞いておりま

すので、一生懸命地元の立場に立ってともに願ってまいりたいと思っております。 

○議長（小林和雄君） 内藤議員。 

○６番（内藤賢二君） そういうことで現時点では地元は反対という立場ですけれども、今後

業者のほうのまた再度説明会の折にどういう提案がされてくるのか、そこら辺ちょっと見守

ってまいりたいと思いますけれども、あくまでも要は自然災害に対する危険性のない、安

心・安全な状況下での建設ならよろしいんですけれども、一応過去に、先ほどの22年の話し
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ましたけれども、経験されております。そんなことで大分心配されていますので、幾らかそ

んなことで村のほうも配慮して村独自の調査等で30万計上して、非常にありがたいことであ

りますけれども、一応そんなことで口添えのほうもまたしていただくような配慮もいただき

ながら、開発、今後どういうふうに進行なりますかどうかちょっとわかりませんけれども、

村は村として、また地元は地元としていろいろまた研究しいろいろな話し合いを持つような

状況下でありますので、いろいろまたその節は御配慮をいただければというふうに思います。 

  そんなことでよろしくお願いしたいと思いますけれども、それでちょっと違った点になる

んですけれども、一応太陽光発電の関係、山林の関係、今度地目変更になるかと思いますけ

れども、どういう内容の変更になるか税務係のほうでちょっとお伺いできればと思いますけ

れども。 

○議長（小林和雄君） 小宮山税務会計課長。 

○会計管理者兼税務会計課長（小宮山俊樹君） 村の中で太陽光発電をやっている農地は、雑

種地という形で現在課税しております。山林については現在事例がございませんので、改め

て研究させていただきたいと思います。 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

  宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 先ほど居鶴議員のほうから御質問のところで、村長のほうのお答えの

中でお試し住宅ということでお答えがあったわけですけれども、10ページのところの、総務

費のほうですが、節15のところですが、702万、これたしかお試し住宅という御説明いただ

いたと思うんですが、これについてもう一度ちょっと御説明お願いしたいんですが。 

○議長（小林和雄君） 塩澤事業推進室係長。 

○総務企画課事業推進室係長（塩澤和宏君） 工事請負費702万円計上してございますが、こ

のうち162万について空き家を活用したお試し定住・移住に向けてのお試し住宅の改修工事、

計上してございます。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 今の162万、これ観光費のほうで162万というふうに出ているんです

が、それ以外のこの部分は何かそういう同じ住宅ですか、これは。 

○議長（小林和雄君） 塩澤事業推進室係長。 

○総務企画課事業推進室係長（塩澤和宏君） 総務費で計上させていただいているのは空き家

を活用してのお試し住宅で、観光費に計上させていただいたものにつきましては全くの新築
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ということで先ほど御説明あったかと思いますので、全く別の事業と御理解いただければと

思います。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） それでは、その観光費とは別ということですので、これは場所とすれ

ばどこら辺のところにあるんですか、予定している場所。 

○議長（小林和雄君） 塩澤事業推進室係長。 

○総務企画課事業推進室係長（塩澤和宏君） 現在、移住・定住に向けてお試し住宅が細谷地

区に１軒ございますが、今後状況のいい空き家で公共施設、村営住宅と一般の空き家との中

間的な位置づけで定住・移住が体験できる住宅があれば改修したいということで、まだどこ

のどの場所というのは決定してございません。 

○議長（小林和雄君） 宮下議員。 

○２番（宮下壽章君） 村のほうでも空き家バンクということで何軒か載っているわけですけ

れども、関連としてですが、その空き家バンクの販売状況みたいなものはわかりますでしょ

うか。 

○議長（小林和雄君） 片田建設産業課長。 

○建設産業課長（片田幸男君） 直近のちょっと数字について今手持ちがございません。ただ、

動きがあることは事実でございまして、毎日のように利用登録、特に住みたいという方と登

録の書類が回っております。登録も順調に進んでおります。ちょっと今ここに数字がござい

ませんので、また改めてお話ししたいと思います。 

○議長（小林和雄君） 依田商工観光係長。 

○建設産業課商工観光係長（依田哲也君） 補足させていただきます。 

  先ほどの中での数字の関係でございますけれども、現在のところでございますが、空き家

の登録件数のほうは18軒ございまして、そのうち８軒は御本人の御希望によりまして登録の

抹消ということでございました。現在空き家の登録の手続中の軒数が14軒ございまして、空

き家に対する希望者の登録件数は27世帯ございます。そのうち５軒は決定をしております。 

  以上でございます。 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

  依田商工観光係長。 

○建設産業課商工観光係長（依田哲也君） 失礼しました。抹消というのは成立したというこ

とでございます。 
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○議長（小林和雄君） ほかにありますか。 

  沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） ８ページのところにある諸収入、雑収入ですけれども、ちょっと私聞

き逃しているかわからないですけれども、自治センター、片方は諸費、片方は観光のほうへ

財源振り分けやってありますけれども、どんな事業をやるのか、場所はどこなのか、お願い

します。 

○議長（小林和雄君） 依田商工観光係長。 

○建設産業課商工観光係長（依田哲也君） 私どものほうは028の一財の地域活性化センター

助成金170万円でございますが、こちらの事業につきましては観光費のほうの事業でござい

まして、今年度、青木村の魅力を発信したいということで、移住・定住・交流人口の増加に

伴います地域活性化を推進するために、都市部からの移住・定住を御希望の方を中心に、そ

れに向けました交流体験を企画していきたいということで計上してございます。 

  大まかな内容でございますけれども、これに関する報償費、旅費、消耗品、役務費、委託

料もろもろでございますけれども、この関連の事業につきましては具体的に申し上げますと、

東京都の品川区にございます戸越銀座の商店街の皆様と協力をいただきまして実現していく

予定で考えておるところでございます。 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

  ほかにありますか。 

  井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） もう１件の自治総合センター助成金

110万円につきましてですが、これは当郷区のほうから要望がありました、主に当郷区内で

物品購入にこの110万円を充てるものでございます。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 備品購入も各１つの区から備品購入が入ってきて、それでこういうシ

ステム使えるんですか。もし使えるんであれば各地区がかなり要望多いと思いますけれども、

これはどうなんですかね。 

○議長（小林和雄君） 井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） 実際にそういうものが対象になりま

す。このＰＲといいますか、こういうものがあるということも各区長会でも御説明はしてい

るんですけれども、今回については当郷区からのものが採択されてなったという経緯でござ
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います。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） 物は何ですか。 

○議長（小林和雄君） 井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） 高価なものではパソコン、あとは机、

椅子等であったかと思います。 

○議長（小林和雄君） 沓掛議員。 

○３番（沓掛計三君） この間、失礼ですけれども、消防の後当郷へ行ったらコピー機が入っ

ていましたけれども、あれはこの事業ですかね。あれ要するに張ってあるからわかるんです

よね、何の事業で買ったか。ああいうものをもしということであるんだったら、何でという

感じは私はちょっと受けたもので、もしそういうのが各区から上がってくるのが、じゃ区長

さん方は知っているわけなんですね。ちょっと奈良本区長さん知らなかったから、あれっと

いう言い方していましたもので。そこら辺のところをお聞きしたわけです。じゃコピー機で

すね、これは。 

○議長（小林和雄君） 総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） はい、コピー機も対象となっており

ます事業で、この中に含まれております。 

○議長（小林和雄君） ほかにありますか。よろしいですか。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） これで質疑を終了します。 

  討論に入ります。 

  反対の方の討論を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 賛成の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 討論終結、議案第５号の採決を行います。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（小林和雄君） 全員賛成。 

  議案第５号 平成28年度青木村一般会計補正予算については、原案のとおり可決されまし
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た。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６号の質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） 議案第６号 平成28年度青木村特定環境保全公共下水道事業特別会計

補正予算についてを議題とし、質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

  よろしいですか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終了します。 

  討論に入ります。 

  反対の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 賛成の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 討論終結、議案第６号の採決を行います。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

  よろしいですか。 

  山本議員、よろしいですか。 

〔挙手多数〕 

○議長（小林和雄君） 賛成多数。 

  議案第６号 平成28年度青木村特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第７号の質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） 議案第７号 平成28年度青木村介護保険特別会計補正予算についてを
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議題とし、質疑に入ります。 

  質疑のある方。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） よろしいですか。 

  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終了します。 

  討論に入ります。 

  反対の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 賛成の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 討論終結、議案第７号の採決を行います。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（小林和雄君） 全員賛成。 

  議案第７号 平成28年度青木村介護保険特別会計補正予算については、原案のとおり可決

されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の追加 

○議長（小林和雄君） 追加日程がありますので、これより追加日程を上程いたします。 

  事務局で資料を配付いたします。しばらくお待ちください。 

〔資料配付〕 

○議長（小林和雄君） お諮りします。 

  ただいま資料をお配りしましたが、村長から報告第５号 専決処分の承認を求めることに

ついて、議会から議案第８号 村長の専決処分事項の指定についてが提出されました。 

  これを日程に追加し、それぞれ追加日程第１、追加日程第２として議題にしたいと思いま

すが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（小林和雄君） 異議なしと認めます。 

  報告第５号を日程に追加し、追加日程第１とし、議案第８号を日程に追加し、追加日程第

２として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎報告第５号の説明、質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） 追加日程第１、報告第５号 専決処分の承認を求めることについてを

議題とし、提案者の説明を求めます。 

  井古田総務企画課長。 

○参事兼総務企画課長兼事業推進室長（井古田嘉雄君） それでは、報告第５号の専決処分の

承認を求めることについて御説明を申し上げます。 

  お手元の資料３枚目をちょっとごらんいただきたいと思います。 

  青木村こまゆみ団地公民館建設基金の設置、管理及び処分に関する条例を廃止する条例 

  平成28年３月31日、地方自治法179条の規定により専決した。青木村長、北村政夫。 

  裏面をお願いいたします。 

  青木村こまゆみ団地公民館建設基金の設置、管理及び処分に関する条例を廃止する条例 

  次に掲げる条例は廃止する。 

  （１）青木村こまゆみ団地公民館建設基金の設置、管理及び処分に関する条例（平成元年

青木村条例第５号） 

  附則 

  この条例は平成28年４月１日から施行する。 

  こまゆみ団地の公民館建設基金につきましては、地元村松のほうで合意がされまして、現

在の村松東地区の生活改善センター、これの改築工事が行われ完成しております。期日につ

いては平成27年11月、基金を全額取り崩して完成をいたしました。 

  つきまして、建設基金の条例を今回廃止することが必要となりましたので、専決の承認を

お願いするものでございます。 

  御審議いただき、御承認よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小林和雄君） 提案者の説明が終わりました。 

  質疑に入ります。 
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  質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終了します。 

  討論に入ります。 

  反対の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 賛成の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 討論終結、採決を行います。 

  報告第５号 専決処分の承認を求めることについてを原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（小林和雄君） 全員賛成。 

  報告第５号 専決処分の承認を求めることについては、原案のとおり承認されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第８号の説明、質疑、討論、採決 

○議長（小林和雄君） 続いて、追加日程第２、議案第８号 村長の専決処分事項の指定につ

いてを議題とし、提案者の説明を求めます。 

  井古田議会事務局長。 

○議会事務局長（井古田嘉雄君） それでは、議案第８号について御説明申し上げます。 

  議案につきましては、お手元の最後の枚数のところになりますのでお願いいたします。 

  議案第８号 村長の専決処分事項の指定について 

  下記の事項に関しては、村長において専決処分ができるものとして指定することについて、

地方自治法第180条第１項の規定により議会の議決を求める。 

  平成28年６月21日提出、青木村議会議長、小林和雄。 

  記といたしまして、１、平成28年度生活基盤耐震化施設等交付金事業に伴う市之沢浄水場

設備工事請負契約の変更請負契約に関すること。 
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  ２、青木村浄化センター機械設備・電気設備更新業務委託契約の変更委託契約に関するこ

と。 

  以上、水道及び下水道事業に関しまして、請負契約の変更契約について村長の専決処分事

項としてお願いするものでございます。 

  御審議いただき、御決定いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小林和雄君） 提案者からの説明が終わりました。 

  質疑に入ります。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（小林和雄君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終了します。 

  討論に入ります。 

  反対の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 賛成の方の討論を許します。 

〔発言する声なし〕 

○議長（小林和雄君） 討論終結、採決を行います。 

  議案第８号 村長の専決処分事項の指定についてを原案のとおり決定することに賛成の方

は挙手願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（小林和雄君） 全員賛成。 

  議案第８号 村長の専決処分事項については、原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（小林和雄君） お諮りします。 

  本定例会の会議に付されました事件は全て終了しました。 

  よって、会議規則第７条の規定により、本日で閉会したいが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（小林和雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会は本日で閉会することに決定しました。 

  これで本日の会議を閉じます。 

  平成28年第２回青木村議会定例会を閉会といたします。 

 

閉会 午後 零時０１分 


